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会長　三宅　朗充

「例会を楽しく魅力あふれるクラブに
～志を同じくする仲間と共に～」

国際ロータリー 2025-26 年度会長のフランチェスコ・アレッツォ氏は、会長メッセージを「よいことのために手
を取りあおう」としました。ロータリー会員に対してマリオ氏が求めていることは、「変化が起こるのを待つのでは
なく、自ら変化を起こしてくれる」ことです。よいことのために手を取りあえるロータリーを築き、すべての人にとっ
てより明るい未来を実現させましょう。とメッセージを送られました。

また、国際ロータリー 2710 地区の土肥慎二郎ガバナーは、「Enjoy Rotary ～思いやりと奉仕の心で～」とされ、
クラブの行動計画を立てて 3 年間の目標を共有して、ロータリーを楽しんで欲しいと呼び掛けておられます。

私は、ロータリー活動の基本は「例会」にあると思っています。クラブメンバーが集い、語り合い、多くの価値
を共有してこそ「クラブ文化」につながり、その「クラブ文化」が会員増強やクラブの成長の原動力になると思っ
ています。「クラブ文化」を構築するために、私たち、一人ひとりに求められていることとして三つの問いかけをし
たいと思います。

私は、クラブから求められる「人財」となっているか。
私は、クラブにおける自分の「役割」を理解しているか。
私は、クラブを通じ「奉仕」に取り組んでいるか。

これらのことは、広島中央ロータリークラブのメンバーである私たちが、クラブに「約束」することです。
いま、私たちは創立 50 周年に向けて、更に結束力を高める時なのです。多くの先人たちが築き上げてこられて

きた歴史と伝統を胸に、もう一度奮起し、活力と魅力に溢れる、「広島中央ロータリークラブ」にしていきませんか。
そのために、志を同じくする仲間を増やしましょう。そして、人生を共に語り合える「友」と巡り合える喜びを分か
ち合いましょう。

今こそ、「責任」という鎧を身にまとい、踏み出しましょう、新しい時代のために。この一年間が、会員お一人
おひとりにとって価値ある時間となるように、皆様のご理解とご協力をお願いします。

１９７８―８８年
　昭和５３年１１月２８日、広島東南RCをスポンサークラブとして、２３名のチャーターメンバーで誕生。明るく和や
かなクラブとして、１０周年で６７名の会員に発展。
初代会長：高石　稔、副会長：柚木　宏、幹事：柚﨑　博
チャーターメンバー

芦田　傳 （ビール製造） 粟津紫朗 （ホテル） 平田久男 （歯科医）
石原信宏 （鉄骨工事） 久野瀬　弘 （雑貨配布） 前田修治 （バス事業）
増原重巳 （印刷） 松本團治 （機械工場） 松本　毅 （通信機器）
佐古義則 （衣料配布） 仙田元宣 （商業銀行） 新谷昭治 （商事弁護士）
塩見正夫 （電気器具配布） 城本正昭 （信用組合） 高石　稔 （土地開発）
角田光永 （民事弁護士） 津山日歳 （料理店） 八木健夫 （工業銀行）
山村忠次 （シャーリング） 吉賀靖高 （広告代理） 吉竹　寛 （建築設計）
柚木　宏 （内科医） 柚﨑　博 （百貨店）
＊職業分類は当時のもの

　（１９８７－８８）俵茂第４分区代理を輩出。IGFを開催。
　創立１０周年記念会長：柚﨑　博、副会長：朝枝七郎、幹事：浜田逸郎、実行委員長：高石　稔
　記念式典には、小笠原広島県副知事、荒木広島市長、松尾ガバナー、甲斐広島東南RC特別代表から祝辞。記念事業
として広島中央RC国際交流基金５００万円の創設と財団法人アジア学生文化協会に１００万円を寄付。

１９８９―１９９９年
「明るく和やかなクラブ」の伝統を重んじ、サンタローザ・サンライズRC学生来広（１９９１）や台中西区RCとの姉

妹提携（１９９２）による国際交流、広島中央RCスポンサー（柚木特別会員）として広島城南RC誕生（１９９５）、RI
第２７１０地区第４分区IM開催。城本正昭分区代理（１９９６－９７）、等の数々のクラブ活動により、７４名の会
員を数えるまでに成長。

創立２０周年記念会長：増原重己、副会長：髙重清純、幹事：原田啓吾、実行委員長：山村忠次
記念事業として、財団法人広島交響楽協会の創立２０周年記念演奏会開催費用として４００万円、平和記念公園

への２１メッセージ運動１００口、財団法人広島がんセミナー研究活動費として１００万円をそれぞれ寄付。

１９９９―２００９年
２０００年に１１名の退会者により会員が減少し、２００４年には５１名迄落ち込む。DLPの導入。２００２年

松本ガバナー補佐輩出。２００４年に初の女性会員が入会、２００７年CLPの完全導入によりクラブ組織の改革。
２００８年資料保存可能な誇れるHPが完成、２００８年田原ガバナー補佐輩出。G６・G７合同IM開催とRLI―２
７１０分科会が立ち上がる。

創立３０周年記念会長：橋本　満、副会長：藤村欣吾、幹事：砂田龍吾、実行委員長：緒方俊平
記念事業として、おやじフォーラムin広島の主催、防犯パトロールカー１台寄贈、防犯用幟３００セットと防犯用チ

ラシ４０００枚の寄贈、米山記念奨学会へ１０万円寄付

２００９から現在
CLP導入による改革で、各委員会の相互関係・連携が蜜となり、長期プロジェクト検討委員会が核となり、多くの斬

新的な奉仕活動が企画・実施されている。
２００９年度から長期プロジェクトの「マイカー乗るまぁデー」運動や「献血運動」がスタート。
２０１１年度から長期プロジェクトの新事業の「研修セミナー」「新世代奉仕の出前講座」が開始。更に「認知症」や

「パッチング・グラント」等への取り組みが検討されている。
２０１１年、RIの新たな賞、第２７１０地区「クラブビルダー賞」を田原榮一会員が受賞。
創立３０周年を迎えた後、我がクラブからガバナーを輩出しようという意見が出始め、２０１１年６月の夜間例

会において、田原榮一会員がガバナーとして輩出したいとの提案がなされた。そこで、GOGO６５作戦（会員６５名を
目指す）、更にクオリティ７５作戦（会員７５名を目指す）と経時的に会員増強に取り組み、２０１６－１７年度には
７９名を達成。その結果、２０１２－１３年度に緒方俊平会員、２０１４－１５年度に赤羽克秀会員が、それぞれ

広島中央ロータリークラブの歴史とその変遷
「クラブビルダー賞」を受賞。

２０１６―１７年度７月に田原榮一会員がガバナーに就任。同時に、地区特別委員会「がん予防推進委員会」（委
員長：藤村欣吾）のモデルとして、我がクラブに「がん予防啓発推進員会」が設置され、がん予防の啓発運動を積極的
に展開している。

２０１６年１０月にロータリー財団１００周年記念「２０１６－１７年国際ロータリー第２７１０地区　地区
大会」をホストクラブとして開催。

地区代表幹事：橋本　満、地区大会実行委員長：緒方俊平、地区会計長：赤羽克秀、地区事務局長：河野　隆
国際ロータリー会長代理としてRI第２８３０地区元RI理事黒田正宏様、韓国からはRI３６９０地区總裁盧均鎬様、

広島県知事湯﨑英彦様代理、広島市長松井一實様、広島商工会議所会頭深山英樹様を来賓として迎える。また、友好
クラブの台中西区RCからも２３名の参加を得た。

大会１日目はRI会長代理ご夫妻を囲む昼食会、歓迎晩餐会、そして日韓交流パーティーと盛大に開催された。また、
公益財団法人日本対がん協会会長　垣添忠生様による基調講演も行われる。

大会２日目は趣向を凝らしたプロジェクション・マッピングによるオープニング、女優の小雪さんをゲストに迎えた
記念講演と、斬新な企画で、記憶に残る地区大会となった。また、記念行事として広島平和記念資料館の被爆資料、保
存・劣化防止「エアタイト式展示ケース」を寄贈した。

２０１７年４月、広島中央ローターアクトクラブ（会員数１１名）を創立。
２０１７－１８年度は迫田勝明会員がガバナー補佐として活躍。２０１８年３月にはG６・G７合同IMを開催した。
２０１８－１９年度は、広島中央ロータリークラブ創立４０周年の記念すべき年度であった。
創立４０周年記念会長：古澤宰治、副会長：村本憲康・芥川　宏、幹事：鳥井均城、実行委員長：赤羽克秀、特別顧

問：杉本嘉朗
記念事業として、プロスキーヤーである三浦雄一郎氏をお招きし、アステールプラザホールにおいて記念講演会を

開催した。また、豪雨災害に対する支援金として、広島県に対して、姉妹クラブである台中市西区ＲＣからの１００万
円、サンタローザ・サンライズＲＣからの１００万円を合わせて、３００万円を贈呈した。

台中市西区ＲＣの創立３０周年記念式典へは、会員２０名とそのご家族５名が、お祝いするために参加した。
２０１９－２０年度は，新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）の世界的流行の影響で、我がクラブ、２７

１０地区及びＲＩの各種会合・行事等が中止・延期（またはオンラインによる開催）を余儀なくされ、我がクラブ例会
も２０２０年３月第１週から５月最終週まで３か月間取消となった。

２０２０－２１年度においても、COVID-19の社会に及ぼす影響は甚大で、クラブの例会や、地区の多くの行事が
中止に追い込まれた。しかし会議など、オンラインで対応したものも増え、今後の方向性がある程度見えてきた1年でも
あった。

２０２１－２２年度は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の終息も見えず、前年度に引き続きオンラインでの
例会や事業の中止を余儀なくされる年度となりました。そんな中、WEBやZOOMといった新たな手法を取り入れながら
今後のクラブの基盤を作るうえで大きなヒントを得ることが出来た年度となった。

２０２２－２３年度は未だコロナ禍で制約がある中での活動ではあったが、夏の納涼家族例会ではコロナ禍で沈
んでいた世の中を元気づけることを願って、クラブ単独で花火の打ち上げを行なった。委員会構成はクラブ広報委員
会を従来の３委員会から公共イメージ委員会へ集約した。また、８名の新会員の入会があり会員数は７２名となった。
コロナ禍から少しずつアフターコロナへと変化していく年度となった。

２０２３－２４年度は、広島中央ロータリークラブ創立45周年・例会2000回の記念すべき年度であった。記念事
業として、柔道家野村忠宏氏の記念講演会を行い、米山記念奨学会への寄附を行った。また、G７サミットが広島市で
開催された際に平和記念資料館を往訪されたイギリスのリス・スナク首相の平和へのメッセージを刻んだ顕彰碑を広
島市に寄贈した。7月の夜間家族例会ではコロナ禍で疲弊した広島市民や地域経済に対して明るい未来が訪れること
を願って「アフターコロナ花火」を単独で打ち上げ、在広メディアに大々的に取り上げられてクラブの公共イメージを
高めた。嶋本文雄会員がRI2710地区G7ガバナー補佐として活躍され、2024年2月にはグループ6・7合同インターシ
ティミーティングを開催した。

２０２４－２５年度は、コロナ感染症からの解放された年となった。夏の家族例会は花火大会の再開を待ちわび
たように多くの家族が集い盛大に開催された。また、恒例のクリスマス例会も開催され、ロータリアンとその家族の絆
が一層深まった。

12月16日には、国際ロータリー・ロータリー財団管理委員長のマーク・ダニエル・マロ―ニーご夫妻様、同ロータ

リー財団管理副委員長のラリーA・ランスフォードさんが夜間例会に参加されロータリー財団管理委員長から直接卓
話を拝聴する機会を得た。

日本からはロータリー財団管理委員の三木明ご夫妻様、RI理事の水野功ご夫妻のほか元RI理事各位、第2710地
区からは上田文雄ガバナーをはじめ、田原榮一パストガバナーなど多くの来賓を迎えて例会を開催した。また、核兵器
の廃絶を長年訴えてこられた日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）がノーベル平和賞を受賞されたこともあり、
代表委員の箕牧智之氏も例会にご参加いただいた。

２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　ガバナー田原榮一
２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　地区代表幹事：橋本　満
２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　地区大会実行委員長：緒方俊平
２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　地区会計長：赤羽克秀
２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　地区事務局長：河野　隆

１９８７－８８年度　RI第２７１地区　第４分区代理　俵　茂
１９９６－９７年度　RI第２７１０地区　第４分区代理　城本正昭
２００２－０３年度　RI第２７１０地区　G5ガバナー補佐　松本團治
２００８－０９年度　RI第２７１０地区　G７ガバナー補佐　田原榮一
２０１７－１８年度　RI第２７１０地区　G７ガバナー補佐　迫田勝明
２０２３－２４年度　RI第２７１０地区　G７ガバナー補佐　嶋本文雄

（注：RI第２７１地区、現在は、RI２７１０地区と変更）
（注：分区代理、現在はガバナー補佐と変更）
（注：2003‒04年度より、地区のグループ編成がG５からG７へ変更）



【2025～2026年度　広島中央ロータリークラブ所属委員会】
■理事役員

会　長
直前会長
会長エレクト
副会長
副会長
幹　事
副幹事
副幹事

(理事)
(理事)
(理事)
(理事)
(理事)
(理事)

三宅　朗充※
城本　健司※
宗正　俊文※
土谷　治子※
西井　裕昭※
大内　総一郎※
猪垣　耕一※
大本　恭久※

会員組織
奉仕プロジェクト
ロータリー財団
クラブ広報
クラブ管理運営
会　　計
Ｓ.Ａ.Ａ.・出席

(理事)
(理事)
(理事)
(理事)
(理事)
(理事)
(役員)

好永　裕一
馬野　恭彰※
古澤　宰治
政岡　誠二
宮下　佳昌
淀江　晃太郎※
沖本　賴政※

※＝兼務

 (2025.7.1-2026.6.30)

■会員組織委員会                 　          理事・委員長　好永　裕一　

■奉仕プロジェクト委員会　　　 理事・委員長　馬野　恭彰

■ロータリー財団委員会　　　　 理事・委員長　古澤　宰治

■クラブ広報委員会　　　　　　 理事・委員長　政岡　誠二

■クラブ管理運営委員会　　　　理事・委員長　宮下　佳昌

会員増強・職業分類
ロータリー情報(研修リーダー)

砂田恭延※
西井裕昭※

山野井秀樹※
福田　浩※

赤羽克秀
田原榮一※

緒方俊平
杉本嘉朗※

橋本　満
迫田勝明

河野　隆
村本憲康※

公共イメージ 長場　誠※ 山本雅音※ 通谷　章
光村圭介※

山肩俊晴 淀江晃太郎※ 金光栄吉※

ロータリー財団・米山奨学 吉川　惠※ 岡田　茂※ 清有三 嶋本文雄※ 田中純子

職業奉仕
人間尊重・社会奉仕
国際奉仕
青少年奉仕・ローターアクト

加藤孝子※
下原唯千夏※
小佐古哲哉※
光村圭介※

芥川　宏※
槇殿公誉※
淀江晃太郎※
西川　済※

原田啓吾
山野井秀樹※
西川公一郎※
出﨑邦彦

城川大二郎
大坂隆志※
木内良明※
芥川　宏※

福田　浩※
長場　誠※
上土井幸始※
岡田　茂※

戸田幹雄
平瀬春男※
金原幸夫※

特別委員会

○会計監査委員
○合同事務局運営委員
○危機管理委員

赤羽克秀※
大内総一郎※
大内総一郎※

国際交流基金特別委員会
戦略計画委員会
がん予防啓発推進委員会

三宅朗充※
山野井秀樹※
小林正夫

大内総一郎※
藤村欣吾
西川公一郎※

杉本嘉朗※
田原榮一※
平松恵一

嶋本文雄※
城本健司※
土肥博雄

大田由孝※
三宅朗充※
土谷治子※

馬野恭彰※
宗正俊文※
髙蓋寿朗

吉川修平
猪垣耕一※
上土井幸始※
吉川　惠※
加藤孝子※
大本恭久※

西川　済※
山本雅音※

親睦

プログラム
Ｓ．Ａ．Ａ．・出席
会計

平瀬春男※

大田由孝※
沖本賴政※
淀江晃太郎※

大坂隆志※

上土井幸始※
金光栄吉※
大田由孝※

上原悠爾
槇殿公誉※
木内良明※
小佐古哲哉※
新宮且識
下原唯千夏※

砂田恭延※
沖本賴政※
金原幸夫※

槇殿公誉※

委員長 副委員長

委員長 副委員長

委員長 副委員長

委員

委員

委員

委員長 副委員長

委員長 副委員長

委員長 副委員長

委員

委員

委員

１．方針
職業奉仕の立場から、三宅会長の方針に基き会員が職業

や社会生活を通じて職業奉仕とは何かを模索し、それぞれ
の職業を通じた地域社会に奉仕を行っているという実感が
少しでも持てるような取り組みを行いたいと思います。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標

である「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」
の唱和をそれぞれ毎月交互に委員会全員で実施する。

②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施する。
③ロータリーの職業倫理を学び合う機会又職業スキルの

向上の為、会員卓話を要望により図る。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進の為、随

時健康診断を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の表彰を要

望により行う。
⑥職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情報交

換ができないか検討していく。

３．予算
一般会計　　　　 70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」の会長方針を踏

まえ、ロータリアンとしての奉仕活動を通じて、会員同
士のつながりを深め、地域社会へのクラブの認知度と親
しみを高められるよう取り組みたいと思います。

２．計画
①８月６日、平和記念式典の参加者に対する「おもてなし

事業」を継続して行う。
②会員企業の協力を得て、献血支援活動を継続して行う。
③地区補助金（25万円）を活用し、車椅子ソフトボール支

援団体に車椅子ソフトボール用の車椅子を贈呈し、イ
ンクルーシブスポーツや障がい者理解のための普及啓
発のための奉仕活動を行う。

　
補足　②の献血支援活動と、③車椅子ソフトボール用車椅

子の贈呈については、2025年10月11日、12日に広島
みなと公園（宇品）で開催予定である車椅子ソフトボー
ルイベント会場にて、同一日に実施できるよう調整を
図りたい。

３．予算　500,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年度は、奉仕プロジェクト委員会の中で職業奉仕・

人間尊重・社会奉仕・国際奉仕の垣根を取り払い、会長
方針に沿って “志を同じくする仲間と共に” 持続可能な当
クラブらしい社会貢献のあり方の協議を主眼に活動する。
従来のプロジェクトは継続しつつ、将来への方向性も探
りたいと考えている。

２．計画
①古切手・書き損じハガキ(何れも未使用可)・外貨の収集

これらは「日本国際ボランティアセンター(JVC)」を通じ
て現金化され、途上国の恵まれない方々を支援する原
資に生まれ変わっている。会員の皆様にこれらのこと

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強委員会・
ロータリー情報委員会で連携し、それぞれの会員が例会を
楽しめること、会員相互の関係を強くすることを目指して
活動してまいります。

２．計画
①会員増強純増３名を目指すとともに、会員相互の連携

を密にして退会防止に力をいれてまいります。
②新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで

いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

③入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強、退会
防止をクラブの重要課題と位置づけ、委員会が中心となり、
会員の皆様のご協力を得ながら委員会活動を展開してま
いります。

２．計画
①本年度、純増３名を目標とします。
②会員相互の連携を密にし、退会防止に力を入れてまい

ります。
③入会候補者の例会への招待、入会後のフォローアップ

に取組みます。
③クラブ創立50周年に向けて、クラブが更に活性化して

いくために会員増強の必要性を会員の皆様にご理解、
ご協力をいただけるよう、クラブフォーラムなどで積
極的に情報発信をおこなっていきます。また、イン
フォーマルミーティングを必要に応じて随時開催して
いきます。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～

志を同じくする仲間と共に～」を踏まえ、新入会員へ分か
りやすくロータリー情報を提供していきます。また、3年
未満の会員を対象にロータリーの知識を楽しみながら深
めて頂く場を設け、あわせて、会員同士の親睦を深めて
いきます。

２．計画
①入会予定者に推薦者と訪問をし、ロータリーへの理解

を深めてもらえるよう面談・説明を行います。入会後
も継続的にフォローを取ります。

②入会予定者が例会にゲスト参加をされる際は、会長・
推薦者と共に入会へ向けて更に理解を深めてもらう場
を設けます。

③新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで
いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

④入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」

を踏まえ、楽しんで例会に参加し、楽しんで奉仕活動に
積極的に参加してもらえるよう取り組んでまいります。

また、会長方針で謳っておられるように、会員が求め
られる人財となり、それぞれの役割を発揮して、広島中
央ロータリークラブらしい奉仕活動を実施できるよう取
り組んでまいります。

２．計画　　
（1）職業奉仕委員会

①職場訪問例会を実施します。
②毎月第2例会において、4つのテスト及びロータリー

の行動規範を唱和し、会員の意識醸成に努めます。

③会員の健康保持のため、健康診断の斡旋を行います。
④職業奉仕の実践に貢献した優良従業員を会員より

募集し、表彰を行います。
⑤職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情

報交換ができないか検討していきます。

（2）人間尊重・社会奉仕委員会
①被爆80年となる本年8月6日に、参列者へのおもて

なし活動を実施します。
②会員企業と連携して献血活動を実施します。また、

他の事業と絡ませた献血活動が実施できるか検討
します。

③地区補助金を活用した事業を実施します。また、
次年度へ向けた地区補助金の申請を行います。

（3）国際奉仕委員会
①古切手、書損じハガキの回収を継続して行い、ＮＰ

Ｏ団体を通じて発展途上国の子供たちへ国際奉仕
活動を行います。

②創立50周年に向けて、広島中央ロータリークラブ
らしい国際奉仕活動は何ができるか、検討してい
きます。

（4）青少年奉仕・ローターアクト委員会
①ローターアクトクラブの例会や事業への参加、ＲＹ

ＬＡへ参加し青少年奉仕について効果的な活動を
検討、支援します。

②献血支援活動に協力する。
③今後のローターアクトクラブの在り方について検

討します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

を改めて周知し、理解を深めて協力を要請する。
②国際奉仕・支援活動

将来に向けて持続可能な奉仕活動の協議を実施する。
委員会やアンケートで意見を募り、可能であれば例会
でフォーラムを開催する。

③地区補助金を活用した支援事業
こちらも将来を鑑み、人間尊重・社会奉仕委員会と共
に検討する。

④姉妹クラブ・他クラブとの連携・交流
従来通りに推進する。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度から奉仕プロジェクト委員会内において青少年

奉仕とローターアクトが一本化し同じ委員会となります。
統一する事でこれまで行ってきた支援や活動に相乗効果
をもたらすよう、事業を進めてまいります。また広島中
央ローターアクトクラブは、来年設立10周年を迎えます。
そこに向け会員増強はもちろんの事、ローターアクトと
クラブメンバーとの親睦や連携もこれまで以上に図れる
よう努めてまいります。

２．計画
①2010年から継続しています「献血支援活動」を、会員・

会員の従業員の皆さんと共に協力して行う。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉

仕について効果的な活動を検討する。
③ローターアクトクラブがクラブ理念に沿って活発な活

動が出来るよう支援する
④ローターアクトクラブと我々提唱クラブとの更なる親

睦を深める
⑤ローターアクトクラブの会員増強に努める

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　950,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である『会員それぞれがクラブに対し「貢献す

る人材・役割理解・奉仕に取り組む」』を踏まえ、ロータリー
財団の設立目的である「世界で良いことをしよう」を実践
するために、クラブ会員の皆様へロータリー財団に対す
る理解を深め、協力をお願いする。

米山記念奨学会に関しても、海外と日本の架け橋とな
り将来国際社会で活躍する留学生の援助を目的として設
立された奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。

③奉仕活動
奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 １．方針
○会長方針は、会員それぞれがクラブに対し「貢献する人

材・役割理解・奉仕に取り組む」である。これらが実現
できるよう活動する。

○海外と日本の架け橋となり将来国際社会で活躍する留
学生の援助を目的として設立された米山記念奨学会の
理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。
③奉仕活動

奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

３．予算
一般会計　60,000円（印刷費等）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　
１．方針

本年度会長方針「例会を楽しく魅力あるクラブに ～志
を同じくする仲間と共に～」のもと、クラブの活動や魅力
をクラブ内外に発信し、親しみやすく活気あるクラブづ
くりに貢献します。

特に、ホームページを通じて例会や奉仕活動の様子を
積極的に発信し、広く周知を図ることで、クラブの魅力
向上と会員のつながりの深化を目指します。

２．計画
① ホームページの充実と更新の徹底

例会や奉仕活動の内容を迅速にホームページに掲載し、
クラブの雰囲気や楽しさが伝わるよう、また閲覧者に
とって見やすく、役立つ内容となるよう工夫します。
撮影は委員が交代で担当します。

② 活動記録の整理とデータ保管体制の整備
例会や奉仕活動に関する写真・資料等のデータを、NAS

（データ保管用ハードディスク）に適切に整理・保存し、
記録の共有と管理の効率化を図ります。将来的な活用
やクラブの歴史資料としても役立てます。

③ デジタル会報誌の作成・発行
昨年度に引き続き、デジタル会報誌を作成し、ホーム
ページに掲載します。また、数部については紙媒体で
も配布いたします。

④ メディアへの情報提供
クラブの奉仕活動や社会貢献に関する情報を、新聞や
地域メディア等へ積極的に提供し、地域社会への発信
力を高めます。タイミングを逃さず、事前の情報提供
を心がけます。

⑤ 「ロータリーの友」誌の紹介・投稿
「ロータリーの友」誌に掲載された記事の紹介や、適宜、
クラブからの投稿を行います。

⑥ マイロータリーの登録促進と活用支援
会員のマイロータリー登録を推進し、Eラーニング等の
機能を活用することで、ロータリアンとしての学びと
自己成長を支援します。

⑦ その他（クラブ50周年・認知度向上）
クラブ50周年に向け、委員会としてできることを検討
してまいります。あわせて、ロータリーの魅力、そし
て広島中央ロータリークラブの魅力を分かりやすく対

外に発信し、広島中央ロータリークラブの認知向上と
会員増強（リクルート）につながる取り組みを模索しま
す。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ及びローターアクトクラブの活動、地区、その

他ロータリーに関連する行事等について正確に記録し、
HPに掲載します。その他、対外発信も検討する予定です。

２．計画
①HP及び会報誌用に委員会メンバーで順番を決めて写真

撮影を行います。
②クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップロード

します。また、HPの情報の正確性等についてチェック
します。

③活動ごとの情報データをNAS（データ保管用ハードディ
スク）に保管します。

④MY ROTARYへの登録を促進します。
⑤クラブの奉仕活動やイベントに関する情報を事前にメ

ディアに提供します。
⑥デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配

布します。
⑦クラブ50周年に向けての取り組みを検討します。

３．予算
HP更新料　126,000円
ドメイン更新料　22,000円
月間システム管理料　976,800円
会報誌作成料　660,000円

合計　1,784,800円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
2025－26年度会長方針である、「例会を楽しく魅力あ

ふれるクラブに～志を同じくする仲間と共に」を前面に押
し出した運営方針を掲げます。コロナ禍前に入会した私は、
実際にロータリー活動を行ったという実感がありません。
今こそ三宅会長が掲げられている方針のもと１年間のク
ラブ運営管理を行ってまいります。

２．計画
プログラム委員会では組織満足度を高めるに以下の４

つ の キ ー ワ ー ド『Challenge・挑 戦』『Approve・承 認』
『Respect・尊敬』『Powerful・力強さ』この４つのキーワー
ド『CARP』を基本に①月間テーマに沿った魅力ある講師
の招致②会員相互の理解を深めるための会員卓話③金融
リテラシーを高められる講師の選定④ローターアクトと
の連携した卓話を行ってまいります。

SAA・出席委員会では「できる、できない」ではなく「や
るか、やらないか」ということで「とりあえずやる！」と
いう志をもって例会運営を行ってまいります。

親睦委員会では年６回の夜間例会・家族会を実施し、
ぜひ参加したいと思われる内容の例会を開催します。ま
た適宜、新入会員歓迎会を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「できる、できない」ではなく「やるか、やらないか」と

いうことで「とりあえずやる！」という志をもって委員会
運営を行なっていく。

２．計画
・月１回の例会配席シャッフル（様子見て慣れてきたら回

数を増やすかも）
・ニコニコ箱、例会出席の案内・お願いメールの配信
・ニコニコ箱、出席報告をする委員会メンバーが注目され

る設営、話す方も聞く方も会全体が明るく笑顔になれ
る発表方法。

・ニコニコ箱、目標投稿金額　500,000円/年

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～志を同

じくする仲間と共に～」に基づき、クラブ活動が楽しく笑
顔溢れる空間になるように取り組んでまいります。

親睦会・家族会・新入会員歓迎会などを魅力あふれる会
になるよう提案、運営する事により、会員同士の親睦を今
まで以上に深められるよう尽力します。

一年間を通してたくさんの笑顔に出会えるように、親睦
委員会で積極的に活動していきたいと思っております。

２．計画
①7月26日　夏の家族会・花火大会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
②10月3日　3RC合同夜間例会（ｼｪﾗﾄﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ広島）
③11月28日　創立４７周年記念夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃ
ﾙ広島）
④12月20日　クリスマス家族例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑤3月2日　夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑥6月22日　最終夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
※新入会員歓迎会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等　4,500,000円
会員記念日費用　　　   700,000円
他随時算出　
　　　　　　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長理念でもあります、「ロータリー活動の基本は『例

会』にある」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講
師を積極的に招致することで、会員同志の相互理解を深め、
新たな気付きの一助となるような、魅力あふれる例会に
してまいります。

また、組織満足度を高めるには以下の４つのキーワー
ドがあります。
『Challenge・挑戦』『Approve・承認』『Respect・尊敬』

『Powerful・力強さ』
新たなことへ挑戦し、お互いを尊敬・承認しあい、力

強く行動していく事が重要と考えており、この４つのキー

ワード『CARP』を基本方針に組み入れてまいります。

２．計画
・可能な限り、月間テーマに沿った卓話となるように、ク

ラブ会員の皆様に協力していただき、魅力ある講師を
招致いたします。

・お互いの相互理解を深めるためには、まず、お互いのこ
とを「知る」ことが必要であります。そのためにも、積
極的に会員卓話を取り入れ、自らを知ってもらう行動
をお願いしていきます。

・私自身が金融業であることから、その特性を活かし、会
員の皆様が金融リテラシーを高めれるような卓話講師
を招致いたします。

・ローターアクトの次期会長が弊社社員であることから、
アクトと連携した卓話を実施いたします。

・その他、様々なことに挑戦してまいりますので、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会計委員は引き続き、理事・役員と予算に関する情報

を共有し、密に連携しながら透明性の高い予算編成に努
めます。加えて、財務状況の変化に柔軟に対応できる体
制を整えてまいります。

２．計画
コロナ禍からの回復が進み、各委員会の活動も本格化

してきました。今後は、より積極的な事業展開が見込ま
れるため、各理事・委員長には2024‒2025年度の実績を
参考にしつつ、2025‒2026年度の事業計画に即した予算
案を早期に立案していただきたいと考えております。予
算管理においては、適切な見直しを行いながら、効率的
かつ健全な財務運営を目指します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本基金は、クラブ創立10周年記念事業の一つとして、「広

島中央ロータリークラブ国際交流基金」（当初500万円）
を創設されました。

当初は、基金から発生する運用収益等をもって広く国
際交流への支援を行うことを目的に創設され、現在は
1,000万円の基金を理事会が指定する金融機関等に預託し
て年間に発生する運用収益から国際交流への支援のため
に運営することになっています。

昨今は、金利のある時代に戻りつつありますが、日本
銀行のゼロ金利政策以降、基金の運用をもって目的を達
成することは困難な状態続いております。

つきましては、本制度の趣旨を踏まえて、目的の達成
のために運営方法の変更を検討して参ります。

２．計画
① 運営方法の変更のために規約の改正等を理事会で検討

します。
② 奉仕プロジェクト委員会と連携して、国際交流支援の

具体的な活動計画も含めて検討して参ります。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
創立50周年に向けたクラブ方針を掲げ、中期的な戦略

や会員数の適正人数目標を明確にする。人生100年に時代
に向け如何に健康で長生きするか。また奉仕に関しては、
国際奉仕の在り方に関して中長期的なビジョンを立案し、
今後の広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動
に関して協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立50周年に向け、クラブ方針の立案
②クラブの中期計画を策定する。
③人生100年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信

をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討す
る。

④現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。

３．予算　80,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　　
１．方針

がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり、
2023年度の統計では男性24.7%、女性17.2%である。一方、
がんの診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率
は上昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。
本クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積
極的に取り組み、がん二次予防としてのがん検診率は本
人ならびに家族では80%以上と成果が認められている。現
在は、男女ともに約2人に一人ががんに罹患する確率であ
る。検診による早期発見とともに、がん罹患者とその家
族の包括的なケアの重要性が期待されている。

がんのみならず、高齢者の健康寿命延伸は近年の重要
な課題である。広島県の健康寿命年齢は2022年の統計では、
男性72.13歳（全国34位）、女性75.85歳（全国13位）であり、
平均寿命との差は男性9.82年、女性12.31年と健康寿命と
の差を縮めることが求められている。健康寿命延伸に対
しては、生活習慣の改善による、生活習慣病の予防と早
期発見・早期治療介入、重症化予防、介護予防が大切であり、
特に若い時期からの適切な生活習慣の定着が重要である。
生活習慣の多くの項目はがん予防12か条プラス1とほぼ重
複しているため、がん予防の生活習慣は健康寿命延伸の
生活習慣に繋がるものである。

健康寿命延伸に関して、がん検診を含めた生活習慣に
対するアンケート調査による評価を行い、健康寿命延伸
とがん予防に対する意識ならびに生活習慣に対する問題
点を把握し、生活習慣病の予防啓発の向上を目的とする。
また、がん罹患患者とその家族の包括的ケアとしての「が
んケアリング」に対しての意識とケアリングセンター設置
に向けての調査を行う。

２．計画
1)健康寿命延伸のための生活習慣ならびにがん検診に対し

ての質問紙調査
2)解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
3)がんケアリングに向けた意識調査
4)健康寿命延伸、がん予防、がんケアリングに向けた卓話

の企画

３．予算
調査印刷費　20,000円
郵送費　　　20,000円　　　　　　　合計　40,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

会員組織委員会

理事・委員長　好永　裕一

会員増強・職業分類

委員長　砂田　恭延

 ロータリー情報

委員長　西井　裕昭

奉仕プロジェクト委員会

理事・委員長　馬野　恭彰



１．方針
職業奉仕の立場から、三宅会長の方針に基き会員が職業

や社会生活を通じて職業奉仕とは何かを模索し、それぞれ
の職業を通じた地域社会に奉仕を行っているという実感が
少しでも持てるような取り組みを行いたいと思います。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標

である「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」
の唱和をそれぞれ毎月交互に委員会全員で実施する。

②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施する。
③ロータリーの職業倫理を学び合う機会又職業スキルの

向上の為、会員卓話を要望により図る。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進の為、随

時健康診断を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の表彰を要

望により行う。
⑥職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情報交

換ができないか検討していく。

３．予算
一般会計　　　　 70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」の会長方針を踏

まえ、ロータリアンとしての奉仕活動を通じて、会員同
士のつながりを深め、地域社会へのクラブの認知度と親
しみを高められるよう取り組みたいと思います。

２．計画
①８月６日、平和記念式典の参加者に対する「おもてなし

事業」を継続して行う。
②会員企業の協力を得て、献血支援活動を継続して行う。
③地区補助金（25万円）を活用し、車椅子ソフトボール支

援団体に車椅子ソフトボール用の車椅子を贈呈し、イ
ンクルーシブスポーツや障がい者理解のための普及啓
発のための奉仕活動を行う。

　
補足　②の献血支援活動と、③車椅子ソフトボール用車椅

子の贈呈については、2025年10月11日、12日に広島
みなと公園（宇品）で開催予定である車椅子ソフトボー
ルイベント会場にて、同一日に実施できるよう調整を
図りたい。

３．予算　500,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年度は、奉仕プロジェクト委員会の中で職業奉仕・

人間尊重・社会奉仕・国際奉仕の垣根を取り払い、会長
方針に沿って “志を同じくする仲間と共に” 持続可能な当
クラブらしい社会貢献のあり方の協議を主眼に活動する。
従来のプロジェクトは継続しつつ、将来への方向性も探
りたいと考えている。

２．計画
①古切手・書き損じハガキ(何れも未使用可)・外貨の収集

これらは「日本国際ボランティアセンター(JVC)」を通じ
て現金化され、途上国の恵まれない方々を支援する原
資に生まれ変わっている。会員の皆様にこれらのこと

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強委員会・
ロータリー情報委員会で連携し、それぞれの会員が例会を
楽しめること、会員相互の関係を強くすることを目指して
活動してまいります。

２．計画
①会員増強純増３名を目指すとともに、会員相互の連携

を密にして退会防止に力をいれてまいります。
②新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで

いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

③入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強、退会
防止をクラブの重要課題と位置づけ、委員会が中心となり、
会員の皆様のご協力を得ながら委員会活動を展開してま
いります。

２．計画
①本年度、純増３名を目標とします。
②会員相互の連携を密にし、退会防止に力を入れてまい

ります。
③入会候補者の例会への招待、入会後のフォローアップ

に取組みます。
③クラブ創立50周年に向けて、クラブが更に活性化して

いくために会員増強の必要性を会員の皆様にご理解、
ご協力をいただけるよう、クラブフォーラムなどで積
極的に情報発信をおこなっていきます。また、イン
フォーマルミーティングを必要に応じて随時開催して
いきます。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～

志を同じくする仲間と共に～」を踏まえ、新入会員へ分か
りやすくロータリー情報を提供していきます。また、3年
未満の会員を対象にロータリーの知識を楽しみながら深
めて頂く場を設け、あわせて、会員同士の親睦を深めて
いきます。

２．計画
①入会予定者に推薦者と訪問をし、ロータリーへの理解

を深めてもらえるよう面談・説明を行います。入会後
も継続的にフォローを取ります。

②入会予定者が例会にゲスト参加をされる際は、会長・
推薦者と共に入会へ向けて更に理解を深めてもらう場
を設けます。

③新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで
いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

④入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」

を踏まえ、楽しんで例会に参加し、楽しんで奉仕活動に
積極的に参加してもらえるよう取り組んでまいります。

また、会長方針で謳っておられるように、会員が求め
られる人財となり、それぞれの役割を発揮して、広島中
央ロータリークラブらしい奉仕活動を実施できるよう取
り組んでまいります。

２．計画　　
（1）職業奉仕委員会

①職場訪問例会を実施します。
②毎月第2例会において、4つのテスト及びロータリー

の行動規範を唱和し、会員の意識醸成に努めます。

③会員の健康保持のため、健康診断の斡旋を行います。
④職業奉仕の実践に貢献した優良従業員を会員より

募集し、表彰を行います。
⑤職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情

報交換ができないか検討していきます。

（2）人間尊重・社会奉仕委員会
①被爆80年となる本年8月6日に、参列者へのおもて

なし活動を実施します。
②会員企業と連携して献血活動を実施します。また、

他の事業と絡ませた献血活動が実施できるか検討
します。

③地区補助金を活用した事業を実施します。また、
次年度へ向けた地区補助金の申請を行います。

（3）国際奉仕委員会
①古切手、書損じハガキの回収を継続して行い、ＮＰ

Ｏ団体を通じて発展途上国の子供たちへ国際奉仕
活動を行います。

②創立50周年に向けて、広島中央ロータリークラブ
らしい国際奉仕活動は何ができるか、検討してい
きます。

（4）青少年奉仕・ローターアクト委員会
①ローターアクトクラブの例会や事業への参加、ＲＹ

ＬＡへ参加し青少年奉仕について効果的な活動を
検討、支援します。

②献血支援活動に協力する。
③今後のローターアクトクラブの在り方について検

討します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

を改めて周知し、理解を深めて協力を要請する。
②国際奉仕・支援活動

将来に向けて持続可能な奉仕活動の協議を実施する。
委員会やアンケートで意見を募り、可能であれば例会
でフォーラムを開催する。

③地区補助金を活用した支援事業
こちらも将来を鑑み、人間尊重・社会奉仕委員会と共
に検討する。

④姉妹クラブ・他クラブとの連携・交流
従来通りに推進する。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度から奉仕プロジェクト委員会内において青少年

奉仕とローターアクトが一本化し同じ委員会となります。
統一する事でこれまで行ってきた支援や活動に相乗効果
をもたらすよう、事業を進めてまいります。また広島中
央ローターアクトクラブは、来年設立10周年を迎えます。
そこに向け会員増強はもちろんの事、ローターアクトと
クラブメンバーとの親睦や連携もこれまで以上に図れる
よう努めてまいります。

２．計画
①2010年から継続しています「献血支援活動」を、会員・

会員の従業員の皆さんと共に協力して行う。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉

仕について効果的な活動を検討する。
③ローターアクトクラブがクラブ理念に沿って活発な活

動が出来るよう支援する
④ローターアクトクラブと我々提唱クラブとの更なる親

睦を深める
⑤ローターアクトクラブの会員増強に努める

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　950,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である『会員それぞれがクラブに対し「貢献す

る人材・役割理解・奉仕に取り組む」』を踏まえ、ロータリー
財団の設立目的である「世界で良いことをしよう」を実践
するために、クラブ会員の皆様へロータリー財団に対す
る理解を深め、協力をお願いする。

米山記念奨学会に関しても、海外と日本の架け橋とな
り将来国際社会で活躍する留学生の援助を目的として設
立された奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。

③奉仕活動
奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 １．方針
○会長方針は、会員それぞれがクラブに対し「貢献する人

材・役割理解・奉仕に取り組む」である。これらが実現
できるよう活動する。

○海外と日本の架け橋となり将来国際社会で活躍する留
学生の援助を目的として設立された米山記念奨学会の
理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。
③奉仕活動

奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

３．予算
一般会計　60,000円（印刷費等）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　
１．方針

本年度会長方針「例会を楽しく魅力あるクラブに ～志
を同じくする仲間と共に～」のもと、クラブの活動や魅力
をクラブ内外に発信し、親しみやすく活気あるクラブづ
くりに貢献します。

特に、ホームページを通じて例会や奉仕活動の様子を
積極的に発信し、広く周知を図ることで、クラブの魅力
向上と会員のつながりの深化を目指します。

２．計画
① ホームページの充実と更新の徹底

例会や奉仕活動の内容を迅速にホームページに掲載し、
クラブの雰囲気や楽しさが伝わるよう、また閲覧者に
とって見やすく、役立つ内容となるよう工夫します。
撮影は委員が交代で担当します。

② 活動記録の整理とデータ保管体制の整備
例会や奉仕活動に関する写真・資料等のデータを、NAS

（データ保管用ハードディスク）に適切に整理・保存し、
記録の共有と管理の効率化を図ります。将来的な活用
やクラブの歴史資料としても役立てます。

③ デジタル会報誌の作成・発行
昨年度に引き続き、デジタル会報誌を作成し、ホーム
ページに掲載します。また、数部については紙媒体で
も配布いたします。

④ メディアへの情報提供
クラブの奉仕活動や社会貢献に関する情報を、新聞や
地域メディア等へ積極的に提供し、地域社会への発信
力を高めます。タイミングを逃さず、事前の情報提供
を心がけます。

⑤ 「ロータリーの友」誌の紹介・投稿
「ロータリーの友」誌に掲載された記事の紹介や、適宜、
クラブからの投稿を行います。

⑥ マイロータリーの登録促進と活用支援
会員のマイロータリー登録を推進し、Eラーニング等の
機能を活用することで、ロータリアンとしての学びと
自己成長を支援します。

⑦ その他（クラブ50周年・認知度向上）
クラブ50周年に向け、委員会としてできることを検討
してまいります。あわせて、ロータリーの魅力、そし
て広島中央ロータリークラブの魅力を分かりやすく対

外に発信し、広島中央ロータリークラブの認知向上と
会員増強（リクルート）につながる取り組みを模索しま
す。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ及びローターアクトクラブの活動、地区、その

他ロータリーに関連する行事等について正確に記録し、
HPに掲載します。その他、対外発信も検討する予定です。

２．計画
①HP及び会報誌用に委員会メンバーで順番を決めて写真

撮影を行います。
②クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップロード

します。また、HPの情報の正確性等についてチェック
します。

③活動ごとの情報データをNAS（データ保管用ハードディ
スク）に保管します。

④MY ROTARYへの登録を促進します。
⑤クラブの奉仕活動やイベントに関する情報を事前にメ

ディアに提供します。
⑥デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配

布します。
⑦クラブ50周年に向けての取り組みを検討します。

３．予算
HP更新料　126,000円
ドメイン更新料　22,000円
月間システム管理料　976,800円
会報誌作成料　660,000円

合計　1,784,800円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
2025－26年度会長方針である、「例会を楽しく魅力あ

ふれるクラブに～志を同じくする仲間と共に」を前面に押
し出した運営方針を掲げます。コロナ禍前に入会した私は、
実際にロータリー活動を行ったという実感がありません。
今こそ三宅会長が掲げられている方針のもと１年間のク
ラブ運営管理を行ってまいります。

２．計画
プログラム委員会では組織満足度を高めるに以下の４

つ の キ ー ワ ー ド『Challenge・挑 戦』『Approve・承 認』
『Respect・尊敬』『Powerful・力強さ』この４つのキーワー
ド『CARP』を基本に①月間テーマに沿った魅力ある講師
の招致②会員相互の理解を深めるための会員卓話③金融
リテラシーを高められる講師の選定④ローターアクトと
の連携した卓話を行ってまいります。

SAA・出席委員会では「できる、できない」ではなく「や
るか、やらないか」ということで「とりあえずやる！」と
いう志をもって例会運営を行ってまいります。

親睦委員会では年６回の夜間例会・家族会を実施し、
ぜひ参加したいと思われる内容の例会を開催します。ま
た適宜、新入会員歓迎会を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「できる、できない」ではなく「やるか、やらないか」と

いうことで「とりあえずやる！」という志をもって委員会
運営を行なっていく。

２．計画
・月１回の例会配席シャッフル（様子見て慣れてきたら回

数を増やすかも）
・ニコニコ箱、例会出席の案内・お願いメールの配信
・ニコニコ箱、出席報告をする委員会メンバーが注目され

る設営、話す方も聞く方も会全体が明るく笑顔になれ
る発表方法。

・ニコニコ箱、目標投稿金額　500,000円/年

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～志を同

じくする仲間と共に～」に基づき、クラブ活動が楽しく笑
顔溢れる空間になるように取り組んでまいります。

親睦会・家族会・新入会員歓迎会などを魅力あふれる会
になるよう提案、運営する事により、会員同士の親睦を今
まで以上に深められるよう尽力します。

一年間を通してたくさんの笑顔に出会えるように、親睦
委員会で積極的に活動していきたいと思っております。

２．計画
①7月26日　夏の家族会・花火大会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
②10月3日　3RC合同夜間例会（ｼｪﾗﾄﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ広島）
③11月28日　創立４７周年記念夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃ
ﾙ広島）
④12月20日　クリスマス家族例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑤3月2日　夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑥6月22日　最終夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
※新入会員歓迎会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等　4,500,000円
会員記念日費用　　　   700,000円
他随時算出　
　　　　　　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長理念でもあります、「ロータリー活動の基本は『例

会』にある」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講
師を積極的に招致することで、会員同志の相互理解を深め、
新たな気付きの一助となるような、魅力あふれる例会に
してまいります。

また、組織満足度を高めるには以下の４つのキーワー
ドがあります。
『Challenge・挑戦』『Approve・承認』『Respect・尊敬』

『Powerful・力強さ』
新たなことへ挑戦し、お互いを尊敬・承認しあい、力

強く行動していく事が重要と考えており、この４つのキー

ワード『CARP』を基本方針に組み入れてまいります。

２．計画
・可能な限り、月間テーマに沿った卓話となるように、ク

ラブ会員の皆様に協力していただき、魅力ある講師を
招致いたします。

・お互いの相互理解を深めるためには、まず、お互いのこ
とを「知る」ことが必要であります。そのためにも、積
極的に会員卓話を取り入れ、自らを知ってもらう行動
をお願いしていきます。

・私自身が金融業であることから、その特性を活かし、会
員の皆様が金融リテラシーを高めれるような卓話講師
を招致いたします。

・ローターアクトの次期会長が弊社社員であることから、
アクトと連携した卓話を実施いたします。

・その他、様々なことに挑戦してまいりますので、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会計委員は引き続き、理事・役員と予算に関する情報

を共有し、密に連携しながら透明性の高い予算編成に努
めます。加えて、財務状況の変化に柔軟に対応できる体
制を整えてまいります。

２．計画
コロナ禍からの回復が進み、各委員会の活動も本格化

してきました。今後は、より積極的な事業展開が見込ま
れるため、各理事・委員長には2024‒2025年度の実績を
参考にしつつ、2025‒2026年度の事業計画に即した予算
案を早期に立案していただきたいと考えております。予
算管理においては、適切な見直しを行いながら、効率的
かつ健全な財務運営を目指します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本基金は、クラブ創立10周年記念事業の一つとして、「広

島中央ロータリークラブ国際交流基金」（当初500万円）
を創設されました。

当初は、基金から発生する運用収益等をもって広く国
際交流への支援を行うことを目的に創設され、現在は
1,000万円の基金を理事会が指定する金融機関等に預託し
て年間に発生する運用収益から国際交流への支援のため
に運営することになっています。

昨今は、金利のある時代に戻りつつありますが、日本
銀行のゼロ金利政策以降、基金の運用をもって目的を達
成することは困難な状態続いております。

つきましては、本制度の趣旨を踏まえて、目的の達成
のために運営方法の変更を検討して参ります。

２．計画
① 運営方法の変更のために規約の改正等を理事会で検討

します。
② 奉仕プロジェクト委員会と連携して、国際交流支援の

具体的な活動計画も含めて検討して参ります。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
創立50周年に向けたクラブ方針を掲げ、中期的な戦略

や会員数の適正人数目標を明確にする。人生100年に時代
に向け如何に健康で長生きするか。また奉仕に関しては、
国際奉仕の在り方に関して中長期的なビジョンを立案し、
今後の広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動
に関して協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立50周年に向け、クラブ方針の立案
②クラブの中期計画を策定する。
③人生100年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信

をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討す
る。

④現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。

３．予算　80,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　　
１．方針

がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり、
2023年度の統計では男性24.7%、女性17.2%である。一方、
がんの診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率
は上昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。
本クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積
極的に取り組み、がん二次予防としてのがん検診率は本
人ならびに家族では80%以上と成果が認められている。現
在は、男女ともに約2人に一人ががんに罹患する確率であ
る。検診による早期発見とともに、がん罹患者とその家
族の包括的なケアの重要性が期待されている。

がんのみならず、高齢者の健康寿命延伸は近年の重要
な課題である。広島県の健康寿命年齢は2022年の統計では、
男性72.13歳（全国34位）、女性75.85歳（全国13位）であり、
平均寿命との差は男性9.82年、女性12.31年と健康寿命と
の差を縮めることが求められている。健康寿命延伸に対
しては、生活習慣の改善による、生活習慣病の予防と早
期発見・早期治療介入、重症化予防、介護予防が大切であり、
特に若い時期からの適切な生活習慣の定着が重要である。
生活習慣の多くの項目はがん予防12か条プラス1とほぼ重
複しているため、がん予防の生活習慣は健康寿命延伸の
生活習慣に繋がるものである。

健康寿命延伸に関して、がん検診を含めた生活習慣に
対するアンケート調査による評価を行い、健康寿命延伸
とがん予防に対する意識ならびに生活習慣に対する問題
点を把握し、生活習慣病の予防啓発の向上を目的とする。
また、がん罹患患者とその家族の包括的ケアとしての「が
んケアリング」に対しての意識とケアリングセンター設置
に向けての調査を行う。

２．計画
1)健康寿命延伸のための生活習慣ならびにがん検診に対し

ての質問紙調査
2)解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
3)がんケアリングに向けた意識調査
4)健康寿命延伸、がん予防、がんケアリングに向けた卓話

の企画

３．予算
調査印刷費　20,000円
郵送費　　　20,000円　　　　　　　合計　40,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

会員組織委員会

理事・委員長　好永　裕一

会員増強・職業分類

委員長　砂田　恭延

 ロータリー情報

委員長　西井　裕昭

奉仕プロジェクト委員会

理事・委員長　馬野　恭彰



１．方針
職業奉仕の立場から、三宅会長の方針に基き会員が職業

や社会生活を通じて職業奉仕とは何かを模索し、それぞれ
の職業を通じた地域社会に奉仕を行っているという実感が
少しでも持てるような取り組みを行いたいと思います。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標

である「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」
の唱和をそれぞれ毎月交互に委員会全員で実施する。

②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施する。
③ロータリーの職業倫理を学び合う機会又職業スキルの

向上の為、会員卓話を要望により図る。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進の為、随

時健康診断を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の表彰を要

望により行う。
⑥職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情報交

換ができないか検討していく。

３．予算
一般会計　　　　 70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」の会長方針を踏

まえ、ロータリアンとしての奉仕活動を通じて、会員同
士のつながりを深め、地域社会へのクラブの認知度と親
しみを高められるよう取り組みたいと思います。

２．計画
①８月６日、平和記念式典の参加者に対する「おもてなし

事業」を継続して行う。
②会員企業の協力を得て、献血支援活動を継続して行う。
③地区補助金（25万円）を活用し、車椅子ソフトボール支

援団体に車椅子ソフトボール用の車椅子を贈呈し、イ
ンクルーシブスポーツや障がい者理解のための普及啓
発のための奉仕活動を行う。

　
補足　②の献血支援活動と、③車椅子ソフトボール用車椅

子の贈呈については、2025年10月11日、12日に広島
みなと公園（宇品）で開催予定である車椅子ソフトボー
ルイベント会場にて、同一日に実施できるよう調整を
図りたい。

３．予算　500,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年度は、奉仕プロジェクト委員会の中で職業奉仕・

人間尊重・社会奉仕・国際奉仕の垣根を取り払い、会長
方針に沿って “志を同じくする仲間と共に” 持続可能な当
クラブらしい社会貢献のあり方の協議を主眼に活動する。
従来のプロジェクトは継続しつつ、将来への方向性も探
りたいと考えている。

２．計画
①古切手・書き損じハガキ(何れも未使用可)・外貨の収集

これらは「日本国際ボランティアセンター(JVC)」を通じ
て現金化され、途上国の恵まれない方々を支援する原
資に生まれ変わっている。会員の皆様にこれらのこと

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強委員会・
ロータリー情報委員会で連携し、それぞれの会員が例会を
楽しめること、会員相互の関係を強くすることを目指して
活動してまいります。

２．計画
①会員増強純増３名を目指すとともに、会員相互の連携

を密にして退会防止に力をいれてまいります。
②新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで

いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

③入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強、退会
防止をクラブの重要課題と位置づけ、委員会が中心となり、
会員の皆様のご協力を得ながら委員会活動を展開してま
いります。

２．計画
①本年度、純増３名を目標とします。
②会員相互の連携を密にし、退会防止に力を入れてまい

ります。
③入会候補者の例会への招待、入会後のフォローアップ

に取組みます。
③クラブ創立50周年に向けて、クラブが更に活性化して

いくために会員増強の必要性を会員の皆様にご理解、
ご協力をいただけるよう、クラブフォーラムなどで積
極的に情報発信をおこなっていきます。また、イン
フォーマルミーティングを必要に応じて随時開催して
いきます。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～

志を同じくする仲間と共に～」を踏まえ、新入会員へ分か
りやすくロータリー情報を提供していきます。また、3年
未満の会員を対象にロータリーの知識を楽しみながら深
めて頂く場を設け、あわせて、会員同士の親睦を深めて
いきます。

２．計画
①入会予定者に推薦者と訪問をし、ロータリーへの理解

を深めてもらえるよう面談・説明を行います。入会後
も継続的にフォローを取ります。

②入会予定者が例会にゲスト参加をされる際は、会長・
推薦者と共に入会へ向けて更に理解を深めてもらう場
を設けます。

③新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで
いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

④入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」

を踏まえ、楽しんで例会に参加し、楽しんで奉仕活動に
積極的に参加してもらえるよう取り組んでまいります。

また、会長方針で謳っておられるように、会員が求め
られる人財となり、それぞれの役割を発揮して、広島中
央ロータリークラブらしい奉仕活動を実施できるよう取
り組んでまいります。

２．計画　　
（1）職業奉仕委員会

①職場訪問例会を実施します。
②毎月第2例会において、4つのテスト及びロータリー

の行動規範を唱和し、会員の意識醸成に努めます。

③会員の健康保持のため、健康診断の斡旋を行います。
④職業奉仕の実践に貢献した優良従業員を会員より

募集し、表彰を行います。
⑤職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情

報交換ができないか検討していきます。

（2）人間尊重・社会奉仕委員会
①被爆80年となる本年8月6日に、参列者へのおもて

なし活動を実施します。
②会員企業と連携して献血活動を実施します。また、

他の事業と絡ませた献血活動が実施できるか検討
します。

③地区補助金を活用した事業を実施します。また、
次年度へ向けた地区補助金の申請を行います。

（3）国際奉仕委員会
①古切手、書損じハガキの回収を継続して行い、ＮＰ

Ｏ団体を通じて発展途上国の子供たちへ国際奉仕
活動を行います。

②創立50周年に向けて、広島中央ロータリークラブ
らしい国際奉仕活動は何ができるか、検討してい
きます。

（4）青少年奉仕・ローターアクト委員会
①ローターアクトクラブの例会や事業への参加、ＲＹ

ＬＡへ参加し青少年奉仕について効果的な活動を
検討、支援します。

②献血支援活動に協力する。
③今後のローターアクトクラブの在り方について検

討します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

を改めて周知し、理解を深めて協力を要請する。
②国際奉仕・支援活動

将来に向けて持続可能な奉仕活動の協議を実施する。
委員会やアンケートで意見を募り、可能であれば例会
でフォーラムを開催する。

③地区補助金を活用した支援事業
こちらも将来を鑑み、人間尊重・社会奉仕委員会と共
に検討する。

④姉妹クラブ・他クラブとの連携・交流
従来通りに推進する。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度から奉仕プロジェクト委員会内において青少年

奉仕とローターアクトが一本化し同じ委員会となります。
統一する事でこれまで行ってきた支援や活動に相乗効果
をもたらすよう、事業を進めてまいります。また広島中
央ローターアクトクラブは、来年設立10周年を迎えます。
そこに向け会員増強はもちろんの事、ローターアクトと
クラブメンバーとの親睦や連携もこれまで以上に図れる
よう努めてまいります。

２．計画
①2010年から継続しています「献血支援活動」を、会員・

会員の従業員の皆さんと共に協力して行う。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉

仕について効果的な活動を検討する。
③ローターアクトクラブがクラブ理念に沿って活発な活

動が出来るよう支援する
④ローターアクトクラブと我々提唱クラブとの更なる親

睦を深める
⑤ローターアクトクラブの会員増強に努める

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　950,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である『会員それぞれがクラブに対し「貢献す

る人材・役割理解・奉仕に取り組む」』を踏まえ、ロータリー
財団の設立目的である「世界で良いことをしよう」を実践
するために、クラブ会員の皆様へロータリー財団に対す
る理解を深め、協力をお願いする。

米山記念奨学会に関しても、海外と日本の架け橋とな
り将来国際社会で活躍する留学生の援助を目的として設
立された奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。

③奉仕活動
奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 １．方針
○会長方針は、会員それぞれがクラブに対し「貢献する人

材・役割理解・奉仕に取り組む」である。これらが実現
できるよう活動する。

○海外と日本の架け橋となり将来国際社会で活躍する留
学生の援助を目的として設立された米山記念奨学会の
理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。
③奉仕活動

奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

３．予算
一般会計　60,000円（印刷費等）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　
１．方針

本年度会長方針「例会を楽しく魅力あるクラブに ～志
を同じくする仲間と共に～」のもと、クラブの活動や魅力
をクラブ内外に発信し、親しみやすく活気あるクラブづ
くりに貢献します。

特に、ホームページを通じて例会や奉仕活動の様子を
積極的に発信し、広く周知を図ることで、クラブの魅力
向上と会員のつながりの深化を目指します。

２．計画
① ホームページの充実と更新の徹底

例会や奉仕活動の内容を迅速にホームページに掲載し、
クラブの雰囲気や楽しさが伝わるよう、また閲覧者に
とって見やすく、役立つ内容となるよう工夫します。
撮影は委員が交代で担当します。

② 活動記録の整理とデータ保管体制の整備
例会や奉仕活動に関する写真・資料等のデータを、NAS

（データ保管用ハードディスク）に適切に整理・保存し、
記録の共有と管理の効率化を図ります。将来的な活用
やクラブの歴史資料としても役立てます。

③ デジタル会報誌の作成・発行
昨年度に引き続き、デジタル会報誌を作成し、ホーム
ページに掲載します。また、数部については紙媒体で
も配布いたします。

④ メディアへの情報提供
クラブの奉仕活動や社会貢献に関する情報を、新聞や
地域メディア等へ積極的に提供し、地域社会への発信
力を高めます。タイミングを逃さず、事前の情報提供
を心がけます。

⑤ 「ロータリーの友」誌の紹介・投稿
「ロータリーの友」誌に掲載された記事の紹介や、適宜、
クラブからの投稿を行います。

⑥ マイロータリーの登録促進と活用支援
会員のマイロータリー登録を推進し、Eラーニング等の
機能を活用することで、ロータリアンとしての学びと
自己成長を支援します。

⑦ その他（クラブ50周年・認知度向上）
クラブ50周年に向け、委員会としてできることを検討
してまいります。あわせて、ロータリーの魅力、そし
て広島中央ロータリークラブの魅力を分かりやすく対

外に発信し、広島中央ロータリークラブの認知向上と
会員増強（リクルート）につながる取り組みを模索しま
す。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ及びローターアクトクラブの活動、地区、その

他ロータリーに関連する行事等について正確に記録し、
HPに掲載します。その他、対外発信も検討する予定です。

２．計画
①HP及び会報誌用に委員会メンバーで順番を決めて写真

撮影を行います。
②クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップロード

します。また、HPの情報の正確性等についてチェック
します。

③活動ごとの情報データをNAS（データ保管用ハードディ
スク）に保管します。

④MY ROTARYへの登録を促進します。
⑤クラブの奉仕活動やイベントに関する情報を事前にメ

ディアに提供します。
⑥デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配

布します。
⑦クラブ50周年に向けての取り組みを検討します。

３．予算
HP更新料　126,000円
ドメイン更新料　22,000円
月間システム管理料　976,800円
会報誌作成料　660,000円

合計　1,784,800円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
2025－26年度会長方針である、「例会を楽しく魅力あ

ふれるクラブに～志を同じくする仲間と共に」を前面に押
し出した運営方針を掲げます。コロナ禍前に入会した私は、
実際にロータリー活動を行ったという実感がありません。
今こそ三宅会長が掲げられている方針のもと１年間のク
ラブ運営管理を行ってまいります。

２．計画
プログラム委員会では組織満足度を高めるに以下の４

つ の キ ー ワ ー ド『Challenge・挑 戦』『Approve・承 認』
『Respect・尊敬』『Powerful・力強さ』この４つのキーワー
ド『CARP』を基本に①月間テーマに沿った魅力ある講師
の招致②会員相互の理解を深めるための会員卓話③金融
リテラシーを高められる講師の選定④ローターアクトと
の連携した卓話を行ってまいります。

SAA・出席委員会では「できる、できない」ではなく「や
るか、やらないか」ということで「とりあえずやる！」と
いう志をもって例会運営を行ってまいります。

親睦委員会では年６回の夜間例会・家族会を実施し、
ぜひ参加したいと思われる内容の例会を開催します。ま
た適宜、新入会員歓迎会を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「できる、できない」ではなく「やるか、やらないか」と

いうことで「とりあえずやる！」という志をもって委員会
運営を行なっていく。

２．計画
・月１回の例会配席シャッフル（様子見て慣れてきたら回

数を増やすかも）
・ニコニコ箱、例会出席の案内・お願いメールの配信
・ニコニコ箱、出席報告をする委員会メンバーが注目され

る設営、話す方も聞く方も会全体が明るく笑顔になれ
る発表方法。

・ニコニコ箱、目標投稿金額　500,000円/年

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～志を同

じくする仲間と共に～」に基づき、クラブ活動が楽しく笑
顔溢れる空間になるように取り組んでまいります。

親睦会・家族会・新入会員歓迎会などを魅力あふれる会
になるよう提案、運営する事により、会員同士の親睦を今
まで以上に深められるよう尽力します。

一年間を通してたくさんの笑顔に出会えるように、親睦
委員会で積極的に活動していきたいと思っております。

２．計画
①7月26日　夏の家族会・花火大会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
②10月3日　3RC合同夜間例会（ｼｪﾗﾄﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ広島）
③11月28日　創立４７周年記念夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃ
ﾙ広島）
④12月20日　クリスマス家族例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑤3月2日　夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑥6月22日　最終夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
※新入会員歓迎会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等　4,500,000円
会員記念日費用　　　   700,000円
他随時算出　
　　　　　　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長理念でもあります、「ロータリー活動の基本は『例

会』にある」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講
師を積極的に招致することで、会員同志の相互理解を深め、
新たな気付きの一助となるような、魅力あふれる例会に
してまいります。

また、組織満足度を高めるには以下の４つのキーワー
ドがあります。
『Challenge・挑戦』『Approve・承認』『Respect・尊敬』

『Powerful・力強さ』
新たなことへ挑戦し、お互いを尊敬・承認しあい、力

強く行動していく事が重要と考えており、この４つのキー

ワード『CARP』を基本方針に組み入れてまいります。

２．計画
・可能な限り、月間テーマに沿った卓話となるように、ク

ラブ会員の皆様に協力していただき、魅力ある講師を
招致いたします。

・お互いの相互理解を深めるためには、まず、お互いのこ
とを「知る」ことが必要であります。そのためにも、積
極的に会員卓話を取り入れ、自らを知ってもらう行動
をお願いしていきます。

・私自身が金融業であることから、その特性を活かし、会
員の皆様が金融リテラシーを高めれるような卓話講師
を招致いたします。

・ローターアクトの次期会長が弊社社員であることから、
アクトと連携した卓話を実施いたします。

・その他、様々なことに挑戦してまいりますので、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会計委員は引き続き、理事・役員と予算に関する情報

を共有し、密に連携しながら透明性の高い予算編成に努
めます。加えて、財務状況の変化に柔軟に対応できる体
制を整えてまいります。

２．計画
コロナ禍からの回復が進み、各委員会の活動も本格化

してきました。今後は、より積極的な事業展開が見込ま
れるため、各理事・委員長には2024‒2025年度の実績を
参考にしつつ、2025‒2026年度の事業計画に即した予算
案を早期に立案していただきたいと考えております。予
算管理においては、適切な見直しを行いながら、効率的
かつ健全な財務運営を目指します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本基金は、クラブ創立10周年記念事業の一つとして、「広

島中央ロータリークラブ国際交流基金」（当初500万円）
を創設されました。

当初は、基金から発生する運用収益等をもって広く国
際交流への支援を行うことを目的に創設され、現在は
1,000万円の基金を理事会が指定する金融機関等に預託し
て年間に発生する運用収益から国際交流への支援のため
に運営することになっています。

昨今は、金利のある時代に戻りつつありますが、日本
銀行のゼロ金利政策以降、基金の運用をもって目的を達
成することは困難な状態続いております。

つきましては、本制度の趣旨を踏まえて、目的の達成
のために運営方法の変更を検討して参ります。

２．計画
① 運営方法の変更のために規約の改正等を理事会で検討

します。
② 奉仕プロジェクト委員会と連携して、国際交流支援の

具体的な活動計画も含めて検討して参ります。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
創立50周年に向けたクラブ方針を掲げ、中期的な戦略

や会員数の適正人数目標を明確にする。人生100年に時代
に向け如何に健康で長生きするか。また奉仕に関しては、
国際奉仕の在り方に関して中長期的なビジョンを立案し、
今後の広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動
に関して協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立50周年に向け、クラブ方針の立案
②クラブの中期計画を策定する。
③人生100年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信

をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討す
る。

④現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。

３．予算　80,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　　
１．方針

がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり、
2023年度の統計では男性24.7%、女性17.2%である。一方、
がんの診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率
は上昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。
本クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積
極的に取り組み、がん二次予防としてのがん検診率は本
人ならびに家族では80%以上と成果が認められている。現
在は、男女ともに約2人に一人ががんに罹患する確率であ
る。検診による早期発見とともに、がん罹患者とその家
族の包括的なケアの重要性が期待されている。

がんのみならず、高齢者の健康寿命延伸は近年の重要
な課題である。広島県の健康寿命年齢は2022年の統計では、
男性72.13歳（全国34位）、女性75.85歳（全国13位）であり、
平均寿命との差は男性9.82年、女性12.31年と健康寿命と
の差を縮めることが求められている。健康寿命延伸に対
しては、生活習慣の改善による、生活習慣病の予防と早
期発見・早期治療介入、重症化予防、介護予防が大切であり、
特に若い時期からの適切な生活習慣の定着が重要である。
生活習慣の多くの項目はがん予防12か条プラス1とほぼ重
複しているため、がん予防の生活習慣は健康寿命延伸の
生活習慣に繋がるものである。

健康寿命延伸に関して、がん検診を含めた生活習慣に
対するアンケート調査による評価を行い、健康寿命延伸
とがん予防に対する意識ならびに生活習慣に対する問題
点を把握し、生活習慣病の予防啓発の向上を目的とする。
また、がん罹患患者とその家族の包括的ケアとしての「が
んケアリング」に対しての意識とケアリングセンター設置
に向けての調査を行う。

２．計画
1)健康寿命延伸のための生活習慣ならびにがん検診に対し

ての質問紙調査
2)解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
3)がんケアリングに向けた意識調査
4)健康寿命延伸、がん予防、がんケアリングに向けた卓話

の企画

３．予算
調査印刷費　20,000円
郵送費　　　20,000円　　　　　　　合計　40,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

職業奉仕

委員長　加藤　孝子



１．方針
職業奉仕の立場から、三宅会長の方針に基き会員が職業

や社会生活を通じて職業奉仕とは何かを模索し、それぞれ
の職業を通じた地域社会に奉仕を行っているという実感が
少しでも持てるような取り組みを行いたいと思います。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標

である「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」
の唱和をそれぞれ毎月交互に委員会全員で実施する。

②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施する。
③ロータリーの職業倫理を学び合う機会又職業スキルの

向上の為、会員卓話を要望により図る。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進の為、随

時健康診断を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の表彰を要

望により行う。
⑥職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情報交

換ができないか検討していく。

３．予算
一般会計　　　　 70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」の会長方針を踏

まえ、ロータリアンとしての奉仕活動を通じて、会員同
士のつながりを深め、地域社会へのクラブの認知度と親
しみを高められるよう取り組みたいと思います。

２．計画
①８月６日、平和記念式典の参加者に対する「おもてなし

事業」を継続して行う。
②会員企業の協力を得て、献血支援活動を継続して行う。
③地区補助金（25万円）を活用し、車椅子ソフトボール支

援団体に車椅子ソフトボール用の車椅子を贈呈し、イ
ンクルーシブスポーツや障がい者理解のための普及啓
発のための奉仕活動を行う。

　
補足　②の献血支援活動と、③車椅子ソフトボール用車椅

子の贈呈については、2025年10月11日、12日に広島
みなと公園（宇品）で開催予定である車椅子ソフトボー
ルイベント会場にて、同一日に実施できるよう調整を
図りたい。

３．予算　500,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年度は、奉仕プロジェクト委員会の中で職業奉仕・

人間尊重・社会奉仕・国際奉仕の垣根を取り払い、会長
方針に沿って “志を同じくする仲間と共に” 持続可能な当
クラブらしい社会貢献のあり方の協議を主眼に活動する。
従来のプロジェクトは継続しつつ、将来への方向性も探
りたいと考えている。

２．計画
①古切手・書き損じハガキ(何れも未使用可)・外貨の収集

これらは「日本国際ボランティアセンター(JVC)」を通じ
て現金化され、途上国の恵まれない方々を支援する原
資に生まれ変わっている。会員の皆様にこれらのこと

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強委員会・
ロータリー情報委員会で連携し、それぞれの会員が例会を
楽しめること、会員相互の関係を強くすることを目指して
活動してまいります。

２．計画
①会員増強純増３名を目指すとともに、会員相互の連携

を密にして退会防止に力をいれてまいります。
②新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで

いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

③入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強、退会
防止をクラブの重要課題と位置づけ、委員会が中心となり、
会員の皆様のご協力を得ながら委員会活動を展開してま
いります。

２．計画
①本年度、純増３名を目標とします。
②会員相互の連携を密にし、退会防止に力を入れてまい

ります。
③入会候補者の例会への招待、入会後のフォローアップ

に取組みます。
③クラブ創立50周年に向けて、クラブが更に活性化して

いくために会員増強の必要性を会員の皆様にご理解、
ご協力をいただけるよう、クラブフォーラムなどで積
極的に情報発信をおこなっていきます。また、イン
フォーマルミーティングを必要に応じて随時開催して
いきます。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～

志を同じくする仲間と共に～」を踏まえ、新入会員へ分か
りやすくロータリー情報を提供していきます。また、3年
未満の会員を対象にロータリーの知識を楽しみながら深
めて頂く場を設け、あわせて、会員同士の親睦を深めて
いきます。

２．計画
①入会予定者に推薦者と訪問をし、ロータリーへの理解

を深めてもらえるよう面談・説明を行います。入会後
も継続的にフォローを取ります。

②入会予定者が例会にゲスト参加をされる際は、会長・
推薦者と共に入会へ向けて更に理解を深めてもらう場
を設けます。

③新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで
いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

④入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」

を踏まえ、楽しんで例会に参加し、楽しんで奉仕活動に
積極的に参加してもらえるよう取り組んでまいります。

また、会長方針で謳っておられるように、会員が求め
られる人財となり、それぞれの役割を発揮して、広島中
央ロータリークラブらしい奉仕活動を実施できるよう取
り組んでまいります。

２．計画　　
（1）職業奉仕委員会

①職場訪問例会を実施します。
②毎月第2例会において、4つのテスト及びロータリー

の行動規範を唱和し、会員の意識醸成に努めます。

③会員の健康保持のため、健康診断の斡旋を行います。
④職業奉仕の実践に貢献した優良従業員を会員より

募集し、表彰を行います。
⑤職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情

報交換ができないか検討していきます。

（2）人間尊重・社会奉仕委員会
①被爆80年となる本年8月6日に、参列者へのおもて

なし活動を実施します。
②会員企業と連携して献血活動を実施します。また、

他の事業と絡ませた献血活動が実施できるか検討
します。

③地区補助金を活用した事業を実施します。また、
次年度へ向けた地区補助金の申請を行います。

（3）国際奉仕委員会
①古切手、書損じハガキの回収を継続して行い、ＮＰ

Ｏ団体を通じて発展途上国の子供たちへ国際奉仕
活動を行います。

②創立50周年に向けて、広島中央ロータリークラブ
らしい国際奉仕活動は何ができるか、検討してい
きます。

（4）青少年奉仕・ローターアクト委員会
①ローターアクトクラブの例会や事業への参加、ＲＹ

ＬＡへ参加し青少年奉仕について効果的な活動を
検討、支援します。

②献血支援活動に協力する。
③今後のローターアクトクラブの在り方について検

討します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

を改めて周知し、理解を深めて協力を要請する。
②国際奉仕・支援活動

将来に向けて持続可能な奉仕活動の協議を実施する。
委員会やアンケートで意見を募り、可能であれば例会
でフォーラムを開催する。

③地区補助金を活用した支援事業
こちらも将来を鑑み、人間尊重・社会奉仕委員会と共
に検討する。

④姉妹クラブ・他クラブとの連携・交流
従来通りに推進する。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度から奉仕プロジェクト委員会内において青少年

奉仕とローターアクトが一本化し同じ委員会となります。
統一する事でこれまで行ってきた支援や活動に相乗効果
をもたらすよう、事業を進めてまいります。また広島中
央ローターアクトクラブは、来年設立10周年を迎えます。
そこに向け会員増強はもちろんの事、ローターアクトと
クラブメンバーとの親睦や連携もこれまで以上に図れる
よう努めてまいります。

２．計画
①2010年から継続しています「献血支援活動」を、会員・

会員の従業員の皆さんと共に協力して行う。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉

仕について効果的な活動を検討する。
③ローターアクトクラブがクラブ理念に沿って活発な活

動が出来るよう支援する
④ローターアクトクラブと我々提唱クラブとの更なる親

睦を深める
⑤ローターアクトクラブの会員増強に努める

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　950,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である『会員それぞれがクラブに対し「貢献す

る人材・役割理解・奉仕に取り組む」』を踏まえ、ロータリー
財団の設立目的である「世界で良いことをしよう」を実践
するために、クラブ会員の皆様へロータリー財団に対す
る理解を深め、協力をお願いする。

米山記念奨学会に関しても、海外と日本の架け橋とな
り将来国際社会で活躍する留学生の援助を目的として設
立された奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。

③奉仕活動
奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 １．方針
○会長方針は、会員それぞれがクラブに対し「貢献する人

材・役割理解・奉仕に取り組む」である。これらが実現
できるよう活動する。

○海外と日本の架け橋となり将来国際社会で活躍する留
学生の援助を目的として設立された米山記念奨学会の
理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。
③奉仕活動

奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

３．予算
一般会計　60,000円（印刷費等）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　
１．方針

本年度会長方針「例会を楽しく魅力あるクラブに ～志
を同じくする仲間と共に～」のもと、クラブの活動や魅力
をクラブ内外に発信し、親しみやすく活気あるクラブづ
くりに貢献します。

特に、ホームページを通じて例会や奉仕活動の様子を
積極的に発信し、広く周知を図ることで、クラブの魅力
向上と会員のつながりの深化を目指します。

２．計画
① ホームページの充実と更新の徹底

例会や奉仕活動の内容を迅速にホームページに掲載し、
クラブの雰囲気や楽しさが伝わるよう、また閲覧者に
とって見やすく、役立つ内容となるよう工夫します。
撮影は委員が交代で担当します。

② 活動記録の整理とデータ保管体制の整備
例会や奉仕活動に関する写真・資料等のデータを、NAS

（データ保管用ハードディスク）に適切に整理・保存し、
記録の共有と管理の効率化を図ります。将来的な活用
やクラブの歴史資料としても役立てます。

③ デジタル会報誌の作成・発行
昨年度に引き続き、デジタル会報誌を作成し、ホーム
ページに掲載します。また、数部については紙媒体で
も配布いたします。

④ メディアへの情報提供
クラブの奉仕活動や社会貢献に関する情報を、新聞や
地域メディア等へ積極的に提供し、地域社会への発信
力を高めます。タイミングを逃さず、事前の情報提供
を心がけます。

⑤ 「ロータリーの友」誌の紹介・投稿
「ロータリーの友」誌に掲載された記事の紹介や、適宜、
クラブからの投稿を行います。

⑥ マイロータリーの登録促進と活用支援
会員のマイロータリー登録を推進し、Eラーニング等の
機能を活用することで、ロータリアンとしての学びと
自己成長を支援します。

⑦ その他（クラブ50周年・認知度向上）
クラブ50周年に向け、委員会としてできることを検討
してまいります。あわせて、ロータリーの魅力、そし
て広島中央ロータリークラブの魅力を分かりやすく対

外に発信し、広島中央ロータリークラブの認知向上と
会員増強（リクルート）につながる取り組みを模索しま
す。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ及びローターアクトクラブの活動、地区、その

他ロータリーに関連する行事等について正確に記録し、
HPに掲載します。その他、対外発信も検討する予定です。

２．計画
①HP及び会報誌用に委員会メンバーで順番を決めて写真

撮影を行います。
②クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップロード

します。また、HPの情報の正確性等についてチェック
します。

③活動ごとの情報データをNAS（データ保管用ハードディ
スク）に保管します。

④MY ROTARYへの登録を促進します。
⑤クラブの奉仕活動やイベントに関する情報を事前にメ

ディアに提供します。
⑥デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配

布します。
⑦クラブ50周年に向けての取り組みを検討します。

３．予算
HP更新料　126,000円
ドメイン更新料　22,000円
月間システム管理料　976,800円
会報誌作成料　660,000円

合計　1,784,800円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
2025－26年度会長方針である、「例会を楽しく魅力あ

ふれるクラブに～志を同じくする仲間と共に」を前面に押
し出した運営方針を掲げます。コロナ禍前に入会した私は、
実際にロータリー活動を行ったという実感がありません。
今こそ三宅会長が掲げられている方針のもと１年間のク
ラブ運営管理を行ってまいります。

２．計画
プログラム委員会では組織満足度を高めるに以下の４

つ の キ ー ワ ー ド『Challenge・挑 戦』『Approve・承 認』
『Respect・尊敬』『Powerful・力強さ』この４つのキーワー
ド『CARP』を基本に①月間テーマに沿った魅力ある講師
の招致②会員相互の理解を深めるための会員卓話③金融
リテラシーを高められる講師の選定④ローターアクトと
の連携した卓話を行ってまいります。

SAA・出席委員会では「できる、できない」ではなく「や
るか、やらないか」ということで「とりあえずやる！」と
いう志をもって例会運営を行ってまいります。

親睦委員会では年６回の夜間例会・家族会を実施し、
ぜひ参加したいと思われる内容の例会を開催します。ま
た適宜、新入会員歓迎会を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「できる、できない」ではなく「やるか、やらないか」と

いうことで「とりあえずやる！」という志をもって委員会
運営を行なっていく。

２．計画
・月１回の例会配席シャッフル（様子見て慣れてきたら回

数を増やすかも）
・ニコニコ箱、例会出席の案内・お願いメールの配信
・ニコニコ箱、出席報告をする委員会メンバーが注目され

る設営、話す方も聞く方も会全体が明るく笑顔になれ
る発表方法。

・ニコニコ箱、目標投稿金額　500,000円/年

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～志を同

じくする仲間と共に～」に基づき、クラブ活動が楽しく笑
顔溢れる空間になるように取り組んでまいります。

親睦会・家族会・新入会員歓迎会などを魅力あふれる会
になるよう提案、運営する事により、会員同士の親睦を今
まで以上に深められるよう尽力します。

一年間を通してたくさんの笑顔に出会えるように、親睦
委員会で積極的に活動していきたいと思っております。

２．計画
①7月26日　夏の家族会・花火大会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
②10月3日　3RC合同夜間例会（ｼｪﾗﾄﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ広島）
③11月28日　創立４７周年記念夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃ
ﾙ広島）
④12月20日　クリスマス家族例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑤3月2日　夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑥6月22日　最終夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
※新入会員歓迎会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等　4,500,000円
会員記念日費用　　　   700,000円
他随時算出　
　　　　　　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長理念でもあります、「ロータリー活動の基本は『例

会』にある」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講
師を積極的に招致することで、会員同志の相互理解を深め、
新たな気付きの一助となるような、魅力あふれる例会に
してまいります。

また、組織満足度を高めるには以下の４つのキーワー
ドがあります。
『Challenge・挑戦』『Approve・承認』『Respect・尊敬』

『Powerful・力強さ』
新たなことへ挑戦し、お互いを尊敬・承認しあい、力

強く行動していく事が重要と考えており、この４つのキー

ワード『CARP』を基本方針に組み入れてまいります。

２．計画
・可能な限り、月間テーマに沿った卓話となるように、ク

ラブ会員の皆様に協力していただき、魅力ある講師を
招致いたします。

・お互いの相互理解を深めるためには、まず、お互いのこ
とを「知る」ことが必要であります。そのためにも、積
極的に会員卓話を取り入れ、自らを知ってもらう行動
をお願いしていきます。

・私自身が金融業であることから、その特性を活かし、会
員の皆様が金融リテラシーを高めれるような卓話講師
を招致いたします。

・ローターアクトの次期会長が弊社社員であることから、
アクトと連携した卓話を実施いたします。

・その他、様々なことに挑戦してまいりますので、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会計委員は引き続き、理事・役員と予算に関する情報

を共有し、密に連携しながら透明性の高い予算編成に努
めます。加えて、財務状況の変化に柔軟に対応できる体
制を整えてまいります。

２．計画
コロナ禍からの回復が進み、各委員会の活動も本格化

してきました。今後は、より積極的な事業展開が見込ま
れるため、各理事・委員長には2024‒2025年度の実績を
参考にしつつ、2025‒2026年度の事業計画に即した予算
案を早期に立案していただきたいと考えております。予
算管理においては、適切な見直しを行いながら、効率的
かつ健全な財務運営を目指します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本基金は、クラブ創立10周年記念事業の一つとして、「広

島中央ロータリークラブ国際交流基金」（当初500万円）
を創設されました。

当初は、基金から発生する運用収益等をもって広く国
際交流への支援を行うことを目的に創設され、現在は
1,000万円の基金を理事会が指定する金融機関等に預託し
て年間に発生する運用収益から国際交流への支援のため
に運営することになっています。

昨今は、金利のある時代に戻りつつありますが、日本
銀行のゼロ金利政策以降、基金の運用をもって目的を達
成することは困難な状態続いております。

つきましては、本制度の趣旨を踏まえて、目的の達成
のために運営方法の変更を検討して参ります。

２．計画
① 運営方法の変更のために規約の改正等を理事会で検討

します。
② 奉仕プロジェクト委員会と連携して、国際交流支援の

具体的な活動計画も含めて検討して参ります。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
創立50周年に向けたクラブ方針を掲げ、中期的な戦略

や会員数の適正人数目標を明確にする。人生100年に時代
に向け如何に健康で長生きするか。また奉仕に関しては、
国際奉仕の在り方に関して中長期的なビジョンを立案し、
今後の広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動
に関して協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立50周年に向け、クラブ方針の立案
②クラブの中期計画を策定する。
③人生100年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信

をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討す
る。

④現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。

３．予算　80,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　　
１．方針

がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり、
2023年度の統計では男性24.7%、女性17.2%である。一方、
がんの診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率
は上昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。
本クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積
極的に取り組み、がん二次予防としてのがん検診率は本
人ならびに家族では80%以上と成果が認められている。現
在は、男女ともに約2人に一人ががんに罹患する確率であ
る。検診による早期発見とともに、がん罹患者とその家
族の包括的なケアの重要性が期待されている。

がんのみならず、高齢者の健康寿命延伸は近年の重要
な課題である。広島県の健康寿命年齢は2022年の統計では、
男性72.13歳（全国34位）、女性75.85歳（全国13位）であり、
平均寿命との差は男性9.82年、女性12.31年と健康寿命と
の差を縮めることが求められている。健康寿命延伸に対
しては、生活習慣の改善による、生活習慣病の予防と早
期発見・早期治療介入、重症化予防、介護予防が大切であり、
特に若い時期からの適切な生活習慣の定着が重要である。
生活習慣の多くの項目はがん予防12か条プラス1とほぼ重
複しているため、がん予防の生活習慣は健康寿命延伸の
生活習慣に繋がるものである。

健康寿命延伸に関して、がん検診を含めた生活習慣に
対するアンケート調査による評価を行い、健康寿命延伸
とがん予防に対する意識ならびに生活習慣に対する問題
点を把握し、生活習慣病の予防啓発の向上を目的とする。
また、がん罹患患者とその家族の包括的ケアとしての「が
んケアリング」に対しての意識とケアリングセンター設置
に向けての調査を行う。

２．計画
1)健康寿命延伸のための生活習慣ならびにがん検診に対し

ての質問紙調査
2)解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
3)がんケアリングに向けた意識調査
4)健康寿命延伸、がん予防、がんケアリングに向けた卓話

の企画

３．予算
調査印刷費　20,000円
郵送費　　　20,000円　　　　　　　合計　40,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

職業奉仕

委員長　加藤　孝子

１．方針
職業奉仕の立場から、三宅会長の方針に基き会員が職業

や社会生活を通じて職業奉仕とは何かを模索し、それぞれ
の職業を通じた地域社会に奉仕を行っているという実感が
少しでも持てるような取り組みを行いたいと思います。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標

である「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」
の唱和をそれぞれ毎月交互に委員会全員で実施する。

②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施する。
③ロータリーの職業倫理を学び合う機会又職業スキルの

向上の為、会員卓話を要望により図る。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進の為、随

時健康診断を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の表彰を要

望により行う。
⑥職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情報交

換ができないか検討していく。

３．予算
一般会計　　　　 70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」の会長方針を踏

まえ、ロータリアンとしての奉仕活動を通じて、会員同
士のつながりを深め、地域社会へのクラブの認知度と親
しみを高められるよう取り組みたいと思います。

２．計画
①８月６日、平和記念式典の参加者に対する「おもてなし

事業」を継続して行う。
②会員企業の協力を得て、献血支援活動を継続して行う。
③地区補助金（25万円）を活用し、車椅子ソフトボール支

援団体に車椅子ソフトボール用の車椅子を贈呈し、イ
ンクルーシブスポーツや障がい者理解のための普及啓
発のための奉仕活動を行う。

　
補足　②の献血支援活動と、③車椅子ソフトボール用車椅

子の贈呈については、2025年10月11日、12日に広島
みなと公園（宇品）で開催予定である車椅子ソフトボー
ルイベント会場にて、同一日に実施できるよう調整を
図りたい。

３．予算　500,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年度は、奉仕プロジェクト委員会の中で職業奉仕・

人間尊重・社会奉仕・国際奉仕の垣根を取り払い、会長
方針に沿って “志を同じくする仲間と共に” 持続可能な当
クラブらしい社会貢献のあり方の協議を主眼に活動する。
従来のプロジェクトは継続しつつ、将来への方向性も探
りたいと考えている。

２．計画
①古切手・書き損じハガキ(何れも未使用可)・外貨の収集

これらは「日本国際ボランティアセンター(JVC)」を通じ
て現金化され、途上国の恵まれない方々を支援する原
資に生まれ変わっている。会員の皆様にこれらのこと

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強委員会・
ロータリー情報委員会で連携し、それぞれの会員が例会を
楽しめること、会員相互の関係を強くすることを目指して
活動してまいります。

２．計画
①会員増強純増３名を目指すとともに、会員相互の連携

を密にして退会防止に力をいれてまいります。
②新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで

いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

③入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強、退会
防止をクラブの重要課題と位置づけ、委員会が中心となり、
会員の皆様のご協力を得ながら委員会活動を展開してま
いります。

２．計画
①本年度、純増３名を目標とします。
②会員相互の連携を密にし、退会防止に力を入れてまい

ります。
③入会候補者の例会への招待、入会後のフォローアップ

に取組みます。
③クラブ創立50周年に向けて、クラブが更に活性化して

いくために会員増強の必要性を会員の皆様にご理解、
ご協力をいただけるよう、クラブフォーラムなどで積
極的に情報発信をおこなっていきます。また、イン
フォーマルミーティングを必要に応じて随時開催して
いきます。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～

志を同じくする仲間と共に～」を踏まえ、新入会員へ分か
りやすくロータリー情報を提供していきます。また、3年
未満の会員を対象にロータリーの知識を楽しみながら深
めて頂く場を設け、あわせて、会員同士の親睦を深めて
いきます。

２．計画
①入会予定者に推薦者と訪問をし、ロータリーへの理解

を深めてもらえるよう面談・説明を行います。入会後
も継続的にフォローを取ります。

②入会予定者が例会にゲスト参加をされる際は、会長・
推薦者と共に入会へ向けて更に理解を深めてもらう場
を設けます。

③新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで
いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

④入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」

を踏まえ、楽しんで例会に参加し、楽しんで奉仕活動に
積極的に参加してもらえるよう取り組んでまいります。

また、会長方針で謳っておられるように、会員が求め
られる人財となり、それぞれの役割を発揮して、広島中
央ロータリークラブらしい奉仕活動を実施できるよう取
り組んでまいります。

２．計画　　
（1）職業奉仕委員会

①職場訪問例会を実施します。
②毎月第2例会において、4つのテスト及びロータリー

の行動規範を唱和し、会員の意識醸成に努めます。

③会員の健康保持のため、健康診断の斡旋を行います。
④職業奉仕の実践に貢献した優良従業員を会員より

募集し、表彰を行います。
⑤職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情

報交換ができないか検討していきます。

（2）人間尊重・社会奉仕委員会
①被爆80年となる本年8月6日に、参列者へのおもて

なし活動を実施します。
②会員企業と連携して献血活動を実施します。また、

他の事業と絡ませた献血活動が実施できるか検討
します。

③地区補助金を活用した事業を実施します。また、
次年度へ向けた地区補助金の申請を行います。

（3）国際奉仕委員会
①古切手、書損じハガキの回収を継続して行い、ＮＰ

Ｏ団体を通じて発展途上国の子供たちへ国際奉仕
活動を行います。

②創立50周年に向けて、広島中央ロータリークラブ
らしい国際奉仕活動は何ができるか、検討してい
きます。

（4）青少年奉仕・ローターアクト委員会
①ローターアクトクラブの例会や事業への参加、ＲＹ

ＬＡへ参加し青少年奉仕について効果的な活動を
検討、支援します。

②献血支援活動に協力する。
③今後のローターアクトクラブの在り方について検

討します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

を改めて周知し、理解を深めて協力を要請する。
②国際奉仕・支援活動

将来に向けて持続可能な奉仕活動の協議を実施する。
委員会やアンケートで意見を募り、可能であれば例会
でフォーラムを開催する。

③地区補助金を活用した支援事業
こちらも将来を鑑み、人間尊重・社会奉仕委員会と共
に検討する。

④姉妹クラブ・他クラブとの連携・交流
従来通りに推進する。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度から奉仕プロジェクト委員会内において青少年

奉仕とローターアクトが一本化し同じ委員会となります。
統一する事でこれまで行ってきた支援や活動に相乗効果
をもたらすよう、事業を進めてまいります。また広島中
央ローターアクトクラブは、来年設立10周年を迎えます。
そこに向け会員増強はもちろんの事、ローターアクトと
クラブメンバーとの親睦や連携もこれまで以上に図れる
よう努めてまいります。

２．計画
①2010年から継続しています「献血支援活動」を、会員・

会員の従業員の皆さんと共に協力して行う。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉

仕について効果的な活動を検討する。
③ローターアクトクラブがクラブ理念に沿って活発な活

動が出来るよう支援する
④ローターアクトクラブと我々提唱クラブとの更なる親

睦を深める
⑤ローターアクトクラブの会員増強に努める

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　950,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である『会員それぞれがクラブに対し「貢献す

る人材・役割理解・奉仕に取り組む」』を踏まえ、ロータリー
財団の設立目的である「世界で良いことをしよう」を実践
するために、クラブ会員の皆様へロータリー財団に対す
る理解を深め、協力をお願いする。

米山記念奨学会に関しても、海外と日本の架け橋とな
り将来国際社会で活躍する留学生の援助を目的として設
立された奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。

③奉仕活動
奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 １．方針
○会長方針は、会員それぞれがクラブに対し「貢献する人

材・役割理解・奉仕に取り組む」である。これらが実現
できるよう活動する。

○海外と日本の架け橋となり将来国際社会で活躍する留
学生の援助を目的として設立された米山記念奨学会の
理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。
③奉仕活動

奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

３．予算
一般会計　60,000円（印刷費等）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　
１．方針

本年度会長方針「例会を楽しく魅力あるクラブに ～志
を同じくする仲間と共に～」のもと、クラブの活動や魅力
をクラブ内外に発信し、親しみやすく活気あるクラブづ
くりに貢献します。

特に、ホームページを通じて例会や奉仕活動の様子を
積極的に発信し、広く周知を図ることで、クラブの魅力
向上と会員のつながりの深化を目指します。

２．計画
① ホームページの充実と更新の徹底

例会や奉仕活動の内容を迅速にホームページに掲載し、
クラブの雰囲気や楽しさが伝わるよう、また閲覧者に
とって見やすく、役立つ内容となるよう工夫します。
撮影は委員が交代で担当します。

② 活動記録の整理とデータ保管体制の整備
例会や奉仕活動に関する写真・資料等のデータを、NAS

（データ保管用ハードディスク）に適切に整理・保存し、
記録の共有と管理の効率化を図ります。将来的な活用
やクラブの歴史資料としても役立てます。

③ デジタル会報誌の作成・発行
昨年度に引き続き、デジタル会報誌を作成し、ホーム
ページに掲載します。また、数部については紙媒体で
も配布いたします。

④ メディアへの情報提供
クラブの奉仕活動や社会貢献に関する情報を、新聞や
地域メディア等へ積極的に提供し、地域社会への発信
力を高めます。タイミングを逃さず、事前の情報提供
を心がけます。

⑤ 「ロータリーの友」誌の紹介・投稿
「ロータリーの友」誌に掲載された記事の紹介や、適宜、
クラブからの投稿を行います。

⑥ マイロータリーの登録促進と活用支援
会員のマイロータリー登録を推進し、Eラーニング等の
機能を活用することで、ロータリアンとしての学びと
自己成長を支援します。

⑦ その他（クラブ50周年・認知度向上）
クラブ50周年に向け、委員会としてできることを検討
してまいります。あわせて、ロータリーの魅力、そし
て広島中央ロータリークラブの魅力を分かりやすく対

外に発信し、広島中央ロータリークラブの認知向上と
会員増強（リクルート）につながる取り組みを模索しま
す。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ及びローターアクトクラブの活動、地区、その

他ロータリーに関連する行事等について正確に記録し、
HPに掲載します。その他、対外発信も検討する予定です。

２．計画
①HP及び会報誌用に委員会メンバーで順番を決めて写真

撮影を行います。
②クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップロード

します。また、HPの情報の正確性等についてチェック
します。

③活動ごとの情報データをNAS（データ保管用ハードディ
スク）に保管します。

④MY ROTARYへの登録を促進します。
⑤クラブの奉仕活動やイベントに関する情報を事前にメ

ディアに提供します。
⑥デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配

布します。
⑦クラブ50周年に向けての取り組みを検討します。

３．予算
HP更新料　126,000円
ドメイン更新料　22,000円
月間システム管理料　976,800円
会報誌作成料　660,000円

合計　1,784,800円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
2025－26年度会長方針である、「例会を楽しく魅力あ

ふれるクラブに～志を同じくする仲間と共に」を前面に押
し出した運営方針を掲げます。コロナ禍前に入会した私は、
実際にロータリー活動を行ったという実感がありません。
今こそ三宅会長が掲げられている方針のもと１年間のク
ラブ運営管理を行ってまいります。

２．計画
プログラム委員会では組織満足度を高めるに以下の４

つ の キ ー ワ ー ド『Challenge・挑 戦』『Approve・承 認』
『Respect・尊敬』『Powerful・力強さ』この４つのキーワー
ド『CARP』を基本に①月間テーマに沿った魅力ある講師
の招致②会員相互の理解を深めるための会員卓話③金融
リテラシーを高められる講師の選定④ローターアクトと
の連携した卓話を行ってまいります。

SAA・出席委員会では「できる、できない」ではなく「や
るか、やらないか」ということで「とりあえずやる！」と
いう志をもって例会運営を行ってまいります。

親睦委員会では年６回の夜間例会・家族会を実施し、
ぜひ参加したいと思われる内容の例会を開催します。ま
た適宜、新入会員歓迎会を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「できる、できない」ではなく「やるか、やらないか」と

いうことで「とりあえずやる！」という志をもって委員会
運営を行なっていく。

２．計画
・月１回の例会配席シャッフル（様子見て慣れてきたら回

数を増やすかも）
・ニコニコ箱、例会出席の案内・お願いメールの配信
・ニコニコ箱、出席報告をする委員会メンバーが注目され

る設営、話す方も聞く方も会全体が明るく笑顔になれ
る発表方法。

・ニコニコ箱、目標投稿金額　500,000円/年

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～志を同

じくする仲間と共に～」に基づき、クラブ活動が楽しく笑
顔溢れる空間になるように取り組んでまいります。

親睦会・家族会・新入会員歓迎会などを魅力あふれる会
になるよう提案、運営する事により、会員同士の親睦を今
まで以上に深められるよう尽力します。

一年間を通してたくさんの笑顔に出会えるように、親睦
委員会で積極的に活動していきたいと思っております。

２．計画
①7月26日　夏の家族会・花火大会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
②10月3日　3RC合同夜間例会（ｼｪﾗﾄﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ広島）
③11月28日　創立４７周年記念夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃ
ﾙ広島）
④12月20日　クリスマス家族例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑤3月2日　夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑥6月22日　最終夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
※新入会員歓迎会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等　4,500,000円
会員記念日費用　　　   700,000円
他随時算出　
　　　　　　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長理念でもあります、「ロータリー活動の基本は『例

会』にある」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講
師を積極的に招致することで、会員同志の相互理解を深め、
新たな気付きの一助となるような、魅力あふれる例会に
してまいります。

また、組織満足度を高めるには以下の４つのキーワー
ドがあります。
『Challenge・挑戦』『Approve・承認』『Respect・尊敬』

『Powerful・力強さ』
新たなことへ挑戦し、お互いを尊敬・承認しあい、力

強く行動していく事が重要と考えており、この４つのキー

ワード『CARP』を基本方針に組み入れてまいります。

２．計画
・可能な限り、月間テーマに沿った卓話となるように、ク

ラブ会員の皆様に協力していただき、魅力ある講師を
招致いたします。

・お互いの相互理解を深めるためには、まず、お互いのこ
とを「知る」ことが必要であります。そのためにも、積
極的に会員卓話を取り入れ、自らを知ってもらう行動
をお願いしていきます。

・私自身が金融業であることから、その特性を活かし、会
員の皆様が金融リテラシーを高めれるような卓話講師
を招致いたします。

・ローターアクトの次期会長が弊社社員であることから、
アクトと連携した卓話を実施いたします。

・その他、様々なことに挑戦してまいりますので、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会計委員は引き続き、理事・役員と予算に関する情報

を共有し、密に連携しながら透明性の高い予算編成に努
めます。加えて、財務状況の変化に柔軟に対応できる体
制を整えてまいります。

２．計画
コロナ禍からの回復が進み、各委員会の活動も本格化

してきました。今後は、より積極的な事業展開が見込ま
れるため、各理事・委員長には2024‒2025年度の実績を
参考にしつつ、2025‒2026年度の事業計画に即した予算
案を早期に立案していただきたいと考えております。予
算管理においては、適切な見直しを行いながら、効率的
かつ健全な財務運営を目指します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本基金は、クラブ創立10周年記念事業の一つとして、「広

島中央ロータリークラブ国際交流基金」（当初500万円）
を創設されました。

当初は、基金から発生する運用収益等をもって広く国
際交流への支援を行うことを目的に創設され、現在は
1,000万円の基金を理事会が指定する金融機関等に預託し
て年間に発生する運用収益から国際交流への支援のため
に運営することになっています。

昨今は、金利のある時代に戻りつつありますが、日本
銀行のゼロ金利政策以降、基金の運用をもって目的を達
成することは困難な状態続いております。

つきましては、本制度の趣旨を踏まえて、目的の達成
のために運営方法の変更を検討して参ります。

２．計画
① 運営方法の変更のために規約の改正等を理事会で検討

します。
② 奉仕プロジェクト委員会と連携して、国際交流支援の

具体的な活動計画も含めて検討して参ります。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
創立50周年に向けたクラブ方針を掲げ、中期的な戦略

や会員数の適正人数目標を明確にする。人生100年に時代
に向け如何に健康で長生きするか。また奉仕に関しては、
国際奉仕の在り方に関して中長期的なビジョンを立案し、
今後の広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動
に関して協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立50周年に向け、クラブ方針の立案
②クラブの中期計画を策定する。
③人生100年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信

をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討す
る。

④現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。

３．予算　80,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　　
１．方針

がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり、
2023年度の統計では男性24.7%、女性17.2%である。一方、
がんの診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率
は上昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。
本クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積
極的に取り組み、がん二次予防としてのがん検診率は本
人ならびに家族では80%以上と成果が認められている。現
在は、男女ともに約2人に一人ががんに罹患する確率であ
る。検診による早期発見とともに、がん罹患者とその家
族の包括的なケアの重要性が期待されている。

がんのみならず、高齢者の健康寿命延伸は近年の重要
な課題である。広島県の健康寿命年齢は2022年の統計では、
男性72.13歳（全国34位）、女性75.85歳（全国13位）であり、
平均寿命との差は男性9.82年、女性12.31年と健康寿命と
の差を縮めることが求められている。健康寿命延伸に対
しては、生活習慣の改善による、生活習慣病の予防と早
期発見・早期治療介入、重症化予防、介護予防が大切であり、
特に若い時期からの適切な生活習慣の定着が重要である。
生活習慣の多くの項目はがん予防12か条プラス1とほぼ重
複しているため、がん予防の生活習慣は健康寿命延伸の
生活習慣に繋がるものである。

健康寿命延伸に関して、がん検診を含めた生活習慣に
対するアンケート調査による評価を行い、健康寿命延伸
とがん予防に対する意識ならびに生活習慣に対する問題
点を把握し、生活習慣病の予防啓発の向上を目的とする。
また、がん罹患患者とその家族の包括的ケアとしての「が
んケアリング」に対しての意識とケアリングセンター設置
に向けての調査を行う。

２．計画
1)健康寿命延伸のための生活習慣ならびにがん検診に対し

ての質問紙調査
2)解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
3)がんケアリングに向けた意識調査
4)健康寿命延伸、がん予防、がんケアリングに向けた卓話

の企画

３．予算
調査印刷費　20,000円
郵送費　　　20,000円　　　　　　　合計　40,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

人間尊重・社会奉仕

委員長　下原　唯千夏

国際奉仕

委員長　小佐古　哲哉

青少年奉仕・ローターアクト

委員長　光村　圭介



１．方針
職業奉仕の立場から、三宅会長の方針に基き会員が職業

や社会生活を通じて職業奉仕とは何かを模索し、それぞれ
の職業を通じた地域社会に奉仕を行っているという実感が
少しでも持てるような取り組みを行いたいと思います。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標

である「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」
の唱和をそれぞれ毎月交互に委員会全員で実施する。

②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施する。
③ロータリーの職業倫理を学び合う機会又職業スキルの

向上の為、会員卓話を要望により図る。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進の為、随

時健康診断を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の表彰を要

望により行う。
⑥職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情報交

換ができないか検討していく。

３．予算
一般会計　　　　 70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」の会長方針を踏

まえ、ロータリアンとしての奉仕活動を通じて、会員同
士のつながりを深め、地域社会へのクラブの認知度と親
しみを高められるよう取り組みたいと思います。

２．計画
①８月６日、平和記念式典の参加者に対する「おもてなし

事業」を継続して行う。
②会員企業の協力を得て、献血支援活動を継続して行う。
③地区補助金（25万円）を活用し、車椅子ソフトボール支

援団体に車椅子ソフトボール用の車椅子を贈呈し、イ
ンクルーシブスポーツや障がい者理解のための普及啓
発のための奉仕活動を行う。

　
補足　②の献血支援活動と、③車椅子ソフトボール用車椅

子の贈呈については、2025年10月11日、12日に広島
みなと公園（宇品）で開催予定である車椅子ソフトボー
ルイベント会場にて、同一日に実施できるよう調整を
図りたい。

３．予算　500,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年度は、奉仕プロジェクト委員会の中で職業奉仕・

人間尊重・社会奉仕・国際奉仕の垣根を取り払い、会長
方針に沿って “志を同じくする仲間と共に” 持続可能な当
クラブらしい社会貢献のあり方の協議を主眼に活動する。
従来のプロジェクトは継続しつつ、将来への方向性も探
りたいと考えている。

２．計画
①古切手・書き損じハガキ(何れも未使用可)・外貨の収集

これらは「日本国際ボランティアセンター(JVC)」を通じ
て現金化され、途上国の恵まれない方々を支援する原
資に生まれ変わっている。会員の皆様にこれらのこと

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強委員会・
ロータリー情報委員会で連携し、それぞれの会員が例会を
楽しめること、会員相互の関係を強くすることを目指して
活動してまいります。

２．計画
①会員増強純増３名を目指すとともに、会員相互の連携

を密にして退会防止に力をいれてまいります。
②新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで

いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

③入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強、退会
防止をクラブの重要課題と位置づけ、委員会が中心となり、
会員の皆様のご協力を得ながら委員会活動を展開してま
いります。

２．計画
①本年度、純増３名を目標とします。
②会員相互の連携を密にし、退会防止に力を入れてまい

ります。
③入会候補者の例会への招待、入会後のフォローアップ

に取組みます。
③クラブ創立50周年に向けて、クラブが更に活性化して

いくために会員増強の必要性を会員の皆様にご理解、
ご協力をいただけるよう、クラブフォーラムなどで積
極的に情報発信をおこなっていきます。また、イン
フォーマルミーティングを必要に応じて随時開催して
いきます。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～

志を同じくする仲間と共に～」を踏まえ、新入会員へ分か
りやすくロータリー情報を提供していきます。また、3年
未満の会員を対象にロータリーの知識を楽しみながら深
めて頂く場を設け、あわせて、会員同士の親睦を深めて
いきます。

２．計画
①入会予定者に推薦者と訪問をし、ロータリーへの理解

を深めてもらえるよう面談・説明を行います。入会後
も継続的にフォローを取ります。

②入会予定者が例会にゲスト参加をされる際は、会長・
推薦者と共に入会へ向けて更に理解を深めてもらう場
を設けます。

③新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで
いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

④入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」

を踏まえ、楽しんで例会に参加し、楽しんで奉仕活動に
積極的に参加してもらえるよう取り組んでまいります。

また、会長方針で謳っておられるように、会員が求め
られる人財となり、それぞれの役割を発揮して、広島中
央ロータリークラブらしい奉仕活動を実施できるよう取
り組んでまいります。

２．計画　　
（1）職業奉仕委員会

①職場訪問例会を実施します。
②毎月第2例会において、4つのテスト及びロータリー

の行動規範を唱和し、会員の意識醸成に努めます。

③会員の健康保持のため、健康診断の斡旋を行います。
④職業奉仕の実践に貢献した優良従業員を会員より

募集し、表彰を行います。
⑤職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情

報交換ができないか検討していきます。

（2）人間尊重・社会奉仕委員会
①被爆80年となる本年8月6日に、参列者へのおもて

なし活動を実施します。
②会員企業と連携して献血活動を実施します。また、

他の事業と絡ませた献血活動が実施できるか検討
します。

③地区補助金を活用した事業を実施します。また、
次年度へ向けた地区補助金の申請を行います。

（3）国際奉仕委員会
①古切手、書損じハガキの回収を継続して行い、ＮＰ

Ｏ団体を通じて発展途上国の子供たちへ国際奉仕
活動を行います。

②創立50周年に向けて、広島中央ロータリークラブ
らしい国際奉仕活動は何ができるか、検討してい
きます。

（4）青少年奉仕・ローターアクト委員会
①ローターアクトクラブの例会や事業への参加、ＲＹ

ＬＡへ参加し青少年奉仕について効果的な活動を
検討、支援します。

②献血支援活動に協力する。
③今後のローターアクトクラブの在り方について検

討します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

を改めて周知し、理解を深めて協力を要請する。
②国際奉仕・支援活動

将来に向けて持続可能な奉仕活動の協議を実施する。
委員会やアンケートで意見を募り、可能であれば例会
でフォーラムを開催する。

③地区補助金を活用した支援事業
こちらも将来を鑑み、人間尊重・社会奉仕委員会と共
に検討する。

④姉妹クラブ・他クラブとの連携・交流
従来通りに推進する。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度から奉仕プロジェクト委員会内において青少年

奉仕とローターアクトが一本化し同じ委員会となります。
統一する事でこれまで行ってきた支援や活動に相乗効果
をもたらすよう、事業を進めてまいります。また広島中
央ローターアクトクラブは、来年設立10周年を迎えます。
そこに向け会員増強はもちろんの事、ローターアクトと
クラブメンバーとの親睦や連携もこれまで以上に図れる
よう努めてまいります。

２．計画
①2010年から継続しています「献血支援活動」を、会員・

会員の従業員の皆さんと共に協力して行う。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉

仕について効果的な活動を検討する。
③ローターアクトクラブがクラブ理念に沿って活発な活

動が出来るよう支援する
④ローターアクトクラブと我々提唱クラブとの更なる親

睦を深める
⑤ローターアクトクラブの会員増強に努める

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　950,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である『会員それぞれがクラブに対し「貢献す

る人材・役割理解・奉仕に取り組む」』を踏まえ、ロータリー
財団の設立目的である「世界で良いことをしよう」を実践
するために、クラブ会員の皆様へロータリー財団に対す
る理解を深め、協力をお願いする。

米山記念奨学会に関しても、海外と日本の架け橋とな
り将来国際社会で活躍する留学生の援助を目的として設
立された奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。

③奉仕活動
奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 １．方針
○会長方針は、会員それぞれがクラブに対し「貢献する人

材・役割理解・奉仕に取り組む」である。これらが実現
できるよう活動する。

○海外と日本の架け橋となり将来国際社会で活躍する留
学生の援助を目的として設立された米山記念奨学会の
理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。
③奉仕活動

奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

３．予算
一般会計　60,000円（印刷費等）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　
１．方針

本年度会長方針「例会を楽しく魅力あるクラブに ～志
を同じくする仲間と共に～」のもと、クラブの活動や魅力
をクラブ内外に発信し、親しみやすく活気あるクラブづ
くりに貢献します。

特に、ホームページを通じて例会や奉仕活動の様子を
積極的に発信し、広く周知を図ることで、クラブの魅力
向上と会員のつながりの深化を目指します。

２．計画
① ホームページの充実と更新の徹底

例会や奉仕活動の内容を迅速にホームページに掲載し、
クラブの雰囲気や楽しさが伝わるよう、また閲覧者に
とって見やすく、役立つ内容となるよう工夫します。
撮影は委員が交代で担当します。

② 活動記録の整理とデータ保管体制の整備
例会や奉仕活動に関する写真・資料等のデータを、NAS

（データ保管用ハードディスク）に適切に整理・保存し、
記録の共有と管理の効率化を図ります。将来的な活用
やクラブの歴史資料としても役立てます。

③ デジタル会報誌の作成・発行
昨年度に引き続き、デジタル会報誌を作成し、ホーム
ページに掲載します。また、数部については紙媒体で
も配布いたします。

④ メディアへの情報提供
クラブの奉仕活動や社会貢献に関する情報を、新聞や
地域メディア等へ積極的に提供し、地域社会への発信
力を高めます。タイミングを逃さず、事前の情報提供
を心がけます。

⑤ 「ロータリーの友」誌の紹介・投稿
「ロータリーの友」誌に掲載された記事の紹介や、適宜、
クラブからの投稿を行います。

⑥ マイロータリーの登録促進と活用支援
会員のマイロータリー登録を推進し、Eラーニング等の
機能を活用することで、ロータリアンとしての学びと
自己成長を支援します。

⑦ その他（クラブ50周年・認知度向上）
クラブ50周年に向け、委員会としてできることを検討
してまいります。あわせて、ロータリーの魅力、そし
て広島中央ロータリークラブの魅力を分かりやすく対

外に発信し、広島中央ロータリークラブの認知向上と
会員増強（リクルート）につながる取り組みを模索しま
す。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ及びローターアクトクラブの活動、地区、その

他ロータリーに関連する行事等について正確に記録し、
HPに掲載します。その他、対外発信も検討する予定です。

２．計画
①HP及び会報誌用に委員会メンバーで順番を決めて写真

撮影を行います。
②クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップロード

します。また、HPの情報の正確性等についてチェック
します。

③活動ごとの情報データをNAS（データ保管用ハードディ
スク）に保管します。

④MY ROTARYへの登録を促進します。
⑤クラブの奉仕活動やイベントに関する情報を事前にメ

ディアに提供します。
⑥デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配

布します。
⑦クラブ50周年に向けての取り組みを検討します。

３．予算
HP更新料　126,000円
ドメイン更新料　22,000円
月間システム管理料　976,800円
会報誌作成料　660,000円

合計　1,784,800円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
2025－26年度会長方針である、「例会を楽しく魅力あ

ふれるクラブに～志を同じくする仲間と共に」を前面に押
し出した運営方針を掲げます。コロナ禍前に入会した私は、
実際にロータリー活動を行ったという実感がありません。
今こそ三宅会長が掲げられている方針のもと１年間のク
ラブ運営管理を行ってまいります。

２．計画
プログラム委員会では組織満足度を高めるに以下の４

つ の キ ー ワ ー ド『Challenge・挑 戦』『Approve・承 認』
『Respect・尊敬』『Powerful・力強さ』この４つのキーワー
ド『CARP』を基本に①月間テーマに沿った魅力ある講師
の招致②会員相互の理解を深めるための会員卓話③金融
リテラシーを高められる講師の選定④ローターアクトと
の連携した卓話を行ってまいります。

SAA・出席委員会では「できる、できない」ではなく「や
るか、やらないか」ということで「とりあえずやる！」と
いう志をもって例会運営を行ってまいります。

親睦委員会では年６回の夜間例会・家族会を実施し、
ぜひ参加したいと思われる内容の例会を開催します。ま
た適宜、新入会員歓迎会を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「できる、できない」ではなく「やるか、やらないか」と

いうことで「とりあえずやる！」という志をもって委員会
運営を行なっていく。

２．計画
・月１回の例会配席シャッフル（様子見て慣れてきたら回

数を増やすかも）
・ニコニコ箱、例会出席の案内・お願いメールの配信
・ニコニコ箱、出席報告をする委員会メンバーが注目され

る設営、話す方も聞く方も会全体が明るく笑顔になれ
る発表方法。

・ニコニコ箱、目標投稿金額　500,000円/年

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～志を同

じくする仲間と共に～」に基づき、クラブ活動が楽しく笑
顔溢れる空間になるように取り組んでまいります。

親睦会・家族会・新入会員歓迎会などを魅力あふれる会
になるよう提案、運営する事により、会員同士の親睦を今
まで以上に深められるよう尽力します。

一年間を通してたくさんの笑顔に出会えるように、親睦
委員会で積極的に活動していきたいと思っております。

２．計画
①7月26日　夏の家族会・花火大会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
②10月3日　3RC合同夜間例会（ｼｪﾗﾄﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ広島）
③11月28日　創立４７周年記念夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃ
ﾙ広島）
④12月20日　クリスマス家族例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑤3月2日　夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑥6月22日　最終夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
※新入会員歓迎会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等　4,500,000円
会員記念日費用　　　   700,000円
他随時算出　
　　　　　　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長理念でもあります、「ロータリー活動の基本は『例

会』にある」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講
師を積極的に招致することで、会員同志の相互理解を深め、
新たな気付きの一助となるような、魅力あふれる例会に
してまいります。

また、組織満足度を高めるには以下の４つのキーワー
ドがあります。
『Challenge・挑戦』『Approve・承認』『Respect・尊敬』

『Powerful・力強さ』
新たなことへ挑戦し、お互いを尊敬・承認しあい、力

強く行動していく事が重要と考えており、この４つのキー

ワード『CARP』を基本方針に組み入れてまいります。

２．計画
・可能な限り、月間テーマに沿った卓話となるように、ク

ラブ会員の皆様に協力していただき、魅力ある講師を
招致いたします。

・お互いの相互理解を深めるためには、まず、お互いのこ
とを「知る」ことが必要であります。そのためにも、積
極的に会員卓話を取り入れ、自らを知ってもらう行動
をお願いしていきます。

・私自身が金融業であることから、その特性を活かし、会
員の皆様が金融リテラシーを高めれるような卓話講師
を招致いたします。

・ローターアクトの次期会長が弊社社員であることから、
アクトと連携した卓話を実施いたします。

・その他、様々なことに挑戦してまいりますので、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会計委員は引き続き、理事・役員と予算に関する情報

を共有し、密に連携しながら透明性の高い予算編成に努
めます。加えて、財務状況の変化に柔軟に対応できる体
制を整えてまいります。

２．計画
コロナ禍からの回復が進み、各委員会の活動も本格化

してきました。今後は、より積極的な事業展開が見込ま
れるため、各理事・委員長には2024‒2025年度の実績を
参考にしつつ、2025‒2026年度の事業計画に即した予算
案を早期に立案していただきたいと考えております。予
算管理においては、適切な見直しを行いながら、効率的
かつ健全な財務運営を目指します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本基金は、クラブ創立10周年記念事業の一つとして、「広

島中央ロータリークラブ国際交流基金」（当初500万円）
を創設されました。

当初は、基金から発生する運用収益等をもって広く国
際交流への支援を行うことを目的に創設され、現在は
1,000万円の基金を理事会が指定する金融機関等に預託し
て年間に発生する運用収益から国際交流への支援のため
に運営することになっています。

昨今は、金利のある時代に戻りつつありますが、日本
銀行のゼロ金利政策以降、基金の運用をもって目的を達
成することは困難な状態続いております。

つきましては、本制度の趣旨を踏まえて、目的の達成
のために運営方法の変更を検討して参ります。

２．計画
① 運営方法の変更のために規約の改正等を理事会で検討

します。
② 奉仕プロジェクト委員会と連携して、国際交流支援の

具体的な活動計画も含めて検討して参ります。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
創立50周年に向けたクラブ方針を掲げ、中期的な戦略

や会員数の適正人数目標を明確にする。人生100年に時代
に向け如何に健康で長生きするか。また奉仕に関しては、
国際奉仕の在り方に関して中長期的なビジョンを立案し、
今後の広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動
に関して協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立50周年に向け、クラブ方針の立案
②クラブの中期計画を策定する。
③人生100年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信

をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討す
る。

④現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。

３．予算　80,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　　
１．方針

がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり、
2023年度の統計では男性24.7%、女性17.2%である。一方、
がんの診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率
は上昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。
本クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積
極的に取り組み、がん二次予防としてのがん検診率は本
人ならびに家族では80%以上と成果が認められている。現
在は、男女ともに約2人に一人ががんに罹患する確率であ
る。検診による早期発見とともに、がん罹患者とその家
族の包括的なケアの重要性が期待されている。

がんのみならず、高齢者の健康寿命延伸は近年の重要
な課題である。広島県の健康寿命年齢は2022年の統計では、
男性72.13歳（全国34位）、女性75.85歳（全国13位）であり、
平均寿命との差は男性9.82年、女性12.31年と健康寿命と
の差を縮めることが求められている。健康寿命延伸に対
しては、生活習慣の改善による、生活習慣病の予防と早
期発見・早期治療介入、重症化予防、介護予防が大切であり、
特に若い時期からの適切な生活習慣の定着が重要である。
生活習慣の多くの項目はがん予防12か条プラス1とほぼ重
複しているため、がん予防の生活習慣は健康寿命延伸の
生活習慣に繋がるものである。

健康寿命延伸に関して、がん検診を含めた生活習慣に
対するアンケート調査による評価を行い、健康寿命延伸
とがん予防に対する意識ならびに生活習慣に対する問題
点を把握し、生活習慣病の予防啓発の向上を目的とする。
また、がん罹患患者とその家族の包括的ケアとしての「が
んケアリング」に対しての意識とケアリングセンター設置
に向けての調査を行う。

２．計画
1)健康寿命延伸のための生活習慣ならびにがん検診に対し

ての質問紙調査
2)解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
3)がんケアリングに向けた意識調査
4)健康寿命延伸、がん予防、がんケアリングに向けた卓話

の企画

３．予算
調査印刷費　20,000円
郵送費　　　20,000円　　　　　　　合計　40,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

ロータリー財団・米山奨学

委員長　吉川　惠

ロータリー財団委員会

理事・委員長　古澤　宰治

１．方針
職業奉仕の立場から、三宅会長の方針に基き会員が職業

や社会生活を通じて職業奉仕とは何かを模索し、それぞれ
の職業を通じた地域社会に奉仕を行っているという実感が
少しでも持てるような取り組みを行いたいと思います。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標

である「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」
の唱和をそれぞれ毎月交互に委員会全員で実施する。

②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施する。
③ロータリーの職業倫理を学び合う機会又職業スキルの

向上の為、会員卓話を要望により図る。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進の為、随

時健康診断を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の表彰を要

望により行う。
⑥職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情報交

換ができないか検討していく。

３．予算
一般会計　　　　 70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」の会長方針を踏

まえ、ロータリアンとしての奉仕活動を通じて、会員同
士のつながりを深め、地域社会へのクラブの認知度と親
しみを高められるよう取り組みたいと思います。

２．計画
①８月６日、平和記念式典の参加者に対する「おもてなし

事業」を継続して行う。
②会員企業の協力を得て、献血支援活動を継続して行う。
③地区補助金（25万円）を活用し、車椅子ソフトボール支

援団体に車椅子ソフトボール用の車椅子を贈呈し、イ
ンクルーシブスポーツや障がい者理解のための普及啓
発のための奉仕活動を行う。

　
補足　②の献血支援活動と、③車椅子ソフトボール用車椅

子の贈呈については、2025年10月11日、12日に広島
みなと公園（宇品）で開催予定である車椅子ソフトボー
ルイベント会場にて、同一日に実施できるよう調整を
図りたい。

３．予算　500,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年度は、奉仕プロジェクト委員会の中で職業奉仕・

人間尊重・社会奉仕・国際奉仕の垣根を取り払い、会長
方針に沿って “志を同じくする仲間と共に” 持続可能な当
クラブらしい社会貢献のあり方の協議を主眼に活動する。
従来のプロジェクトは継続しつつ、将来への方向性も探
りたいと考えている。

２．計画
①古切手・書き損じハガキ(何れも未使用可)・外貨の収集

これらは「日本国際ボランティアセンター(JVC)」を通じ
て現金化され、途上国の恵まれない方々を支援する原
資に生まれ変わっている。会員の皆様にこれらのこと

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強委員会・
ロータリー情報委員会で連携し、それぞれの会員が例会を
楽しめること、会員相互の関係を強くすることを目指して
活動してまいります。

２．計画
①会員増強純増３名を目指すとともに、会員相互の連携

を密にして退会防止に力をいれてまいります。
②新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで

いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

③入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強、退会
防止をクラブの重要課題と位置づけ、委員会が中心となり、
会員の皆様のご協力を得ながら委員会活動を展開してま
いります。

２．計画
①本年度、純増３名を目標とします。
②会員相互の連携を密にし、退会防止に力を入れてまい

ります。
③入会候補者の例会への招待、入会後のフォローアップ

に取組みます。
③クラブ創立50周年に向けて、クラブが更に活性化して

いくために会員増強の必要性を会員の皆様にご理解、
ご協力をいただけるよう、クラブフォーラムなどで積
極的に情報発信をおこなっていきます。また、イン
フォーマルミーティングを必要に応じて随時開催して
いきます。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～

志を同じくする仲間と共に～」を踏まえ、新入会員へ分か
りやすくロータリー情報を提供していきます。また、3年
未満の会員を対象にロータリーの知識を楽しみながら深
めて頂く場を設け、あわせて、会員同士の親睦を深めて
いきます。

２．計画
①入会予定者に推薦者と訪問をし、ロータリーへの理解

を深めてもらえるよう面談・説明を行います。入会後
も継続的にフォローを取ります。

②入会予定者が例会にゲスト参加をされる際は、会長・
推薦者と共に入会へ向けて更に理解を深めてもらう場
を設けます。

③新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで
いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

④入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」

を踏まえ、楽しんで例会に参加し、楽しんで奉仕活動に
積極的に参加してもらえるよう取り組んでまいります。

また、会長方針で謳っておられるように、会員が求め
られる人財となり、それぞれの役割を発揮して、広島中
央ロータリークラブらしい奉仕活動を実施できるよう取
り組んでまいります。

２．計画　　
（1）職業奉仕委員会

①職場訪問例会を実施します。
②毎月第2例会において、4つのテスト及びロータリー

の行動規範を唱和し、会員の意識醸成に努めます。

③会員の健康保持のため、健康診断の斡旋を行います。
④職業奉仕の実践に貢献した優良従業員を会員より

募集し、表彰を行います。
⑤職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情

報交換ができないか検討していきます。

（2）人間尊重・社会奉仕委員会
①被爆80年となる本年8月6日に、参列者へのおもて

なし活動を実施します。
②会員企業と連携して献血活動を実施します。また、

他の事業と絡ませた献血活動が実施できるか検討
します。

③地区補助金を活用した事業を実施します。また、
次年度へ向けた地区補助金の申請を行います。

（3）国際奉仕委員会
①古切手、書損じハガキの回収を継続して行い、ＮＰ

Ｏ団体を通じて発展途上国の子供たちへ国際奉仕
活動を行います。

②創立50周年に向けて、広島中央ロータリークラブ
らしい国際奉仕活動は何ができるか、検討してい
きます。

（4）青少年奉仕・ローターアクト委員会
①ローターアクトクラブの例会や事業への参加、ＲＹ

ＬＡへ参加し青少年奉仕について効果的な活動を
検討、支援します。

②献血支援活動に協力する。
③今後のローターアクトクラブの在り方について検

討します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

を改めて周知し、理解を深めて協力を要請する。
②国際奉仕・支援活動

将来に向けて持続可能な奉仕活動の協議を実施する。
委員会やアンケートで意見を募り、可能であれば例会
でフォーラムを開催する。

③地区補助金を活用した支援事業
こちらも将来を鑑み、人間尊重・社会奉仕委員会と共
に検討する。

④姉妹クラブ・他クラブとの連携・交流
従来通りに推進する。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度から奉仕プロジェクト委員会内において青少年

奉仕とローターアクトが一本化し同じ委員会となります。
統一する事でこれまで行ってきた支援や活動に相乗効果
をもたらすよう、事業を進めてまいります。また広島中
央ローターアクトクラブは、来年設立10周年を迎えます。
そこに向け会員増強はもちろんの事、ローターアクトと
クラブメンバーとの親睦や連携もこれまで以上に図れる
よう努めてまいります。

２．計画
①2010年から継続しています「献血支援活動」を、会員・

会員の従業員の皆さんと共に協力して行う。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉

仕について効果的な活動を検討する。
③ローターアクトクラブがクラブ理念に沿って活発な活

動が出来るよう支援する
④ローターアクトクラブと我々提唱クラブとの更なる親

睦を深める
⑤ローターアクトクラブの会員増強に努める

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　950,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である『会員それぞれがクラブに対し「貢献す

る人材・役割理解・奉仕に取り組む」』を踏まえ、ロータリー
財団の設立目的である「世界で良いことをしよう」を実践
するために、クラブ会員の皆様へロータリー財団に対す
る理解を深め、協力をお願いする。

米山記念奨学会に関しても、海外と日本の架け橋とな
り将来国際社会で活躍する留学生の援助を目的として設
立された奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。

③奉仕活動
奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 １．方針
○会長方針は、会員それぞれがクラブに対し「貢献する人

材・役割理解・奉仕に取り組む」である。これらが実現
できるよう活動する。

○海外と日本の架け橋となり将来国際社会で活躍する留
学生の援助を目的として設立された米山記念奨学会の
理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。
③奉仕活動

奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

３．予算
一般会計　60,000円（印刷費等）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　
１．方針

本年度会長方針「例会を楽しく魅力あるクラブに ～志
を同じくする仲間と共に～」のもと、クラブの活動や魅力
をクラブ内外に発信し、親しみやすく活気あるクラブづ
くりに貢献します。

特に、ホームページを通じて例会や奉仕活動の様子を
積極的に発信し、広く周知を図ることで、クラブの魅力
向上と会員のつながりの深化を目指します。

２．計画
① ホームページの充実と更新の徹底

例会や奉仕活動の内容を迅速にホームページに掲載し、
クラブの雰囲気や楽しさが伝わるよう、また閲覧者に
とって見やすく、役立つ内容となるよう工夫します。
撮影は委員が交代で担当します。

② 活動記録の整理とデータ保管体制の整備
例会や奉仕活動に関する写真・資料等のデータを、NAS

（データ保管用ハードディスク）に適切に整理・保存し、
記録の共有と管理の効率化を図ります。将来的な活用
やクラブの歴史資料としても役立てます。

③ デジタル会報誌の作成・発行
昨年度に引き続き、デジタル会報誌を作成し、ホーム
ページに掲載します。また、数部については紙媒体で
も配布いたします。

④ メディアへの情報提供
クラブの奉仕活動や社会貢献に関する情報を、新聞や
地域メディア等へ積極的に提供し、地域社会への発信
力を高めます。タイミングを逃さず、事前の情報提供
を心がけます。

⑤ 「ロータリーの友」誌の紹介・投稿
「ロータリーの友」誌に掲載された記事の紹介や、適宜、
クラブからの投稿を行います。

⑥ マイロータリーの登録促進と活用支援
会員のマイロータリー登録を推進し、Eラーニング等の
機能を活用することで、ロータリアンとしての学びと
自己成長を支援します。

⑦ その他（クラブ50周年・認知度向上）
クラブ50周年に向け、委員会としてできることを検討
してまいります。あわせて、ロータリーの魅力、そし
て広島中央ロータリークラブの魅力を分かりやすく対

外に発信し、広島中央ロータリークラブの認知向上と
会員増強（リクルート）につながる取り組みを模索しま
す。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ及びローターアクトクラブの活動、地区、その

他ロータリーに関連する行事等について正確に記録し、
HPに掲載します。その他、対外発信も検討する予定です。

２．計画
①HP及び会報誌用に委員会メンバーで順番を決めて写真

撮影を行います。
②クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップロード

します。また、HPの情報の正確性等についてチェック
します。

③活動ごとの情報データをNAS（データ保管用ハードディ
スク）に保管します。

④MY ROTARYへの登録を促進します。
⑤クラブの奉仕活動やイベントに関する情報を事前にメ

ディアに提供します。
⑥デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配

布します。
⑦クラブ50周年に向けての取り組みを検討します。

３．予算
HP更新料　126,000円
ドメイン更新料　22,000円
月間システム管理料　976,800円
会報誌作成料　660,000円

合計　1,784,800円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
2025－26年度会長方針である、「例会を楽しく魅力あ

ふれるクラブに～志を同じくする仲間と共に」を前面に押
し出した運営方針を掲げます。コロナ禍前に入会した私は、
実際にロータリー活動を行ったという実感がありません。
今こそ三宅会長が掲げられている方針のもと１年間のク
ラブ運営管理を行ってまいります。

２．計画
プログラム委員会では組織満足度を高めるに以下の４

つ の キ ー ワ ー ド『Challenge・挑 戦』『Approve・承 認』
『Respect・尊敬』『Powerful・力強さ』この４つのキーワー
ド『CARP』を基本に①月間テーマに沿った魅力ある講師
の招致②会員相互の理解を深めるための会員卓話③金融
リテラシーを高められる講師の選定④ローターアクトと
の連携した卓話を行ってまいります。

SAA・出席委員会では「できる、できない」ではなく「や
るか、やらないか」ということで「とりあえずやる！」と
いう志をもって例会運営を行ってまいります。

親睦委員会では年６回の夜間例会・家族会を実施し、
ぜひ参加したいと思われる内容の例会を開催します。ま
た適宜、新入会員歓迎会を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「できる、できない」ではなく「やるか、やらないか」と

いうことで「とりあえずやる！」という志をもって委員会
運営を行なっていく。

２．計画
・月１回の例会配席シャッフル（様子見て慣れてきたら回

数を増やすかも）
・ニコニコ箱、例会出席の案内・お願いメールの配信
・ニコニコ箱、出席報告をする委員会メンバーが注目され

る設営、話す方も聞く方も会全体が明るく笑顔になれ
る発表方法。

・ニコニコ箱、目標投稿金額　500,000円/年

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～志を同

じくする仲間と共に～」に基づき、クラブ活動が楽しく笑
顔溢れる空間になるように取り組んでまいります。

親睦会・家族会・新入会員歓迎会などを魅力あふれる会
になるよう提案、運営する事により、会員同士の親睦を今
まで以上に深められるよう尽力します。

一年間を通してたくさんの笑顔に出会えるように、親睦
委員会で積極的に活動していきたいと思っております。

２．計画
①7月26日　夏の家族会・花火大会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
②10月3日　3RC合同夜間例会（ｼｪﾗﾄﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ広島）
③11月28日　創立４７周年記念夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃ
ﾙ広島）
④12月20日　クリスマス家族例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑤3月2日　夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑥6月22日　最終夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
※新入会員歓迎会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等　4,500,000円
会員記念日費用　　　   700,000円
他随時算出　
　　　　　　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長理念でもあります、「ロータリー活動の基本は『例

会』にある」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講
師を積極的に招致することで、会員同志の相互理解を深め、
新たな気付きの一助となるような、魅力あふれる例会に
してまいります。

また、組織満足度を高めるには以下の４つのキーワー
ドがあります。
『Challenge・挑戦』『Approve・承認』『Respect・尊敬』

『Powerful・力強さ』
新たなことへ挑戦し、お互いを尊敬・承認しあい、力

強く行動していく事が重要と考えており、この４つのキー

ワード『CARP』を基本方針に組み入れてまいります。

２．計画
・可能な限り、月間テーマに沿った卓話となるように、ク

ラブ会員の皆様に協力していただき、魅力ある講師を
招致いたします。

・お互いの相互理解を深めるためには、まず、お互いのこ
とを「知る」ことが必要であります。そのためにも、積
極的に会員卓話を取り入れ、自らを知ってもらう行動
をお願いしていきます。

・私自身が金融業であることから、その特性を活かし、会
員の皆様が金融リテラシーを高めれるような卓話講師
を招致いたします。

・ローターアクトの次期会長が弊社社員であることから、
アクトと連携した卓話を実施いたします。

・その他、様々なことに挑戦してまいりますので、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会計委員は引き続き、理事・役員と予算に関する情報

を共有し、密に連携しながら透明性の高い予算編成に努
めます。加えて、財務状況の変化に柔軟に対応できる体
制を整えてまいります。

２．計画
コロナ禍からの回復が進み、各委員会の活動も本格化

してきました。今後は、より積極的な事業展開が見込ま
れるため、各理事・委員長には2024‒2025年度の実績を
参考にしつつ、2025‒2026年度の事業計画に即した予算
案を早期に立案していただきたいと考えております。予
算管理においては、適切な見直しを行いながら、効率的
かつ健全な財務運営を目指します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本基金は、クラブ創立10周年記念事業の一つとして、「広

島中央ロータリークラブ国際交流基金」（当初500万円）
を創設されました。

当初は、基金から発生する運用収益等をもって広く国
際交流への支援を行うことを目的に創設され、現在は
1,000万円の基金を理事会が指定する金融機関等に預託し
て年間に発生する運用収益から国際交流への支援のため
に運営することになっています。

昨今は、金利のある時代に戻りつつありますが、日本
銀行のゼロ金利政策以降、基金の運用をもって目的を達
成することは困難な状態続いております。

つきましては、本制度の趣旨を踏まえて、目的の達成
のために運営方法の変更を検討して参ります。

２．計画
① 運営方法の変更のために規約の改正等を理事会で検討

します。
② 奉仕プロジェクト委員会と連携して、国際交流支援の

具体的な活動計画も含めて検討して参ります。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
創立50周年に向けたクラブ方針を掲げ、中期的な戦略

や会員数の適正人数目標を明確にする。人生100年に時代
に向け如何に健康で長生きするか。また奉仕に関しては、
国際奉仕の在り方に関して中長期的なビジョンを立案し、
今後の広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動
に関して協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立50周年に向け、クラブ方針の立案
②クラブの中期計画を策定する。
③人生100年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信

をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討す
る。

④現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。

３．予算　80,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　　
１．方針

がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり、
2023年度の統計では男性24.7%、女性17.2%である。一方、
がんの診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率
は上昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。
本クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積
極的に取り組み、がん二次予防としてのがん検診率は本
人ならびに家族では80%以上と成果が認められている。現
在は、男女ともに約2人に一人ががんに罹患する確率であ
る。検診による早期発見とともに、がん罹患者とその家
族の包括的なケアの重要性が期待されている。

がんのみならず、高齢者の健康寿命延伸は近年の重要
な課題である。広島県の健康寿命年齢は2022年の統計では、
男性72.13歳（全国34位）、女性75.85歳（全国13位）であり、
平均寿命との差は男性9.82年、女性12.31年と健康寿命と
の差を縮めることが求められている。健康寿命延伸に対
しては、生活習慣の改善による、生活習慣病の予防と早
期発見・早期治療介入、重症化予防、介護予防が大切であり、
特に若い時期からの適切な生活習慣の定着が重要である。
生活習慣の多くの項目はがん予防12か条プラス1とほぼ重
複しているため、がん予防の生活習慣は健康寿命延伸の
生活習慣に繋がるものである。

健康寿命延伸に関して、がん検診を含めた生活習慣に
対するアンケート調査による評価を行い、健康寿命延伸
とがん予防に対する意識ならびに生活習慣に対する問題
点を把握し、生活習慣病の予防啓発の向上を目的とする。
また、がん罹患患者とその家族の包括的ケアとしての「が
んケアリング」に対しての意識とケアリングセンター設置
に向けての調査を行う。

２．計画
1)健康寿命延伸のための生活習慣ならびにがん検診に対し

ての質問紙調査
2)解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
3)がんケアリングに向けた意識調査
4)健康寿命延伸、がん予防、がんケアリングに向けた卓話

の企画

３．予算
調査印刷費　20,000円
郵送費　　　20,000円　　　　　　　合計　40,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

クラブ広報委員会

理事・委員長　政岡　誠二

公共イメージ

委員長　長場　誠



１．方針
職業奉仕の立場から、三宅会長の方針に基き会員が職業

や社会生活を通じて職業奉仕とは何かを模索し、それぞれ
の職業を通じた地域社会に奉仕を行っているという実感が
少しでも持てるような取り組みを行いたいと思います。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標

である「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」
の唱和をそれぞれ毎月交互に委員会全員で実施する。

②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施する。
③ロータリーの職業倫理を学び合う機会又職業スキルの

向上の為、会員卓話を要望により図る。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進の為、随

時健康診断を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の表彰を要

望により行う。
⑥職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情報交

換ができないか検討していく。

３．予算
一般会計　　　　 70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」の会長方針を踏

まえ、ロータリアンとしての奉仕活動を通じて、会員同
士のつながりを深め、地域社会へのクラブの認知度と親
しみを高められるよう取り組みたいと思います。

２．計画
①８月６日、平和記念式典の参加者に対する「おもてなし

事業」を継続して行う。
②会員企業の協力を得て、献血支援活動を継続して行う。
③地区補助金（25万円）を活用し、車椅子ソフトボール支

援団体に車椅子ソフトボール用の車椅子を贈呈し、イ
ンクルーシブスポーツや障がい者理解のための普及啓
発のための奉仕活動を行う。

　
補足　②の献血支援活動と、③車椅子ソフトボール用車椅

子の贈呈については、2025年10月11日、12日に広島
みなと公園（宇品）で開催予定である車椅子ソフトボー
ルイベント会場にて、同一日に実施できるよう調整を
図りたい。

３．予算　500,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年度は、奉仕プロジェクト委員会の中で職業奉仕・

人間尊重・社会奉仕・国際奉仕の垣根を取り払い、会長
方針に沿って “志を同じくする仲間と共に” 持続可能な当
クラブらしい社会貢献のあり方の協議を主眼に活動する。
従来のプロジェクトは継続しつつ、将来への方向性も探
りたいと考えている。

２．計画
①古切手・書き損じハガキ(何れも未使用可)・外貨の収集

これらは「日本国際ボランティアセンター(JVC)」を通じ
て現金化され、途上国の恵まれない方々を支援する原
資に生まれ変わっている。会員の皆様にこれらのこと

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強委員会・
ロータリー情報委員会で連携し、それぞれの会員が例会を
楽しめること、会員相互の関係を強くすることを目指して
活動してまいります。

２．計画
①会員増強純増３名を目指すとともに、会員相互の連携

を密にして退会防止に力をいれてまいります。
②新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで

いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

③入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強、退会
防止をクラブの重要課題と位置づけ、委員会が中心となり、
会員の皆様のご協力を得ながら委員会活動を展開してま
いります。

２．計画
①本年度、純増３名を目標とします。
②会員相互の連携を密にし、退会防止に力を入れてまい

ります。
③入会候補者の例会への招待、入会後のフォローアップ

に取組みます。
③クラブ創立50周年に向けて、クラブが更に活性化して

いくために会員増強の必要性を会員の皆様にご理解、
ご協力をいただけるよう、クラブフォーラムなどで積
極的に情報発信をおこなっていきます。また、イン
フォーマルミーティングを必要に応じて随時開催して
いきます。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～

志を同じくする仲間と共に～」を踏まえ、新入会員へ分か
りやすくロータリー情報を提供していきます。また、3年
未満の会員を対象にロータリーの知識を楽しみながら深
めて頂く場を設け、あわせて、会員同士の親睦を深めて
いきます。

２．計画
①入会予定者に推薦者と訪問をし、ロータリーへの理解

を深めてもらえるよう面談・説明を行います。入会後
も継続的にフォローを取ります。

②入会予定者が例会にゲスト参加をされる際は、会長・
推薦者と共に入会へ向けて更に理解を深めてもらう場
を設けます。

③新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで
いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

④入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」

を踏まえ、楽しんで例会に参加し、楽しんで奉仕活動に
積極的に参加してもらえるよう取り組んでまいります。

また、会長方針で謳っておられるように、会員が求め
られる人財となり、それぞれの役割を発揮して、広島中
央ロータリークラブらしい奉仕活動を実施できるよう取
り組んでまいります。

２．計画　　
（1）職業奉仕委員会

①職場訪問例会を実施します。
②毎月第2例会において、4つのテスト及びロータリー

の行動規範を唱和し、会員の意識醸成に努めます。

③会員の健康保持のため、健康診断の斡旋を行います。
④職業奉仕の実践に貢献した優良従業員を会員より

募集し、表彰を行います。
⑤職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情

報交換ができないか検討していきます。

（2）人間尊重・社会奉仕委員会
①被爆80年となる本年8月6日に、参列者へのおもて

なし活動を実施します。
②会員企業と連携して献血活動を実施します。また、

他の事業と絡ませた献血活動が実施できるか検討
します。

③地区補助金を活用した事業を実施します。また、
次年度へ向けた地区補助金の申請を行います。

（3）国際奉仕委員会
①古切手、書損じハガキの回収を継続して行い、ＮＰ

Ｏ団体を通じて発展途上国の子供たちへ国際奉仕
活動を行います。

②創立50周年に向けて、広島中央ロータリークラブ
らしい国際奉仕活動は何ができるか、検討してい
きます。

（4）青少年奉仕・ローターアクト委員会
①ローターアクトクラブの例会や事業への参加、ＲＹ

ＬＡへ参加し青少年奉仕について効果的な活動を
検討、支援します。

②献血支援活動に協力する。
③今後のローターアクトクラブの在り方について検

討します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

を改めて周知し、理解を深めて協力を要請する。
②国際奉仕・支援活動

将来に向けて持続可能な奉仕活動の協議を実施する。
委員会やアンケートで意見を募り、可能であれば例会
でフォーラムを開催する。

③地区補助金を活用した支援事業
こちらも将来を鑑み、人間尊重・社会奉仕委員会と共
に検討する。

④姉妹クラブ・他クラブとの連携・交流
従来通りに推進する。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度から奉仕プロジェクト委員会内において青少年

奉仕とローターアクトが一本化し同じ委員会となります。
統一する事でこれまで行ってきた支援や活動に相乗効果
をもたらすよう、事業を進めてまいります。また広島中
央ローターアクトクラブは、来年設立10周年を迎えます。
そこに向け会員増強はもちろんの事、ローターアクトと
クラブメンバーとの親睦や連携もこれまで以上に図れる
よう努めてまいります。

２．計画
①2010年から継続しています「献血支援活動」を、会員・

会員の従業員の皆さんと共に協力して行う。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉

仕について効果的な活動を検討する。
③ローターアクトクラブがクラブ理念に沿って活発な活

動が出来るよう支援する
④ローターアクトクラブと我々提唱クラブとの更なる親

睦を深める
⑤ローターアクトクラブの会員増強に努める

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　950,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である『会員それぞれがクラブに対し「貢献す

る人材・役割理解・奉仕に取り組む」』を踏まえ、ロータリー
財団の設立目的である「世界で良いことをしよう」を実践
するために、クラブ会員の皆様へロータリー財団に対す
る理解を深め、協力をお願いする。

米山記念奨学会に関しても、海外と日本の架け橋とな
り将来国際社会で活躍する留学生の援助を目的として設
立された奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。

③奉仕活動
奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 １．方針
○会長方針は、会員それぞれがクラブに対し「貢献する人

材・役割理解・奉仕に取り組む」である。これらが実現
できるよう活動する。

○海外と日本の架け橋となり将来国際社会で活躍する留
学生の援助を目的として設立された米山記念奨学会の
理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。
③奉仕活動

奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

３．予算
一般会計　60,000円（印刷費等）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　
１．方針

本年度会長方針「例会を楽しく魅力あるクラブに ～志
を同じくする仲間と共に～」のもと、クラブの活動や魅力
をクラブ内外に発信し、親しみやすく活気あるクラブづ
くりに貢献します。

特に、ホームページを通じて例会や奉仕活動の様子を
積極的に発信し、広く周知を図ることで、クラブの魅力
向上と会員のつながりの深化を目指します。

２．計画
① ホームページの充実と更新の徹底

例会や奉仕活動の内容を迅速にホームページに掲載し、
クラブの雰囲気や楽しさが伝わるよう、また閲覧者に
とって見やすく、役立つ内容となるよう工夫します。
撮影は委員が交代で担当します。

② 活動記録の整理とデータ保管体制の整備
例会や奉仕活動に関する写真・資料等のデータを、NAS

（データ保管用ハードディスク）に適切に整理・保存し、
記録の共有と管理の効率化を図ります。将来的な活用
やクラブの歴史資料としても役立てます。

③ デジタル会報誌の作成・発行
昨年度に引き続き、デジタル会報誌を作成し、ホーム
ページに掲載します。また、数部については紙媒体で
も配布いたします。

④ メディアへの情報提供
クラブの奉仕活動や社会貢献に関する情報を、新聞や
地域メディア等へ積極的に提供し、地域社会への発信
力を高めます。タイミングを逃さず、事前の情報提供
を心がけます。

⑤ 「ロータリーの友」誌の紹介・投稿
「ロータリーの友」誌に掲載された記事の紹介や、適宜、
クラブからの投稿を行います。

⑥ マイロータリーの登録促進と活用支援
会員のマイロータリー登録を推進し、Eラーニング等の
機能を活用することで、ロータリアンとしての学びと
自己成長を支援します。

⑦ その他（クラブ50周年・認知度向上）
クラブ50周年に向け、委員会としてできることを検討
してまいります。あわせて、ロータリーの魅力、そし
て広島中央ロータリークラブの魅力を分かりやすく対

外に発信し、広島中央ロータリークラブの認知向上と
会員増強（リクルート）につながる取り組みを模索しま
す。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ及びローターアクトクラブの活動、地区、その

他ロータリーに関連する行事等について正確に記録し、
HPに掲載します。その他、対外発信も検討する予定です。

２．計画
①HP及び会報誌用に委員会メンバーで順番を決めて写真

撮影を行います。
②クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップロード

します。また、HPの情報の正確性等についてチェック
します。

③活動ごとの情報データをNAS（データ保管用ハードディ
スク）に保管します。

④MY ROTARYへの登録を促進します。
⑤クラブの奉仕活動やイベントに関する情報を事前にメ

ディアに提供します。
⑥デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配

布します。
⑦クラブ50周年に向けての取り組みを検討します。

３．予算
HP更新料　126,000円
ドメイン更新料　22,000円
月間システム管理料　976,800円
会報誌作成料　660,000円

合計　1,784,800円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
2025－26年度会長方針である、「例会を楽しく魅力あ

ふれるクラブに～志を同じくする仲間と共に」を前面に押
し出した運営方針を掲げます。コロナ禍前に入会した私は、
実際にロータリー活動を行ったという実感がありません。
今こそ三宅会長が掲げられている方針のもと１年間のク
ラブ運営管理を行ってまいります。

２．計画
プログラム委員会では組織満足度を高めるに以下の４

つ の キ ー ワ ー ド『Challenge・挑 戦』『Approve・承 認』
『Respect・尊敬』『Powerful・力強さ』この４つのキーワー
ド『CARP』を基本に①月間テーマに沿った魅力ある講師
の招致②会員相互の理解を深めるための会員卓話③金融
リテラシーを高められる講師の選定④ローターアクトと
の連携した卓話を行ってまいります。

SAA・出席委員会では「できる、できない」ではなく「や
るか、やらないか」ということで「とりあえずやる！」と
いう志をもって例会運営を行ってまいります。

親睦委員会では年６回の夜間例会・家族会を実施し、
ぜひ参加したいと思われる内容の例会を開催します。ま
た適宜、新入会員歓迎会を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「できる、できない」ではなく「やるか、やらないか」と

いうことで「とりあえずやる！」という志をもって委員会
運営を行なっていく。

２．計画
・月１回の例会配席シャッフル（様子見て慣れてきたら回

数を増やすかも）
・ニコニコ箱、例会出席の案内・お願いメールの配信
・ニコニコ箱、出席報告をする委員会メンバーが注目され

る設営、話す方も聞く方も会全体が明るく笑顔になれ
る発表方法。

・ニコニコ箱、目標投稿金額　500,000円/年

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～志を同

じくする仲間と共に～」に基づき、クラブ活動が楽しく笑
顔溢れる空間になるように取り組んでまいります。

親睦会・家族会・新入会員歓迎会などを魅力あふれる会
になるよう提案、運営する事により、会員同士の親睦を今
まで以上に深められるよう尽力します。

一年間を通してたくさんの笑顔に出会えるように、親睦
委員会で積極的に活動していきたいと思っております。

２．計画
①7月26日　夏の家族会・花火大会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
②10月3日　3RC合同夜間例会（ｼｪﾗﾄﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ広島）
③11月28日　創立４７周年記念夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃ
ﾙ広島）
④12月20日　クリスマス家族例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑤3月2日　夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑥6月22日　最終夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
※新入会員歓迎会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等　4,500,000円
会員記念日費用　　　   700,000円
他随時算出　
　　　　　　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長理念でもあります、「ロータリー活動の基本は『例

会』にある」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講
師を積極的に招致することで、会員同志の相互理解を深め、
新たな気付きの一助となるような、魅力あふれる例会に
してまいります。

また、組織満足度を高めるには以下の４つのキーワー
ドがあります。
『Challenge・挑戦』『Approve・承認』『Respect・尊敬』

『Powerful・力強さ』
新たなことへ挑戦し、お互いを尊敬・承認しあい、力

強く行動していく事が重要と考えており、この４つのキー

ワード『CARP』を基本方針に組み入れてまいります。

２．計画
・可能な限り、月間テーマに沿った卓話となるように、ク

ラブ会員の皆様に協力していただき、魅力ある講師を
招致いたします。

・お互いの相互理解を深めるためには、まず、お互いのこ
とを「知る」ことが必要であります。そのためにも、積
極的に会員卓話を取り入れ、自らを知ってもらう行動
をお願いしていきます。

・私自身が金融業であることから、その特性を活かし、会
員の皆様が金融リテラシーを高めれるような卓話講師
を招致いたします。

・ローターアクトの次期会長が弊社社員であることから、
アクトと連携した卓話を実施いたします。

・その他、様々なことに挑戦してまいりますので、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会計委員は引き続き、理事・役員と予算に関する情報

を共有し、密に連携しながら透明性の高い予算編成に努
めます。加えて、財務状況の変化に柔軟に対応できる体
制を整えてまいります。

２．計画
コロナ禍からの回復が進み、各委員会の活動も本格化

してきました。今後は、より積極的な事業展開が見込ま
れるため、各理事・委員長には2024‒2025年度の実績を
参考にしつつ、2025‒2026年度の事業計画に即した予算
案を早期に立案していただきたいと考えております。予
算管理においては、適切な見直しを行いながら、効率的
かつ健全な財務運営を目指します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本基金は、クラブ創立10周年記念事業の一つとして、「広

島中央ロータリークラブ国際交流基金」（当初500万円）
を創設されました。

当初は、基金から発生する運用収益等をもって広く国
際交流への支援を行うことを目的に創設され、現在は
1,000万円の基金を理事会が指定する金融機関等に預託し
て年間に発生する運用収益から国際交流への支援のため
に運営することになっています。

昨今は、金利のある時代に戻りつつありますが、日本
銀行のゼロ金利政策以降、基金の運用をもって目的を達
成することは困難な状態続いております。

つきましては、本制度の趣旨を踏まえて、目的の達成
のために運営方法の変更を検討して参ります。

２．計画
① 運営方法の変更のために規約の改正等を理事会で検討

します。
② 奉仕プロジェクト委員会と連携して、国際交流支援の

具体的な活動計画も含めて検討して参ります。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
創立50周年に向けたクラブ方針を掲げ、中期的な戦略

や会員数の適正人数目標を明確にする。人生100年に時代
に向け如何に健康で長生きするか。また奉仕に関しては、
国際奉仕の在り方に関して中長期的なビジョンを立案し、
今後の広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動
に関して協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立50周年に向け、クラブ方針の立案
②クラブの中期計画を策定する。
③人生100年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信

をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討す
る。

④現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。

３．予算　80,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　　
１．方針

がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり、
2023年度の統計では男性24.7%、女性17.2%である。一方、
がんの診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率
は上昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。
本クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積
極的に取り組み、がん二次予防としてのがん検診率は本
人ならびに家族では80%以上と成果が認められている。現
在は、男女ともに約2人に一人ががんに罹患する確率であ
る。検診による早期発見とともに、がん罹患者とその家
族の包括的なケアの重要性が期待されている。

がんのみならず、高齢者の健康寿命延伸は近年の重要
な課題である。広島県の健康寿命年齢は2022年の統計では、
男性72.13歳（全国34位）、女性75.85歳（全国13位）であり、
平均寿命との差は男性9.82年、女性12.31年と健康寿命と
の差を縮めることが求められている。健康寿命延伸に対
しては、生活習慣の改善による、生活習慣病の予防と早
期発見・早期治療介入、重症化予防、介護予防が大切であり、
特に若い時期からの適切な生活習慣の定着が重要である。
生活習慣の多くの項目はがん予防12か条プラス1とほぼ重
複しているため、がん予防の生活習慣は健康寿命延伸の
生活習慣に繋がるものである。

健康寿命延伸に関して、がん検診を含めた生活習慣に
対するアンケート調査による評価を行い、健康寿命延伸
とがん予防に対する意識ならびに生活習慣に対する問題
点を把握し、生活習慣病の予防啓発の向上を目的とする。
また、がん罹患患者とその家族の包括的ケアとしての「が
んケアリング」に対しての意識とケアリングセンター設置
に向けての調査を行う。

２．計画
1)健康寿命延伸のための生活習慣ならびにがん検診に対し

ての質問紙調査
2)解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
3)がんケアリングに向けた意識調査
4)健康寿命延伸、がん予防、がんケアリングに向けた卓話

の企画

３．予算
調査印刷費　20,000円
郵送費　　　20,000円　　　　　　　合計　40,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

クラブ広報委員会

理事・委員長　政岡　誠二

公共イメージ

委員長　長場　誠



１．方針
職業奉仕の立場から、三宅会長の方針に基き会員が職業

や社会生活を通じて職業奉仕とは何かを模索し、それぞれ
の職業を通じた地域社会に奉仕を行っているという実感が
少しでも持てるような取り組みを行いたいと思います。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標

である「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」
の唱和をそれぞれ毎月交互に委員会全員で実施する。

②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施する。
③ロータリーの職業倫理を学び合う機会又職業スキルの

向上の為、会員卓話を要望により図る。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進の為、随

時健康診断を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の表彰を要

望により行う。
⑥職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情報交

換ができないか検討していく。

３．予算
一般会計　　　　 70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」の会長方針を踏

まえ、ロータリアンとしての奉仕活動を通じて、会員同
士のつながりを深め、地域社会へのクラブの認知度と親
しみを高められるよう取り組みたいと思います。

２．計画
①８月６日、平和記念式典の参加者に対する「おもてなし

事業」を継続して行う。
②会員企業の協力を得て、献血支援活動を継続して行う。
③地区補助金（25万円）を活用し、車椅子ソフトボール支

援団体に車椅子ソフトボール用の車椅子を贈呈し、イ
ンクルーシブスポーツや障がい者理解のための普及啓
発のための奉仕活動を行う。

　
補足　②の献血支援活動と、③車椅子ソフトボール用車椅

子の贈呈については、2025年10月11日、12日に広島
みなと公園（宇品）で開催予定である車椅子ソフトボー
ルイベント会場にて、同一日に実施できるよう調整を
図りたい。

３．予算　500,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年度は、奉仕プロジェクト委員会の中で職業奉仕・

人間尊重・社会奉仕・国際奉仕の垣根を取り払い、会長
方針に沿って “志を同じくする仲間と共に” 持続可能な当
クラブらしい社会貢献のあり方の協議を主眼に活動する。
従来のプロジェクトは継続しつつ、将来への方向性も探
りたいと考えている。

２．計画
①古切手・書き損じハガキ(何れも未使用可)・外貨の収集

これらは「日本国際ボランティアセンター(JVC)」を通じ
て現金化され、途上国の恵まれない方々を支援する原
資に生まれ変わっている。会員の皆様にこれらのこと

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強委員会・
ロータリー情報委員会で連携し、それぞれの会員が例会を
楽しめること、会員相互の関係を強くすることを目指して
活動してまいります。

２．計画
①会員増強純増３名を目指すとともに、会員相互の連携

を密にして退会防止に力をいれてまいります。
②新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで

いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

③入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強、退会
防止をクラブの重要課題と位置づけ、委員会が中心となり、
会員の皆様のご協力を得ながら委員会活動を展開してま
いります。

２．計画
①本年度、純増３名を目標とします。
②会員相互の連携を密にし、退会防止に力を入れてまい

ります。
③入会候補者の例会への招待、入会後のフォローアップ

に取組みます。
③クラブ創立50周年に向けて、クラブが更に活性化して

いくために会員増強の必要性を会員の皆様にご理解、
ご協力をいただけるよう、クラブフォーラムなどで積
極的に情報発信をおこなっていきます。また、イン
フォーマルミーティングを必要に応じて随時開催して
いきます。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～

志を同じくする仲間と共に～」を踏まえ、新入会員へ分か
りやすくロータリー情報を提供していきます。また、3年
未満の会員を対象にロータリーの知識を楽しみながら深
めて頂く場を設け、あわせて、会員同士の親睦を深めて
いきます。

２．計画
①入会予定者に推薦者と訪問をし、ロータリーへの理解

を深めてもらえるよう面談・説明を行います。入会後
も継続的にフォローを取ります。

②入会予定者が例会にゲスト参加をされる際は、会長・
推薦者と共に入会へ向けて更に理解を深めてもらう場
を設けます。

③新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで
いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

④入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」

を踏まえ、楽しんで例会に参加し、楽しんで奉仕活動に
積極的に参加してもらえるよう取り組んでまいります。

また、会長方針で謳っておられるように、会員が求め
られる人財となり、それぞれの役割を発揮して、広島中
央ロータリークラブらしい奉仕活動を実施できるよう取
り組んでまいります。

２．計画　　
（1）職業奉仕委員会

①職場訪問例会を実施します。
②毎月第2例会において、4つのテスト及びロータリー

の行動規範を唱和し、会員の意識醸成に努めます。

③会員の健康保持のため、健康診断の斡旋を行います。
④職業奉仕の実践に貢献した優良従業員を会員より

募集し、表彰を行います。
⑤職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情

報交換ができないか検討していきます。

（2）人間尊重・社会奉仕委員会
①被爆80年となる本年8月6日に、参列者へのおもて

なし活動を実施します。
②会員企業と連携して献血活動を実施します。また、

他の事業と絡ませた献血活動が実施できるか検討
します。

③地区補助金を活用した事業を実施します。また、
次年度へ向けた地区補助金の申請を行います。

（3）国際奉仕委員会
①古切手、書損じハガキの回収を継続して行い、ＮＰ

Ｏ団体を通じて発展途上国の子供たちへ国際奉仕
活動を行います。

②創立50周年に向けて、広島中央ロータリークラブ
らしい国際奉仕活動は何ができるか、検討してい
きます。

（4）青少年奉仕・ローターアクト委員会
①ローターアクトクラブの例会や事業への参加、ＲＹ

ＬＡへ参加し青少年奉仕について効果的な活動を
検討、支援します。

②献血支援活動に協力する。
③今後のローターアクトクラブの在り方について検

討します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

を改めて周知し、理解を深めて協力を要請する。
②国際奉仕・支援活動

将来に向けて持続可能な奉仕活動の協議を実施する。
委員会やアンケートで意見を募り、可能であれば例会
でフォーラムを開催する。

③地区補助金を活用した支援事業
こちらも将来を鑑み、人間尊重・社会奉仕委員会と共
に検討する。

④姉妹クラブ・他クラブとの連携・交流
従来通りに推進する。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度から奉仕プロジェクト委員会内において青少年

奉仕とローターアクトが一本化し同じ委員会となります。
統一する事でこれまで行ってきた支援や活動に相乗効果
をもたらすよう、事業を進めてまいります。また広島中
央ローターアクトクラブは、来年設立10周年を迎えます。
そこに向け会員増強はもちろんの事、ローターアクトと
クラブメンバーとの親睦や連携もこれまで以上に図れる
よう努めてまいります。

２．計画
①2010年から継続しています「献血支援活動」を、会員・

会員の従業員の皆さんと共に協力して行う。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉

仕について効果的な活動を検討する。
③ローターアクトクラブがクラブ理念に沿って活発な活

動が出来るよう支援する
④ローターアクトクラブと我々提唱クラブとの更なる親

睦を深める
⑤ローターアクトクラブの会員増強に努める

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　950,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である『会員それぞれがクラブに対し「貢献す

る人材・役割理解・奉仕に取り組む」』を踏まえ、ロータリー
財団の設立目的である「世界で良いことをしよう」を実践
するために、クラブ会員の皆様へロータリー財団に対す
る理解を深め、協力をお願いする。

米山記念奨学会に関しても、海外と日本の架け橋とな
り将来国際社会で活躍する留学生の援助を目的として設
立された奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。

③奉仕活動
奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 １．方針
○会長方針は、会員それぞれがクラブに対し「貢献する人

材・役割理解・奉仕に取り組む」である。これらが実現
できるよう活動する。

○海外と日本の架け橋となり将来国際社会で活躍する留
学生の援助を目的として設立された米山記念奨学会の
理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。
③奉仕活動

奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

３．予算
一般会計　60,000円（印刷費等）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　
１．方針

本年度会長方針「例会を楽しく魅力あるクラブに ～志
を同じくする仲間と共に～」のもと、クラブの活動や魅力
をクラブ内外に発信し、親しみやすく活気あるクラブづ
くりに貢献します。

特に、ホームページを通じて例会や奉仕活動の様子を
積極的に発信し、広く周知を図ることで、クラブの魅力
向上と会員のつながりの深化を目指します。

２．計画
① ホームページの充実と更新の徹底

例会や奉仕活動の内容を迅速にホームページに掲載し、
クラブの雰囲気や楽しさが伝わるよう、また閲覧者に
とって見やすく、役立つ内容となるよう工夫します。
撮影は委員が交代で担当します。

② 活動記録の整理とデータ保管体制の整備
例会や奉仕活動に関する写真・資料等のデータを、NAS

（データ保管用ハードディスク）に適切に整理・保存し、
記録の共有と管理の効率化を図ります。将来的な活用
やクラブの歴史資料としても役立てます。

③ デジタル会報誌の作成・発行
昨年度に引き続き、デジタル会報誌を作成し、ホーム
ページに掲載します。また、数部については紙媒体で
も配布いたします。

④ メディアへの情報提供
クラブの奉仕活動や社会貢献に関する情報を、新聞や
地域メディア等へ積極的に提供し、地域社会への発信
力を高めます。タイミングを逃さず、事前の情報提供
を心がけます。

⑤ 「ロータリーの友」誌の紹介・投稿
「ロータリーの友」誌に掲載された記事の紹介や、適宜、
クラブからの投稿を行います。

⑥ マイロータリーの登録促進と活用支援
会員のマイロータリー登録を推進し、Eラーニング等の
機能を活用することで、ロータリアンとしての学びと
自己成長を支援します。

⑦ その他（クラブ50周年・認知度向上）
クラブ50周年に向け、委員会としてできることを検討
してまいります。あわせて、ロータリーの魅力、そし
て広島中央ロータリークラブの魅力を分かりやすく対

外に発信し、広島中央ロータリークラブの認知向上と
会員増強（リクルート）につながる取り組みを模索しま
す。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ及びローターアクトクラブの活動、地区、その

他ロータリーに関連する行事等について正確に記録し、
HPに掲載します。その他、対外発信も検討する予定です。

２．計画
①HP及び会報誌用に委員会メンバーで順番を決めて写真

撮影を行います。
②クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップロード

します。また、HPの情報の正確性等についてチェック
します。

③活動ごとの情報データをNAS（データ保管用ハードディ
スク）に保管します。

④MY ROTARYへの登録を促進します。
⑤クラブの奉仕活動やイベントに関する情報を事前にメ

ディアに提供します。
⑥デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配

布します。
⑦クラブ50周年に向けての取り組みを検討します。

３．予算
HP更新料　126,000円
ドメイン更新料　22,000円
月間システム管理料　976,800円
会報誌作成料　660,000円

合計　1,784,800円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
2025－26年度会長方針である、「例会を楽しく魅力あ

ふれるクラブに～志を同じくする仲間と共に」を前面に押
し出した運営方針を掲げます。コロナ禍前に入会した私は、
実際にロータリー活動を行ったという実感がありません。
今こそ三宅会長が掲げられている方針のもと１年間のク
ラブ運営管理を行ってまいります。

２．計画
プログラム委員会では組織満足度を高めるに以下の４

つ の キ ー ワ ー ド『Challenge・挑 戦』『Approve・承 認』
『Respect・尊敬』『Powerful・力強さ』この４つのキーワー
ド『CARP』を基本に①月間テーマに沿った魅力ある講師
の招致②会員相互の理解を深めるための会員卓話③金融
リテラシーを高められる講師の選定④ローターアクトと
の連携した卓話を行ってまいります。

SAA・出席委員会では「できる、できない」ではなく「や
るか、やらないか」ということで「とりあえずやる！」と
いう志をもって例会運営を行ってまいります。

親睦委員会では年６回の夜間例会・家族会を実施し、
ぜひ参加したいと思われる内容の例会を開催します。ま
た適宜、新入会員歓迎会を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「できる、できない」ではなく「やるか、やらないか」と

いうことで「とりあえずやる！」という志をもって委員会
運営を行なっていく。

２．計画
・月１回の例会配席シャッフル（様子見て慣れてきたら回

数を増やすかも）
・ニコニコ箱、例会出席の案内・お願いメールの配信
・ニコニコ箱、出席報告をする委員会メンバーが注目され

る設営、話す方も聞く方も会全体が明るく笑顔になれ
る発表方法。

・ニコニコ箱、目標投稿金額　500,000円/年

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～志を同

じくする仲間と共に～」に基づき、クラブ活動が楽しく笑
顔溢れる空間になるように取り組んでまいります。

親睦会・家族会・新入会員歓迎会などを魅力あふれる会
になるよう提案、運営する事により、会員同士の親睦を今
まで以上に深められるよう尽力します。

一年間を通してたくさんの笑顔に出会えるように、親睦
委員会で積極的に活動していきたいと思っております。

２．計画
①7月26日　夏の家族会・花火大会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
②10月3日　3RC合同夜間例会（ｼｪﾗﾄﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ広島）
③11月28日　創立４７周年記念夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃ
ﾙ広島）
④12月20日　クリスマス家族例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑤3月2日　夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑥6月22日　最終夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
※新入会員歓迎会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等　4,500,000円
会員記念日費用　　　   700,000円
他随時算出　
　　　　　　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長理念でもあります、「ロータリー活動の基本は『例

会』にある」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講
師を積極的に招致することで、会員同志の相互理解を深め、
新たな気付きの一助となるような、魅力あふれる例会に
してまいります。

また、組織満足度を高めるには以下の４つのキーワー
ドがあります。
『Challenge・挑戦』『Approve・承認』『Respect・尊敬』

『Powerful・力強さ』
新たなことへ挑戦し、お互いを尊敬・承認しあい、力

強く行動していく事が重要と考えており、この４つのキー

ワード『CARP』を基本方針に組み入れてまいります。

２．計画
・可能な限り、月間テーマに沿った卓話となるように、ク

ラブ会員の皆様に協力していただき、魅力ある講師を
招致いたします。

・お互いの相互理解を深めるためには、まず、お互いのこ
とを「知る」ことが必要であります。そのためにも、積
極的に会員卓話を取り入れ、自らを知ってもらう行動
をお願いしていきます。

・私自身が金融業であることから、その特性を活かし、会
員の皆様が金融リテラシーを高めれるような卓話講師
を招致いたします。

・ローターアクトの次期会長が弊社社員であることから、
アクトと連携した卓話を実施いたします。

・その他、様々なことに挑戦してまいりますので、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会計委員は引き続き、理事・役員と予算に関する情報

を共有し、密に連携しながら透明性の高い予算編成に努
めます。加えて、財務状況の変化に柔軟に対応できる体
制を整えてまいります。

２．計画
コロナ禍からの回復が進み、各委員会の活動も本格化

してきました。今後は、より積極的な事業展開が見込ま
れるため、各理事・委員長には2024‒2025年度の実績を
参考にしつつ、2025‒2026年度の事業計画に即した予算
案を早期に立案していただきたいと考えております。予
算管理においては、適切な見直しを行いながら、効率的
かつ健全な財務運営を目指します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本基金は、クラブ創立10周年記念事業の一つとして、「広

島中央ロータリークラブ国際交流基金」（当初500万円）
を創設されました。

当初は、基金から発生する運用収益等をもって広く国
際交流への支援を行うことを目的に創設され、現在は
1,000万円の基金を理事会が指定する金融機関等に預託し
て年間に発生する運用収益から国際交流への支援のため
に運営することになっています。

昨今は、金利のある時代に戻りつつありますが、日本
銀行のゼロ金利政策以降、基金の運用をもって目的を達
成することは困難な状態続いております。

つきましては、本制度の趣旨を踏まえて、目的の達成
のために運営方法の変更を検討して参ります。

２．計画
① 運営方法の変更のために規約の改正等を理事会で検討

します。
② 奉仕プロジェクト委員会と連携して、国際交流支援の

具体的な活動計画も含めて検討して参ります。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
創立50周年に向けたクラブ方針を掲げ、中期的な戦略

や会員数の適正人数目標を明確にする。人生100年に時代
に向け如何に健康で長生きするか。また奉仕に関しては、
国際奉仕の在り方に関して中長期的なビジョンを立案し、
今後の広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動
に関して協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立50周年に向け、クラブ方針の立案
②クラブの中期計画を策定する。
③人生100年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信

をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討す
る。

④現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。

３．予算　80,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　　
１．方針

がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり、
2023年度の統計では男性24.7%、女性17.2%である。一方、
がんの診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率
は上昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。
本クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積
極的に取り組み、がん二次予防としてのがん検診率は本
人ならびに家族では80%以上と成果が認められている。現
在は、男女ともに約2人に一人ががんに罹患する確率であ
る。検診による早期発見とともに、がん罹患者とその家
族の包括的なケアの重要性が期待されている。

がんのみならず、高齢者の健康寿命延伸は近年の重要
な課題である。広島県の健康寿命年齢は2022年の統計では、
男性72.13歳（全国34位）、女性75.85歳（全国13位）であり、
平均寿命との差は男性9.82年、女性12.31年と健康寿命と
の差を縮めることが求められている。健康寿命延伸に対
しては、生活習慣の改善による、生活習慣病の予防と早
期発見・早期治療介入、重症化予防、介護予防が大切であり、
特に若い時期からの適切な生活習慣の定着が重要である。
生活習慣の多くの項目はがん予防12か条プラス1とほぼ重
複しているため、がん予防の生活習慣は健康寿命延伸の
生活習慣に繋がるものである。

健康寿命延伸に関して、がん検診を含めた生活習慣に
対するアンケート調査による評価を行い、健康寿命延伸
とがん予防に対する意識ならびに生活習慣に対する問題
点を把握し、生活習慣病の予防啓発の向上を目的とする。
また、がん罹患患者とその家族の包括的ケアとしての「が
んケアリング」に対しての意識とケアリングセンター設置
に向けての調査を行う。

２．計画
1)健康寿命延伸のための生活習慣ならびにがん検診に対し

ての質問紙調査
2)解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
3)がんケアリングに向けた意識調査
4)健康寿命延伸、がん予防、がんケアリングに向けた卓話

の企画

３．予算
調査印刷費　20,000円
郵送費　　　20,000円　　　　　　　合計　40,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

Ｓ.Ａ.Ａ.・出　席

 委員長　沖本　賴政

クラブ管理運営委員会

理事・委員長　宮下　佳昌

親　睦

委員長　平瀬　春男

プログラム

委員長　大田　由孝



１．方針
職業奉仕の立場から、三宅会長の方針に基き会員が職業

や社会生活を通じて職業奉仕とは何かを模索し、それぞれ
の職業を通じた地域社会に奉仕を行っているという実感が
少しでも持てるような取り組みを行いたいと思います。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標

である「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」
の唱和をそれぞれ毎月交互に委員会全員で実施する。

②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施する。
③ロータリーの職業倫理を学び合う機会又職業スキルの

向上の為、会員卓話を要望により図る。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進の為、随

時健康診断を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の表彰を要

望により行う。
⑥職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情報交

換ができないか検討していく。

３．予算
一般会計　　　　 70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」の会長方針を踏

まえ、ロータリアンとしての奉仕活動を通じて、会員同
士のつながりを深め、地域社会へのクラブの認知度と親
しみを高められるよう取り組みたいと思います。

２．計画
①８月６日、平和記念式典の参加者に対する「おもてなし

事業」を継続して行う。
②会員企業の協力を得て、献血支援活動を継続して行う。
③地区補助金（25万円）を活用し、車椅子ソフトボール支

援団体に車椅子ソフトボール用の車椅子を贈呈し、イ
ンクルーシブスポーツや障がい者理解のための普及啓
発のための奉仕活動を行う。

　
補足　②の献血支援活動と、③車椅子ソフトボール用車椅

子の贈呈については、2025年10月11日、12日に広島
みなと公園（宇品）で開催予定である車椅子ソフトボー
ルイベント会場にて、同一日に実施できるよう調整を
図りたい。

３．予算　500,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年度は、奉仕プロジェクト委員会の中で職業奉仕・

人間尊重・社会奉仕・国際奉仕の垣根を取り払い、会長
方針に沿って “志を同じくする仲間と共に” 持続可能な当
クラブらしい社会貢献のあり方の協議を主眼に活動する。
従来のプロジェクトは継続しつつ、将来への方向性も探
りたいと考えている。

２．計画
①古切手・書き損じハガキ(何れも未使用可)・外貨の収集

これらは「日本国際ボランティアセンター(JVC)」を通じ
て現金化され、途上国の恵まれない方々を支援する原
資に生まれ変わっている。会員の皆様にこれらのこと

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強委員会・
ロータリー情報委員会で連携し、それぞれの会員が例会を
楽しめること、会員相互の関係を強くすることを目指して
活動してまいります。

２．計画
①会員増強純増３名を目指すとともに、会員相互の連携

を密にして退会防止に力をいれてまいります。
②新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで

いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

③入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強、退会
防止をクラブの重要課題と位置づけ、委員会が中心となり、
会員の皆様のご協力を得ながら委員会活動を展開してま
いります。

２．計画
①本年度、純増３名を目標とします。
②会員相互の連携を密にし、退会防止に力を入れてまい

ります。
③入会候補者の例会への招待、入会後のフォローアップ

に取組みます。
③クラブ創立50周年に向けて、クラブが更に活性化して

いくために会員増強の必要性を会員の皆様にご理解、
ご協力をいただけるよう、クラブフォーラムなどで積
極的に情報発信をおこなっていきます。また、イン
フォーマルミーティングを必要に応じて随時開催して
いきます。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～

志を同じくする仲間と共に～」を踏まえ、新入会員へ分か
りやすくロータリー情報を提供していきます。また、3年
未満の会員を対象にロータリーの知識を楽しみながら深
めて頂く場を設け、あわせて、会員同士の親睦を深めて
いきます。

２．計画
①入会予定者に推薦者と訪問をし、ロータリーへの理解

を深めてもらえるよう面談・説明を行います。入会後
も継続的にフォローを取ります。

②入会予定者が例会にゲスト参加をされる際は、会長・
推薦者と共に入会へ向けて更に理解を深めてもらう場
を設けます。

③新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで
いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

④入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」

を踏まえ、楽しんで例会に参加し、楽しんで奉仕活動に
積極的に参加してもらえるよう取り組んでまいります。

また、会長方針で謳っておられるように、会員が求め
られる人財となり、それぞれの役割を発揮して、広島中
央ロータリークラブらしい奉仕活動を実施できるよう取
り組んでまいります。

２．計画　　
（1）職業奉仕委員会

①職場訪問例会を実施します。
②毎月第2例会において、4つのテスト及びロータリー

の行動規範を唱和し、会員の意識醸成に努めます。

③会員の健康保持のため、健康診断の斡旋を行います。
④職業奉仕の実践に貢献した優良従業員を会員より

募集し、表彰を行います。
⑤職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情

報交換ができないか検討していきます。

（2）人間尊重・社会奉仕委員会
①被爆80年となる本年8月6日に、参列者へのおもて

なし活動を実施します。
②会員企業と連携して献血活動を実施します。また、

他の事業と絡ませた献血活動が実施できるか検討
します。

③地区補助金を活用した事業を実施します。また、
次年度へ向けた地区補助金の申請を行います。

（3）国際奉仕委員会
①古切手、書損じハガキの回収を継続して行い、ＮＰ

Ｏ団体を通じて発展途上国の子供たちへ国際奉仕
活動を行います。

②創立50周年に向けて、広島中央ロータリークラブ
らしい国際奉仕活動は何ができるか、検討してい
きます。

（4）青少年奉仕・ローターアクト委員会
①ローターアクトクラブの例会や事業への参加、ＲＹ

ＬＡへ参加し青少年奉仕について効果的な活動を
検討、支援します。

②献血支援活動に協力する。
③今後のローターアクトクラブの在り方について検

討します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

を改めて周知し、理解を深めて協力を要請する。
②国際奉仕・支援活動

将来に向けて持続可能な奉仕活動の協議を実施する。
委員会やアンケートで意見を募り、可能であれば例会
でフォーラムを開催する。

③地区補助金を活用した支援事業
こちらも将来を鑑み、人間尊重・社会奉仕委員会と共
に検討する。

④姉妹クラブ・他クラブとの連携・交流
従来通りに推進する。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度から奉仕プロジェクト委員会内において青少年

奉仕とローターアクトが一本化し同じ委員会となります。
統一する事でこれまで行ってきた支援や活動に相乗効果
をもたらすよう、事業を進めてまいります。また広島中
央ローターアクトクラブは、来年設立10周年を迎えます。
そこに向け会員増強はもちろんの事、ローターアクトと
クラブメンバーとの親睦や連携もこれまで以上に図れる
よう努めてまいります。

２．計画
①2010年から継続しています「献血支援活動」を、会員・

会員の従業員の皆さんと共に協力して行う。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉

仕について効果的な活動を検討する。
③ローターアクトクラブがクラブ理念に沿って活発な活

動が出来るよう支援する
④ローターアクトクラブと我々提唱クラブとの更なる親

睦を深める
⑤ローターアクトクラブの会員増強に努める

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　950,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である『会員それぞれがクラブに対し「貢献す

る人材・役割理解・奉仕に取り組む」』を踏まえ、ロータリー
財団の設立目的である「世界で良いことをしよう」を実践
するために、クラブ会員の皆様へロータリー財団に対す
る理解を深め、協力をお願いする。

米山記念奨学会に関しても、海外と日本の架け橋とな
り将来国際社会で活躍する留学生の援助を目的として設
立された奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。

③奉仕活動
奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 １．方針
○会長方針は、会員それぞれがクラブに対し「貢献する人

材・役割理解・奉仕に取り組む」である。これらが実現
できるよう活動する。

○海外と日本の架け橋となり将来国際社会で活躍する留
学生の援助を目的として設立された米山記念奨学会の
理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。
③奉仕活動

奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

３．予算
一般会計　60,000円（印刷費等）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　
１．方針

本年度会長方針「例会を楽しく魅力あるクラブに ～志
を同じくする仲間と共に～」のもと、クラブの活動や魅力
をクラブ内外に発信し、親しみやすく活気あるクラブづ
くりに貢献します。

特に、ホームページを通じて例会や奉仕活動の様子を
積極的に発信し、広く周知を図ることで、クラブの魅力
向上と会員のつながりの深化を目指します。

２．計画
① ホームページの充実と更新の徹底

例会や奉仕活動の内容を迅速にホームページに掲載し、
クラブの雰囲気や楽しさが伝わるよう、また閲覧者に
とって見やすく、役立つ内容となるよう工夫します。
撮影は委員が交代で担当します。

② 活動記録の整理とデータ保管体制の整備
例会や奉仕活動に関する写真・資料等のデータを、NAS

（データ保管用ハードディスク）に適切に整理・保存し、
記録の共有と管理の効率化を図ります。将来的な活用
やクラブの歴史資料としても役立てます。

③ デジタル会報誌の作成・発行
昨年度に引き続き、デジタル会報誌を作成し、ホーム
ページに掲載します。また、数部については紙媒体で
も配布いたします。

④ メディアへの情報提供
クラブの奉仕活動や社会貢献に関する情報を、新聞や
地域メディア等へ積極的に提供し、地域社会への発信
力を高めます。タイミングを逃さず、事前の情報提供
を心がけます。

⑤ 「ロータリーの友」誌の紹介・投稿
「ロータリーの友」誌に掲載された記事の紹介や、適宜、
クラブからの投稿を行います。

⑥ マイロータリーの登録促進と活用支援
会員のマイロータリー登録を推進し、Eラーニング等の
機能を活用することで、ロータリアンとしての学びと
自己成長を支援します。

⑦ その他（クラブ50周年・認知度向上）
クラブ50周年に向け、委員会としてできることを検討
してまいります。あわせて、ロータリーの魅力、そし
て広島中央ロータリークラブの魅力を分かりやすく対

外に発信し、広島中央ロータリークラブの認知向上と
会員増強（リクルート）につながる取り組みを模索しま
す。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ及びローターアクトクラブの活動、地区、その

他ロータリーに関連する行事等について正確に記録し、
HPに掲載します。その他、対外発信も検討する予定です。

２．計画
①HP及び会報誌用に委員会メンバーで順番を決めて写真

撮影を行います。
②クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップロード

します。また、HPの情報の正確性等についてチェック
します。

③活動ごとの情報データをNAS（データ保管用ハードディ
スク）に保管します。

④MY ROTARYへの登録を促進します。
⑤クラブの奉仕活動やイベントに関する情報を事前にメ

ディアに提供します。
⑥デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配

布します。
⑦クラブ50周年に向けての取り組みを検討します。

３．予算
HP更新料　126,000円
ドメイン更新料　22,000円
月間システム管理料　976,800円
会報誌作成料　660,000円

合計　1,784,800円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
2025－26年度会長方針である、「例会を楽しく魅力あ

ふれるクラブに～志を同じくする仲間と共に」を前面に押
し出した運営方針を掲げます。コロナ禍前に入会した私は、
実際にロータリー活動を行ったという実感がありません。
今こそ三宅会長が掲げられている方針のもと１年間のク
ラブ運営管理を行ってまいります。

２．計画
プログラム委員会では組織満足度を高めるに以下の４

つ の キ ー ワ ー ド『Challenge・挑 戦』『Approve・承 認』
『Respect・尊敬』『Powerful・力強さ』この４つのキーワー
ド『CARP』を基本に①月間テーマに沿った魅力ある講師
の招致②会員相互の理解を深めるための会員卓話③金融
リテラシーを高められる講師の選定④ローターアクトと
の連携した卓話を行ってまいります。

SAA・出席委員会では「できる、できない」ではなく「や
るか、やらないか」ということで「とりあえずやる！」と
いう志をもって例会運営を行ってまいります。

親睦委員会では年６回の夜間例会・家族会を実施し、
ぜひ参加したいと思われる内容の例会を開催します。ま
た適宜、新入会員歓迎会を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「できる、できない」ではなく「やるか、やらないか」と

いうことで「とりあえずやる！」という志をもって委員会
運営を行なっていく。

２．計画
・月１回の例会配席シャッフル（様子見て慣れてきたら回

数を増やすかも）
・ニコニコ箱、例会出席の案内・お願いメールの配信
・ニコニコ箱、出席報告をする委員会メンバーが注目され

る設営、話す方も聞く方も会全体が明るく笑顔になれ
る発表方法。

・ニコニコ箱、目標投稿金額　500,000円/年

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～志を同

じくする仲間と共に～」に基づき、クラブ活動が楽しく笑
顔溢れる空間になるように取り組んでまいります。

親睦会・家族会・新入会員歓迎会などを魅力あふれる会
になるよう提案、運営する事により、会員同士の親睦を今
まで以上に深められるよう尽力します。

一年間を通してたくさんの笑顔に出会えるように、親睦
委員会で積極的に活動していきたいと思っております。

２．計画
①7月26日　夏の家族会・花火大会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
②10月3日　3RC合同夜間例会（ｼｪﾗﾄﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ広島）
③11月28日　創立４７周年記念夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃ
ﾙ広島）
④12月20日　クリスマス家族例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑤3月2日　夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑥6月22日　最終夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
※新入会員歓迎会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等　4,500,000円
会員記念日費用　　　   700,000円
他随時算出　
　　　　　　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長理念でもあります、「ロータリー活動の基本は『例

会』にある」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講
師を積極的に招致することで、会員同志の相互理解を深め、
新たな気付きの一助となるような、魅力あふれる例会に
してまいります。

また、組織満足度を高めるには以下の４つのキーワー
ドがあります。
『Challenge・挑戦』『Approve・承認』『Respect・尊敬』

『Powerful・力強さ』
新たなことへ挑戦し、お互いを尊敬・承認しあい、力

強く行動していく事が重要と考えており、この４つのキー

ワード『CARP』を基本方針に組み入れてまいります。

２．計画
・可能な限り、月間テーマに沿った卓話となるように、ク

ラブ会員の皆様に協力していただき、魅力ある講師を
招致いたします。

・お互いの相互理解を深めるためには、まず、お互いのこ
とを「知る」ことが必要であります。そのためにも、積
極的に会員卓話を取り入れ、自らを知ってもらう行動
をお願いしていきます。

・私自身が金融業であることから、その特性を活かし、会
員の皆様が金融リテラシーを高めれるような卓話講師
を招致いたします。

・ローターアクトの次期会長が弊社社員であることから、
アクトと連携した卓話を実施いたします。

・その他、様々なことに挑戦してまいりますので、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会計委員は引き続き、理事・役員と予算に関する情報

を共有し、密に連携しながら透明性の高い予算編成に努
めます。加えて、財務状況の変化に柔軟に対応できる体
制を整えてまいります。

２．計画
コロナ禍からの回復が進み、各委員会の活動も本格化

してきました。今後は、より積極的な事業展開が見込ま
れるため、各理事・委員長には2024‒2025年度の実績を
参考にしつつ、2025‒2026年度の事業計画に即した予算
案を早期に立案していただきたいと考えております。予
算管理においては、適切な見直しを行いながら、効率的
かつ健全な財務運営を目指します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本基金は、クラブ創立10周年記念事業の一つとして、「広

島中央ロータリークラブ国際交流基金」（当初500万円）
を創設されました。

当初は、基金から発生する運用収益等をもって広く国
際交流への支援を行うことを目的に創設され、現在は
1,000万円の基金を理事会が指定する金融機関等に預託し
て年間に発生する運用収益から国際交流への支援のため
に運営することになっています。

昨今は、金利のある時代に戻りつつありますが、日本
銀行のゼロ金利政策以降、基金の運用をもって目的を達
成することは困難な状態続いております。

つきましては、本制度の趣旨を踏まえて、目的の達成
のために運営方法の変更を検討して参ります。

２．計画
① 運営方法の変更のために規約の改正等を理事会で検討

します。
② 奉仕プロジェクト委員会と連携して、国際交流支援の

具体的な活動計画も含めて検討して参ります。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
創立50周年に向けたクラブ方針を掲げ、中期的な戦略

や会員数の適正人数目標を明確にする。人生100年に時代
に向け如何に健康で長生きするか。また奉仕に関しては、
国際奉仕の在り方に関して中長期的なビジョンを立案し、
今後の広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動
に関して協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立50周年に向け、クラブ方針の立案
②クラブの中期計画を策定する。
③人生100年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信

をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討す
る。

④現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。

３．予算　80,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　　
１．方針

がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり、
2023年度の統計では男性24.7%、女性17.2%である。一方、
がんの診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率
は上昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。
本クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積
極的に取り組み、がん二次予防としてのがん検診率は本
人ならびに家族では80%以上と成果が認められている。現
在は、男女ともに約2人に一人ががんに罹患する確率であ
る。検診による早期発見とともに、がん罹患者とその家
族の包括的なケアの重要性が期待されている。

がんのみならず、高齢者の健康寿命延伸は近年の重要
な課題である。広島県の健康寿命年齢は2022年の統計では、
男性72.13歳（全国34位）、女性75.85歳（全国13位）であり、
平均寿命との差は男性9.82年、女性12.31年と健康寿命と
の差を縮めることが求められている。健康寿命延伸に対
しては、生活習慣の改善による、生活習慣病の予防と早
期発見・早期治療介入、重症化予防、介護予防が大切であり、
特に若い時期からの適切な生活習慣の定着が重要である。
生活習慣の多くの項目はがん予防12か条プラス1とほぼ重
複しているため、がん予防の生活習慣は健康寿命延伸の
生活習慣に繋がるものである。

健康寿命延伸に関して、がん検診を含めた生活習慣に
対するアンケート調査による評価を行い、健康寿命延伸
とがん予防に対する意識ならびに生活習慣に対する問題
点を把握し、生活習慣病の予防啓発の向上を目的とする。
また、がん罹患患者とその家族の包括的ケアとしての「が
んケアリング」に対しての意識とケアリングセンター設置
に向けての調査を行う。

２．計画
1)健康寿命延伸のための生活習慣ならびにがん検診に対し

ての質問紙調査
2)解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
3)がんケアリングに向けた意識調査
4)健康寿命延伸、がん予防、がんケアリングに向けた卓話

の企画

３．予算
調査印刷費　20,000円
郵送費　　　20,000円　　　　　　　合計　40,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

会　計

委員長　淀江　晃太郎

国際交流基金特別委員会

委員長　三宅　朗充

戦略計画委員会

委員長　山野井　秀樹



１．方針
職業奉仕の立場から、三宅会長の方針に基き会員が職業

や社会生活を通じて職業奉仕とは何かを模索し、それぞれ
の職業を通じた地域社会に奉仕を行っているという実感が
少しでも持てるような取り組みを行いたいと思います。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標

である「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」
の唱和をそれぞれ毎月交互に委員会全員で実施する。

②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施する。
③ロータリーの職業倫理を学び合う機会又職業スキルの

向上の為、会員卓話を要望により図る。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進の為、随

時健康診断を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の表彰を要

望により行う。
⑥職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情報交

換ができないか検討していく。

３．予算
一般会計　　　　 70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」の会長方針を踏

まえ、ロータリアンとしての奉仕活動を通じて、会員同
士のつながりを深め、地域社会へのクラブの認知度と親
しみを高められるよう取り組みたいと思います。

２．計画
①８月６日、平和記念式典の参加者に対する「おもてなし

事業」を継続して行う。
②会員企業の協力を得て、献血支援活動を継続して行う。
③地区補助金（25万円）を活用し、車椅子ソフトボール支

援団体に車椅子ソフトボール用の車椅子を贈呈し、イ
ンクルーシブスポーツや障がい者理解のための普及啓
発のための奉仕活動を行う。

　
補足　②の献血支援活動と、③車椅子ソフトボール用車椅

子の贈呈については、2025年10月11日、12日に広島
みなと公園（宇品）で開催予定である車椅子ソフトボー
ルイベント会場にて、同一日に実施できるよう調整を
図りたい。

３．予算　500,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年度は、奉仕プロジェクト委員会の中で職業奉仕・

人間尊重・社会奉仕・国際奉仕の垣根を取り払い、会長
方針に沿って “志を同じくする仲間と共に” 持続可能な当
クラブらしい社会貢献のあり方の協議を主眼に活動する。
従来のプロジェクトは継続しつつ、将来への方向性も探
りたいと考えている。

２．計画
①古切手・書き損じハガキ(何れも未使用可)・外貨の収集

これらは「日本国際ボランティアセンター(JVC)」を通じ
て現金化され、途上国の恵まれない方々を支援する原
資に生まれ変わっている。会員の皆様にこれらのこと

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強委員会・
ロータリー情報委員会で連携し、それぞれの会員が例会を
楽しめること、会員相互の関係を強くすることを目指して
活動してまいります。

２．計画
①会員増強純増３名を目指すとともに、会員相互の連携

を密にして退会防止に力をいれてまいります。
②新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで

いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

③入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である、「例会を楽しく魅力あるクラブに～志

を同じくする仲間と共に～」を踏まえて、会員増強、退会
防止をクラブの重要課題と位置づけ、委員会が中心となり、
会員の皆様のご協力を得ながら委員会活動を展開してま
いります。

２．計画
①本年度、純増３名を目標とします。
②会員相互の連携を密にし、退会防止に力を入れてまい

ります。
③入会候補者の例会への招待、入会後のフォローアップ

に取組みます。
③クラブ創立50周年に向けて、クラブが更に活性化して

いくために会員増強の必要性を会員の皆様にご理解、
ご協力をいただけるよう、クラブフォーラムなどで積
極的に情報発信をおこなっていきます。また、イン
フォーマルミーティングを必要に応じて随時開催して
いきます。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～

志を同じくする仲間と共に～」を踏まえ、新入会員へ分か
りやすくロータリー情報を提供していきます。また、3年
未満の会員を対象にロータリーの知識を楽しみながら深
めて頂く場を設け、あわせて、会員同士の親睦を深めて
いきます。

２．計画
①入会予定者に推薦者と訪問をし、ロータリーへの理解

を深めてもらえるよう面談・説明を行います。入会後
も継続的にフォローを取ります。

②入会予定者が例会にゲスト参加をされる際は、会長・
推薦者と共に入会へ向けて更に理解を深めてもらう場
を設けます。

③新会員を対象にロータリーの基礎知識を楽しく学んで
いただけるように少人数でのファイヤーサイドミー
ティングを開催します。

④入会３年未満の会員を対象にロータリーに関する知識
を深めてもらえるように研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「例会を楽しく魅力あふれるクラブに」

を踏まえ、楽しんで例会に参加し、楽しんで奉仕活動に
積極的に参加してもらえるよう取り組んでまいります。

また、会長方針で謳っておられるように、会員が求め
られる人財となり、それぞれの役割を発揮して、広島中
央ロータリークラブらしい奉仕活動を実施できるよう取
り組んでまいります。

２．計画　　
（1）職業奉仕委員会

①職場訪問例会を実施します。
②毎月第2例会において、4つのテスト及びロータリー

の行動規範を唱和し、会員の意識醸成に努めます。

③会員の健康保持のため、健康診断の斡旋を行います。
④職業奉仕の実践に貢献した優良従業員を会員より

募集し、表彰を行います。
⑤職業奉仕の立場から、会員相互で求人・求職の情

報交換ができないか検討していきます。

（2）人間尊重・社会奉仕委員会
①被爆80年となる本年8月6日に、参列者へのおもて

なし活動を実施します。
②会員企業と連携して献血活動を実施します。また、

他の事業と絡ませた献血活動が実施できるか検討
します。

③地区補助金を活用した事業を実施します。また、
次年度へ向けた地区補助金の申請を行います。

（3）国際奉仕委員会
①古切手、書損じハガキの回収を継続して行い、ＮＰ

Ｏ団体を通じて発展途上国の子供たちへ国際奉仕
活動を行います。

②創立50周年に向けて、広島中央ロータリークラブ
らしい国際奉仕活動は何ができるか、検討してい
きます。

（4）青少年奉仕・ローターアクト委員会
①ローターアクトクラブの例会や事業への参加、ＲＹ

ＬＡへ参加し青少年奉仕について効果的な活動を
検討、支援します。

②献血支援活動に協力する。
③今後のローターアクトクラブの在り方について検

討します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

を改めて周知し、理解を深めて協力を要請する。
②国際奉仕・支援活動

将来に向けて持続可能な奉仕活動の協議を実施する。
委員会やアンケートで意見を募り、可能であれば例会
でフォーラムを開催する。

③地区補助金を活用した支援事業
こちらも将来を鑑み、人間尊重・社会奉仕委員会と共
に検討する。

④姉妹クラブ・他クラブとの連携・交流
従来通りに推進する。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度から奉仕プロジェクト委員会内において青少年

奉仕とローターアクトが一本化し同じ委員会となります。
統一する事でこれまで行ってきた支援や活動に相乗効果
をもたらすよう、事業を進めてまいります。また広島中
央ローターアクトクラブは、来年設立10周年を迎えます。
そこに向け会員増強はもちろんの事、ローターアクトと
クラブメンバーとの親睦や連携もこれまで以上に図れる
よう努めてまいります。

２．計画
①2010年から継続しています「献血支援活動」を、会員・

会員の従業員の皆さんと共に協力して行う。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉

仕について効果的な活動を検討する。
③ローターアクトクラブがクラブ理念に沿って活発な活

動が出来るよう支援する
④ローターアクトクラブと我々提唱クラブとの更なる親

睦を深める
⑤ローターアクトクラブの会員増強に努める

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　950,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である『会員それぞれがクラブに対し「貢献す

る人材・役割理解・奉仕に取り組む」』を踏まえ、ロータリー
財団の設立目的である「世界で良いことをしよう」を実践
するために、クラブ会員の皆様へロータリー財団に対す
る理解を深め、協力をお願いする。

米山記念奨学会に関しても、海外と日本の架け橋とな
り将来国際社会で活躍する留学生の援助を目的として設
立された奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。

③奉仕活動
奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 １．方針
○会長方針は、会員それぞれがクラブに対し「貢献する人

材・役割理解・奉仕に取り組む」である。これらが実現
できるよう活動する。

○海外と日本の架け橋となり将来国際社会で活躍する留
学生の援助を目的として設立された米山記念奨学会の
理解を深めてもらう。

２．計画
①貢献目標

・年次寄付150ドル/人　
・ベネファクター1人/クラブ
・ポリオプラス30ドル/人　
・米山基金10,000円/人　

②役割理解
・ロータリー財団や米山奨学会の設立目的や活動内容の

情報提供を行う。
また、グローバル補助金を獲得した他クラブの活動
事例を報告する。

・米山功労者の募集を行う
・財団の目的や現状の説明に関するクラブフォーラム等

を行う。
③奉仕活動

奉仕委員会と協調してグローバル補助金を獲得など情
報収集する。

３．予算
一般会計　60,000円（印刷費等）
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１．方針

本年度会長方針「例会を楽しく魅力あるクラブに ～志
を同じくする仲間と共に～」のもと、クラブの活動や魅力
をクラブ内外に発信し、親しみやすく活気あるクラブづ
くりに貢献します。

特に、ホームページを通じて例会や奉仕活動の様子を
積極的に発信し、広く周知を図ることで、クラブの魅力
向上と会員のつながりの深化を目指します。

２．計画
① ホームページの充実と更新の徹底

例会や奉仕活動の内容を迅速にホームページに掲載し、
クラブの雰囲気や楽しさが伝わるよう、また閲覧者に
とって見やすく、役立つ内容となるよう工夫します。
撮影は委員が交代で担当します。

② 活動記録の整理とデータ保管体制の整備
例会や奉仕活動に関する写真・資料等のデータを、NAS

（データ保管用ハードディスク）に適切に整理・保存し、
記録の共有と管理の効率化を図ります。将来的な活用
やクラブの歴史資料としても役立てます。

③ デジタル会報誌の作成・発行
昨年度に引き続き、デジタル会報誌を作成し、ホーム
ページに掲載します。また、数部については紙媒体で
も配布いたします。

④ メディアへの情報提供
クラブの奉仕活動や社会貢献に関する情報を、新聞や
地域メディア等へ積極的に提供し、地域社会への発信
力を高めます。タイミングを逃さず、事前の情報提供
を心がけます。

⑤ 「ロータリーの友」誌の紹介・投稿
「ロータリーの友」誌に掲載された記事の紹介や、適宜、
クラブからの投稿を行います。

⑥ マイロータリーの登録促進と活用支援
会員のマイロータリー登録を推進し、Eラーニング等の
機能を活用することで、ロータリアンとしての学びと
自己成長を支援します。

⑦ その他（クラブ50周年・認知度向上）
クラブ50周年に向け、委員会としてできることを検討
してまいります。あわせて、ロータリーの魅力、そし
て広島中央ロータリークラブの魅力を分かりやすく対

外に発信し、広島中央ロータリークラブの認知向上と
会員増強（リクルート）につながる取り組みを模索しま
す。
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１．方針
クラブ及びローターアクトクラブの活動、地区、その

他ロータリーに関連する行事等について正確に記録し、
HPに掲載します。その他、対外発信も検討する予定です。

２．計画
①HP及び会報誌用に委員会メンバーで順番を決めて写真

撮影を行います。
②クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップロード

します。また、HPの情報の正確性等についてチェック
します。

③活動ごとの情報データをNAS（データ保管用ハードディ
スク）に保管します。

④MY ROTARYへの登録を促進します。
⑤クラブの奉仕活動やイベントに関する情報を事前にメ

ディアに提供します。
⑥デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配

布します。
⑦クラブ50周年に向けての取り組みを検討します。

３．予算
HP更新料　126,000円
ドメイン更新料　22,000円
月間システム管理料　976,800円
会報誌作成料　660,000円

合計　1,784,800円
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１．方針
2025－26年度会長方針である、「例会を楽しく魅力あ

ふれるクラブに～志を同じくする仲間と共に」を前面に押
し出した運営方針を掲げます。コロナ禍前に入会した私は、
実際にロータリー活動を行ったという実感がありません。
今こそ三宅会長が掲げられている方針のもと１年間のク
ラブ運営管理を行ってまいります。

２．計画
プログラム委員会では組織満足度を高めるに以下の４

つ の キ ー ワ ー ド『Challenge・挑 戦』『Approve・承 認』
『Respect・尊敬』『Powerful・力強さ』この４つのキーワー
ド『CARP』を基本に①月間テーマに沿った魅力ある講師
の招致②会員相互の理解を深めるための会員卓話③金融
リテラシーを高められる講師の選定④ローターアクトと
の連携した卓話を行ってまいります。

SAA・出席委員会では「できる、できない」ではなく「や
るか、やらないか」ということで「とりあえずやる！」と
いう志をもって例会運営を行ってまいります。

親睦委員会では年６回の夜間例会・家族会を実施し、
ぜひ参加したいと思われる内容の例会を開催します。ま
た適宜、新入会員歓迎会を行います。
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１．方針
「できる、できない」ではなく「やるか、やらないか」と

いうことで「とりあえずやる！」という志をもって委員会
運営を行なっていく。

２．計画
・月１回の例会配席シャッフル（様子見て慣れてきたら回

数を増やすかも）
・ニコニコ箱、例会出席の案内・お願いメールの配信
・ニコニコ箱、出席報告をする委員会メンバーが注目され

る設営、話す方も聞く方も会全体が明るく笑顔になれ
る発表方法。

・ニコニコ箱、目標投稿金額　500,000円/年

３．予算　150,000円
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１．方針
会長方針「例会を楽しく魅力あふれるクラブに～志を同

じくする仲間と共に～」に基づき、クラブ活動が楽しく笑
顔溢れる空間になるように取り組んでまいります。

親睦会・家族会・新入会員歓迎会などを魅力あふれる会
になるよう提案、運営する事により、会員同士の親睦を今
まで以上に深められるよう尽力します。

一年間を通してたくさんの笑顔に出会えるように、親睦
委員会で積極的に活動していきたいと思っております。

２．計画
①7月26日　夏の家族会・花火大会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
②10月3日　3RC合同夜間例会（ｼｪﾗﾄﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ広島）
③11月28日　創立４７周年記念夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃ
ﾙ広島）
④12月20日　クリスマス家族例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑤3月2日　夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
⑥6月22日　最終夜間例会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ広島）
※新入会員歓迎会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等　4,500,000円
会員記念日費用　　　   700,000円
他随時算出　
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１．方針
会長理念でもあります、「ロータリー活動の基本は『例

会』にある」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講
師を積極的に招致することで、会員同志の相互理解を深め、
新たな気付きの一助となるような、魅力あふれる例会に
してまいります。

また、組織満足度を高めるには以下の４つのキーワー
ドがあります。
『Challenge・挑戦』『Approve・承認』『Respect・尊敬』

『Powerful・力強さ』
新たなことへ挑戦し、お互いを尊敬・承認しあい、力

強く行動していく事が重要と考えており、この４つのキー

ワード『CARP』を基本方針に組み入れてまいります。

２．計画
・可能な限り、月間テーマに沿った卓話となるように、ク

ラブ会員の皆様に協力していただき、魅力ある講師を
招致いたします。

・お互いの相互理解を深めるためには、まず、お互いのこ
とを「知る」ことが必要であります。そのためにも、積
極的に会員卓話を取り入れ、自らを知ってもらう行動
をお願いしていきます。

・私自身が金融業であることから、その特性を活かし、会
員の皆様が金融リテラシーを高めれるような卓話講師
を招致いたします。

・ローターアクトの次期会長が弊社社員であることから、
アクトと連携した卓話を実施いたします。

・その他、様々なことに挑戦してまいりますので、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

３．予算　320,000円
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１．方針
会計委員は引き続き、理事・役員と予算に関する情報

を共有し、密に連携しながら透明性の高い予算編成に努
めます。加えて、財務状況の変化に柔軟に対応できる体
制を整えてまいります。

２．計画
コロナ禍からの回復が進み、各委員会の活動も本格化

してきました。今後は、より積極的な事業展開が見込ま
れるため、各理事・委員長には2024‒2025年度の実績を
参考にしつつ、2025‒2026年度の事業計画に即した予算
案を早期に立案していただきたいと考えております。予
算管理においては、適切な見直しを行いながら、効率的
かつ健全な財務運営を目指します。
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１．方針
本基金は、クラブ創立10周年記念事業の一つとして、「広

島中央ロータリークラブ国際交流基金」（当初500万円）
を創設されました。

当初は、基金から発生する運用収益等をもって広く国
際交流への支援を行うことを目的に創設され、現在は
1,000万円の基金を理事会が指定する金融機関等に預託し
て年間に発生する運用収益から国際交流への支援のため
に運営することになっています。

昨今は、金利のある時代に戻りつつありますが、日本
銀行のゼロ金利政策以降、基金の運用をもって目的を達
成することは困難な状態続いております。

つきましては、本制度の趣旨を踏まえて、目的の達成
のために運営方法の変更を検討して参ります。

２．計画
① 運営方法の変更のために規約の改正等を理事会で検討

します。
② 奉仕プロジェクト委員会と連携して、国際交流支援の

具体的な活動計画も含めて検討して参ります。
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１．方針
創立50周年に向けたクラブ方針を掲げ、中期的な戦略

や会員数の適正人数目標を明確にする。人生100年に時代
に向け如何に健康で長生きするか。また奉仕に関しては、
国際奉仕の在り方に関して中長期的なビジョンを立案し、
今後の広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動
に関して協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立50周年に向け、クラブ方針の立案
②クラブの中期計画を策定する。
③人生100年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信

をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討す
る。

④現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。

３．予算　80,000円
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１．方針

がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり、
2023年度の統計では男性24.7%、女性17.2%である。一方、
がんの診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率
は上昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。
本クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積
極的に取り組み、がん二次予防としてのがん検診率は本
人ならびに家族では80%以上と成果が認められている。現
在は、男女ともに約2人に一人ががんに罹患する確率であ
る。検診による早期発見とともに、がん罹患者とその家
族の包括的なケアの重要性が期待されている。

がんのみならず、高齢者の健康寿命延伸は近年の重要
な課題である。広島県の健康寿命年齢は2022年の統計では、
男性72.13歳（全国34位）、女性75.85歳（全国13位）であり、
平均寿命との差は男性9.82年、女性12.31年と健康寿命と
の差を縮めることが求められている。健康寿命延伸に対
しては、生活習慣の改善による、生活習慣病の予防と早
期発見・早期治療介入、重症化予防、介護予防が大切であり、
特に若い時期からの適切な生活習慣の定着が重要である。
生活習慣の多くの項目はがん予防12か条プラス1とほぼ重
複しているため、がん予防の生活習慣は健康寿命延伸の
生活習慣に繋がるものである。

健康寿命延伸に関して、がん検診を含めた生活習慣に
対するアンケート調査による評価を行い、健康寿命延伸
とがん予防に対する意識ならびに生活習慣に対する問題
点を把握し、生活習慣病の予防啓発の向上を目的とする。
また、がん罹患患者とその家族の包括的ケアとしての「が
んケアリング」に対しての意識とケアリングセンター設置
に向けての調査を行う。

２．計画
1)健康寿命延伸のための生活習慣ならびにがん検診に対し

ての質問紙調査
2)解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
3)がんケアリングに向けた意識調査
4)健康寿命延伸、がん予防、がんケアリングに向けた卓話

の企画

３．予算
調査印刷費　20,000円
郵送費　　　20,000円　　　　　　　合計　40,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

がん予防啓発推進委員会

委員長　小林　正夫


